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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　漆しつ黒こくの闇やみの中に無数の気け配はいがある。だが、目を凝こらしたところで、動くものはなにもなかった。一歩足を踏み出すたび、ひやりとした柔らかいものの中にずぶりと足首までめり込む。引き抜くたびにまだ自分の爪つま先さきがそこにあるのか、確認したい欲求にかられた。

　私たち三人が足を踏み入れてから、どれほどの時間が過ぎたのか見当もつかなかった。その場所ではふだん通りの感覚など持ちようがない。五分かあるいは半日か、どちらでも私は驚おどろかなかっただろう。はっきりしていたのは、まだ目的地は先だということ、そしてもう一度同じ道のりを辿たどって帰らねばならないこと、その二つだ。

　絶対にはぐれるな、と一番前の男が私たちを叱しつ咤たした。言われるまでもなく、彼の背中を一いつ瞬しゆんでも見失ったら最後、この闇に蠢うごめく者たちに、五体を引き裂かれるであろうと確信していた。それは単に私の不安のもたらした妄想ではなかったはずだ。私たちは絶えず何者かの足音や息遣いや唸うなり声とすれ違っていた。

　そこは天でも地でもない、どこでもない場所だという。先頭にいる男がこの世界に入る術を知っていた。私の後ろにいる男が、この世界への入り口を知っていた。この二人の男を引き合わせたのは私だ。

　先頭にいる男は説明を避さけている様よう子すだったが、私はバビロニア神話において女神イシュタルが下った不帰の国、冥めい界かいを連想していた。してみれば私たちが目指していたのは、女王エレシュキガルの住む暗黒の家ということになろうか。イシュタルはエレシュキガルのくびきを逃れて地上へ戻り得たが、神ならぬ私たちが成したことは一体なんだろう。私たちがその土地へ足を踏み入れたのは、最も偉大な書物の叡えい智ちを借りるためだった。

　私の背後にいる男は黙もく々もくと歩き続けていた。高名な建築家であり、町の名士であり、私の最も古い知ち己きでもあるこの男を、私は密ひそかに恐れていた。彼は仕事に行き詰まると、悪あく魔まに魂を売ってでも、と口にするのが常であり、現に悪魔から霊れい感かんを授かるつもりで、一人で何度もあの世界へ足を踏み入れようとしていた。この男が戦前における教会建築の第一人者だと思うと、薄うすら寒いものを感じずにはいられない。

　ふと、むせ返るような甘い匂においが鼻を突いた。余りにも強い匂いに、私は腐臭を嗅かいだ時のように鼻を覆おおう。いつの間にか私たちは森の中にいた。周囲の木々はすべて同じ種類のようで、細い枝に不釣合いな拳こぶし大の実をつけていた。

「まさんの木だ」

　先頭の男は私たちの質問を先回りするように呟つぶやいた。それが一体なんなのか、問い質ただそうと口を開いた時、唐突に前の男が歩みを止めた。闇の中にさらに深い黒のシルエットが浮かんでいた。それは巨大な建物だった。かすかに見える尖せん塔とうの頂いただきに、鐘しよう楼ろうらしきものが見える。

　それは教会だった。

　ふと振り返ると、建築家の肩が小刻みに震ふるえている。これは俺おれを待っていたのだ。彼の低い声が聞こえた。何度も夢に見た、俺は最初からここに来るべきだったのだ……




　教会の中で見たものについては、おそらく書くべきではないのだろう。あの礼拝堂に横たわっているものがなんだったのか、私たちを導みちびいてきたあの男は詳つまびらかにしなかった。そしてあの不気味な書物。あのようなものに触れるべきではなかったと今では悔やんでいる。私は神かみ岡おか町ちようの真の歴史を知り、同時に人間の手にあまるいくつかの呪じゆ文もんを知ることとなった。

　そこには私が真に求めていたもの、死者を蘇よみがえらせるための呪文も含まれていた。正確にはその力を持つ怪物を蘇らせる呪文だ。私は孤児院から依より代しろとなるはずの少女を養女として引き取り、彼女に読ませるべく一冊の絵本を作り上げた。

　だが、方便であった義理の親子の間柄が私を変えてしまった。私のために不気味な絵本を何度も朗読する少女の姿を見て、私は初めて自分の罪深さに戦おののいた。私は彼女を死の祭さい壇だんに捧ささげようとしていたのだ。

　私の望みはかつて失った妻子を取り戻すことだった。しかし、実のところその望みは妻子のためではなく、私の心の飢うえを満たすものでしかなかった。娘をいとおしむようになってから、私はようやくその傲ごう慢まんに気付いた。一つの魂を地上に呼び戻すために、別の魂を冥めい界かいに落とすことが許されようはずもない。一人の少女の命を危険に晒さらすまで、愚おろかにもそのことに気付かなかったのだ。

　命が尽きかけた今、あの時のことを断片なりとも書き記し、わが娘・要よう子こへの謝しや罪ざいに代えるつもりだった。しかし、それもまた傲慢のなせるわざであろう。謝罪は私の口からすべきことだ。

　この原稿も焼き捨ててしまうつもりだ。最近、あの建築家が私の原稿を欲していることも気にかかっている。彼は私の得た知ち識しきをも熱心に知りたがっている。現に先日私の書斎にあの男を通した際、目についた一枚を持ち去ったようだ。しかし、呪文の記された最も重要な一枚を見つけることは出来なかったらしい。




　いや、私は自らを欺あざむくべきではない。呪文を書き写した私本人ですら、原稿を見付けられない時がある。あの絵本も同様だ。あるいは死を目前にして、単に私の頭の働きが鈍っているだけかもしれない。むしろそうであって欲しいと願っている。しかし、自らの意志で私の目を逃れているという、馬ば鹿かげた考えを拭ぬぐい去ることが出来ない。呪文が書き記された瞬しゆん間かん、書物や原稿が自らの意志で活動を始めたのではないかと、私は本気で疑っているのだ。




　私の名は来くる栖す裕ひろむ。この世界で、最も罪深いかもしれない人間だ。私の書き残したものが、いかなる贖しよく罪ざいも追いつかないほどの破滅をもたらすことを恐れている。私の肉体がゲヘナの火に焼かれることは覚悟の上だ。しかし、無関係な人々が犠ぎ牲せいになることは恐ろしい。

　神が人々に救いの道を残されんことを願うばかりだ。

　神が存在するなら、の話ではあるが。
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　病室の外では、白いものがちらつき始めている。今年の初雪だった。

　高たか木ぎ千ち紗さはベッドの脇わきの椅い子すに座って、窓の外を眺めていた。西せい陵りよう高校のブレザーの制服を着て、紺こん色のダッフルコートを膝ひざに乗せている。久しぶりに学校へ行った帰りに、神かみ岡おか中ちゆう央おう病院へ見み舞まいいに来たのだが、患者の様よう子すはなにも変わらない。

　ベッドの上では赤みがかった髪の長い少女が、人形のように横たわっている。シーツのかかった胸元がかすかに上下しているので、息をしていることはかろうじて分かるものの、それ以外のどの部分もぴくりとも動いていなかった。

　千紗はシーツの上に投げ出された彼女の左腕を見る。青いパジャマの袖そでから伸びた左手は、爪つめまで塗りつぶしたように黒い。左腕は指先から肩まで、完全に変色しているはずだった。

　千紗は指を伸ばして、彼女のパジャマの襟えり元をかすかに開いた。白い首筋に紐ひもがかかっているのが見える。その下の鎖さ骨こつのくぼみはかすかに黒い色彩に侵食されかかっているが、数日前と比べて特に変化はなかった。

　千紗はほっと息を吐つきながら、首にかかっている紐をたぐり寄せて、その先にある紫色の丸い鈴を引っ張り出した。

　普通の人間には音の聞こえないこの鈴は、千紗たちが彼女の首にかけたものだった。彼女の体を侵食している黒い「もの」は、この紫色の鈴を身につけて以来進行を止めていた。

　この患者──御み厨くりや柊とう美みが深い眠りに落ちてから二週間が過ぎている。医師がどういう診断を下したのか千紗は知らないが、どんな医学的な治ち療りようを施したところで彼女が目を覚まさないことは分かっていた。

　この神岡町は常とこ世よと呼ばれる異世界に近い。常世の門と呼ばれる通り道から、死者の意志を具現化する黒い霧きりが溢あふれてくる。その「常世の霧」は、死者の意志と結びついて怪物となる。それに対抗するために、この町には「紫の者」と呼ばれる人々がいる。柊美も千紗もその末まつ裔えいだった。

　千紗には死者の声を聞く「紫の耳」の能力がある。柊美はこの世ならざるものに触れる能力のある「紫の右手」の持ち主であり、常世の怪物を倒すことの出来る「紫の銃」の唯一の使い手でもある。しかしその銃は使い手の命を消費する。柊美はわずかな時間だけ自由に動きまわることと引き換えに、常世の霧を自分の体に受け容いれてしまった。彼女の意い識しきは常世に引きずり込まれたままだった。

　使い手がいない以上、銃を使うことはできない。千紗が祖父から受け継いだ、怪物を封印することの出来る紫の音おん叉さは、神岡町の沖合いの三さん者じや岩いわに開いた常世の門を封じるために使ってしまった。今、常世の怪物がこの町に現れたとしても、千紗たちには身を守る術すべはなにもない。

（要よう子こおばさまだけでも、町の外へ……）

　そこまで考えた時、昨晩の来くる栖す要よう子ことの会話が頭をよぎった。要子の家に同居している千ち紗さは、しばらくの間神かみ岡おか町ちようを離れるよう彼女を説得しようとした──しかし、要子は頑として受け付けなかった。

「そんなことより、もっと大事なお話があるの」

　要子は千紗に一枚の紙を差し出した。養子縁えん組ぐみ届、と印刷された用紙に千紗は啞あ然ぜんとした。

「あなたの気持ち次第だけど、私はそうしたいと思っているの……どうかしら」

　と、要子は言った。その意味を理解するまでしばらく時間がかかった。要子は今のところ、他ほかに肉親のいない千紗の後見人でしかない。それを正式に養女として引き取ると言っているのだった。

「どうかしらって……」

　こんな時にこんな話をしている場合じゃありません。そう言おうとしたが、要子の青ざめた顔を見て千紗は口をつぐんだ。要子がこの話を出したのは「こんな時」だからに違いない。千紗が黙だまっていると、要子はふと表情を和らげた。

「もし気が進まなければ、遠えん慮りよしないではっきり言っていいのよ」

「違います。そうじゃなくて……」

　目の前のこの人を「お母さん」と呼ぶことになる、と想像すると千紗の顔が赤くなった。幼いころに両親を亡くしたために、ほとんど口にしたことのない言葉だった。恥ずかしいような、後ろめたいような、自分でもどう言ったらいいか分からなかった。

（結局、話ができなかった）

　千紗は自分の膝ひざを見ながら物思いにふけっていた。要子が言ったように気が進まないわけではない。千紗の将来のことも考えてくれた結果に違いない。しかし、神岡町はなにが起こるか分からない状態にある。自分たちが生き残れるかどうかも確信が持てない状態で、将来についてなどとても考えられなかった。




　その時、廊下を大おお股またに歩いてくる誰だれかの足音が聞こえた。

「雪が降るなんて思ってなかった」

　首に巻いたマフラーを外しながら、神じん野の明あき良らが病室に入ってきた。コートの肩に雪が積もっている。千紗よりも一つ年上で、神岡北きた高校に通っているが、ここ数週間はほとんど学校に行っていない。明良はこの世ならざるものを「見る」ことの出来る「紫の右目」の持ち主だった。

「天気予報で言ってましたよ」

　千紗が明良の方にもう一つの椅い子すを押しやると、彼は腰を下ろした。鼻の先が少し赤くなっている。海岸から病院までバイクで来たのに違いなかった。

「ここに来る途中で、柊とう美みさんのお母さんに会った」

　と、明良は言った。

「私もロビーですれ違いましたよ。挨あい拶さつされませんでしたけど」

　柊とう美みの身になにが起こったのか、明あき良らは後になってから柊美の母親──御み厨くりや遼りよう子こに詳しく説明していた。「常とこ世よの怪物」や「紫の者」の登場する異様な話を、彼女は終始黙だまって聞いていた。聞き終えてからも一言、

「信じられないわ」

　と、言っただけだった。それでも明良と千ち紗さを柊美の病室から遠ざけようとはしなかったし、二人が柊美の体につけておいた「紫の鈴」を外すようなこともしていない。実際に遼子がどう感じているのか分からなかったが、千紗たちが現れる時間帯になると、彼女はまるで明け渡すように病室から姿を消す。

「三さん者じや岩いわはどうでしたか」

　と、千紗は言った。明良は表情を曇くもらせる。

「相変わらずだ。結界で押さえてもすごい勢いで霧きりが出てる。あれじゃいつ結界が壊こわれるか分からない。火事で煙けむり噴ふいてるみたいに見えたよ」

　千紗は驚おどろかなかった。音おん叉さの結界で抑えられる常世の霧には限度がある。ふと、彼女は要よう子こに聞いた話を連想した。「三者岩」という地名は、隠れキリシタンの書物の中に出てくる「三さんち嶋しま」が元になっているという。三ち嶋にはくろうすの木という巨木があり、その木の炎上から地上にこれまでにない災さい厄やくが訪れるという。

（火事で煙を噴いているみたいに）

　明良の言葉が引っかかっていた。三者岩の常世の門は「常とこ世よ花ばなの木」という木によって形成されている。今の状態が「燃えている」のだとしたら、次に来るのは災厄、ということになる。

「そういえば最近、あのへんの海からまるっきり魚がいなくなってるってさ」

「私もそう聞きました。このところ、お客さんもいないみたいですね」

　明良と千紗はほとんど毎日、交こう替たいで三者岩の様よう子すを見に行っている。釣り船の船主に報ほう酬しゆうを払って、便びん乗じようさせてもらっているのだ。

「そういえば、三者岩に祠ほこらがあるの、憶おぼえてるだろ」

　と、明良が言った。

「ええ。もちろん」

　五十年前、祖父たちは神かみ岡おか町ちよう全体を覆おおう巨大な結界を作り上げていた。そのための音叉の一本が、三者岩の祠に納められている。

「初めて行った時、あの祠がやけに古いから気になったんだよ。音叉をあそこに立てる前から、あそこにあったんじゃないかって思ったんだけど」

　と、明良は話を続けた。

「百年ぐらい前、三者岩の祠になにかが住みついてたって伝説があるらしい。それ以上のことは分からないけど、ひょっとするとそこに住んでたのが影かげ取とりかもな」

「常とこ世よの怪物になる前の、ですよね」

　秋からの一連の事件の背後には、影かげ取とりと呼ばれる常世の怪物がいる。明あき良らたちの四代前の先祖であり、「紫の銃」の最初の使い手であったらしい。影取の使いであるという常世長なが鳴なき鳥どりは、銃の使い手は常世の者に近付く、と言っていた。

　かつて最初の銃の使い手だった影取も常世の怪物と化し、明良の祖父たちに倒されたものの、何十年もの間復活の時を常世でずっと待っていたと言う。そのために必要な肉体の器うつわも、既に手に入れてしまっていた。今やいつ地上に現れてもおかしくない状態で──。

（……どうして現れないんだろう）

　不意に千ち紗さは思った。柊とう美みを欠いている自分たちを警けい戒かいする理由があるはずはない。

「要よう子こさんに町を出るつもりがあるか、聞いてみたか」

　明良の言葉に千紗は我に返った。

「出るつもりはないそうです」

　と、千紗は言った。

「俺おれも昨日の夜、叔父おじさんと尾お沼ぬまのおっさんに聞いてみたんだ。ここから離れるつもりはないってさ」

「岬みさきさんと岡おか内うちさんは？」

「あいつらも町から出ない。なんか人手が必要だったら、いつでも言ってくれって。人手とかそういう問題じゃねえんだけどな」

　と、明良は苦笑した。

「ほんとのところ、みんながそう言うのは分かってたんだ。でも、危ないってことは一応伝えとこうと思って」

　明良の言わんとすることは千紗にもよく分かっていた。協力を申し出てくれる人たちがいるのは嬉うれしい。しかし、それだけに彼らを危険に晒さらすのはためらわれた。それは二人にとっても大切な人間ということになるからだ。

　明良は柊美を見下ろしている。千紗たちは彼女を目覚めさせる方法を探し、その上で影取の復活を阻止する方法を探そうとしていた。

　この町のどこかにあるという『赤い本』に、柊美を目覚めさせる方法が書いてあるかもしれないと明良は考えているようだった。一度その本を開いたという来くる栖す裕ひろむの原稿をひっくり返して手がかりを探したが、これという成果はなかった。

　ふと、千紗は要子に言われた養子の話をしてみようかと思った──明良なら自分の気付かなかったことを指摘してくれるかもしれない。千紗自身は意い識しきしていなかったが、以前よりも明良を信頼するようになっていた。

「あの……実は昨日」

　その時、千紗たちのいる病室へばたばたと近付いてくる足音が聞こえた。二人は思わず病室のドアを振り返る。「廊下は走らないで下さい！」という看かん護ご婦ふの声が聞こえて、別の声が「あ、どうもすいません」などと謝あやまっている。

　その声で誰だれなのか千ち紗さには分かった。さっきよりも足音はいくらか控えめになり、

「やっぱりここにいた」

　顔を出したのは岡おか内うち陽よう太ただった。明あき良らと同じクラスで、岬みさきの幼おさな馴な染じみでもある。彼は学校帰りらしく、制服の上にダッフルコートを羽は織おっている。

「高たか木ぎさんにもケータイが通じないから、多た分ぶん病院だろうと思ってたんだ」

　物ぶつ騒そうな顔立ちに似合わない、のんびりした声で岡内は言った。

「……髪の毛の色、変えたんですか」

　岡内と言えば、百メートル先からも分かる派は手でなブリーチが特徴だった。しかし、今は黒く染め直したらしく、めっきりと目立たない外見になっている。

「あ、これ」

　自分の前髪を撫なでながら岡内は言った。

「ほら、二人とも色々大変だろ。なんか俺おれも髪の毛いじってる場合じゃないと思って」

　千紗は明良と顔を見合わせた。どういう理屈でそれが髪の色を戻すことに繫つながるのだろう。岡内もそれを察したらしく、情けなさそうな表情を浮かべた。

「……思ったんだけど、あんまり意味ないよな」

「気持ちは嬉うれしいですけど」

　と、千紗が言った。

「なんかあったのか？」

　明良が椅い子すから立ち上がりながら言った。

「いや、うちのばあちゃんが明良を呼んでるんだよ……なんか、『写真が見つかった』って言ってるんだけど」
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　岡内の祖母──岡内キヨは首を伸ばすようにして、千紗の顔を長い間見つめていた。

「……あー、この子もアレだね。そうだろ」

　明良に向かって、確認するように大声を張り上げた。明良は思わず頷うなずく。改めて彼はキヨの眼力に驚おどろいていた。

「なんの話ですか？」

　キヨの無ぶ遠えん慮りよな視線に、むっとした顔で千紗は尋ねた。

「あんたも神じん野のさんとこの孫とか、菊きく乃のさんの孫と一緒だろ。違うのかい」

　彼らは岡内の家──かつてキヨの経営していた写真館に来ている。炬燵こたつを囲んで四人は座っている。

「……このおばあさん、私のこと知ってるんですか」

　千ち紗さは小声で明あき良らに言った。

「聞こえてるよ。いや、あんたとは初対面だけど、あたしには分かるんだよ。あんたたちはどうも他ほかの人間と違うところがあるんだ。なんなのかあたしには分からないけど」

　長年にわたって、この町の住人を撮さつ影えいし続けてきた彼女には、鋭するどい観察眼のようなものが備わっている。誰だれが「紫の者」なのか、見分けることが出来るようだった。

「ばあちゃん、写真はどうしたんだよ」

　話が長くなるのを警けい戒かいしてか、岡おか内うちが口を挟んだ。

「ああ、そうだったそうだった。こないだあんたに言われてからずっと探してたんだけど……」

　キヨは色あせたモノクロの写真を手元のアルバムから抜いて、炬燵こたつの上に載せた。明良たちは頭を寄せて写真を覗のぞきこむ。教会の尖せん塔とうのようなシルエットを背景に、三人の男たちが立っていた。季節は冬のようで、三人とも重そうなコートやマフラーを身につけている。友人同士が仲良く写真に収まっているという印象は受けない。口元に笑みはなく、誰もがレンズを硬い表情で睨にらんでいる。

「……うわ、田た沼ぬまがいる」

　思わず明良は顔をしかめた。真ん中の男は髪型やメガネこそ古ふる臭くさかったが、三ヶ月前まで明良たちの学校で教師をしていた田沼にそっくりだった。

「ああ、この親子もよく似てるね。ここに写ってる方は喜き三さぶ郎ろうってんだけどさ。こいつの息子も行方ゆくえが分からないんだろ」

　三人の背後にある建物は、影かげが落ちたように黒く染まっている。扉や窓がどこにあるのかもはっきり分からなかった。

「……逆光で後ろの建物が見えないね。ミスったんだ」

　岡内が言うと、キヨはしわだらけの手を伸ばしてぴしゃりと彼のおでこを叩たたいた。

「いてっ」

「あたしがそんなヘマするもんかね。この時は絶対に逆光なんかじゃなかった。地面が映ってないから分かりにくいけど、あたしは確かに太陽を背中にして撮とってたんだ。それが証拠に連中の顔には光がばっちり当たってるだろ。現像したら建物だけこうなってたのさ」

「……そういうことってよくあるんですか？」

　千紗が尋ねると、

「ないね」

　キヨはきっぱり断言した。

「ま、妙なことがあるもんだよ。薄うすっ気味悪い建物だろ」

　彼女は咳せき払ばらいをして、煙草タバコに火を点つけた。吸うかい、というように箱を三人にも差し出したが、誰も受け取らなかった。

「前から言ってるけど、俺おれの友達に煙草タバコ勧めるのやめてくれよ。まだ高校生なんだから」

　岡おか内うちが苦い顔で言うと、彼の祖母はまた彼のおでこを叩たたいた。彼女が笑っているところを見ると、愛情表現の一種らしかった。頭を撫なでるようなものなのかもしれない、と明あき良らは思った。

「いてっ」

「またこの子はつまんないこと言うね。いいんだよ。あたしなんか子供ん時から吸ってんだから」

　その発言もどうかと思ったが、明良は口を挟まないことにした。岡内の真面目まじめな性格はこの祖母と暮らしている反動なのかもしれない。キヨは旨うまそうに煙けむりを吐き出すと、写真を指差しながら話を続けた。

「そこはもともと田た沼ぬまの土地じゃあったんだけど、その別荘が建つ前にはきったない祠ほこらみたいなのが一つあるだけでね。戦争が終わってすぐの頃ころ、急に田沼がそいつを建てたんだ。なんなんだか見当もつかなかったけど、他ほかのなによりも大事にしてたよ。そのために全財産捨てようとしたんだから」

「どういうことですか？」

　と、明良が尋ねる。

「出来たばっかりのこの建物が、米軍に接収されるって噂うわさがあってね。あの田沼って男は慌ててＧＨＱにかけ合ったって話さ。本家のお屋や敷しきだの土地だのを全部差し出しても構わないから、その別荘にだけは手をつけないでくれとさ。ま、今考えりゃあんな不便なところにある家なんか、誰だれも貰もらいたがりゃしない。ただの噂だったんだけど、あんまり慌ててたもんだから、あそこに隠し財産でも埋めてあるんじゃないかって、別の噂が立ったぐらいだよ」

　明良はごくりと唾つばを吞のみこんだ。あの建物の地下にあったのは常とこ世よの門だった。今まであの建物にたまたま常世の門が出来てしまい、持ち主だった田沼家の人間が奇き禍かに遭ったのだと漠然と考えていた。普通の人間が自分から常世に関かかわろうとするなど、想像できなかったからだ。しかし、キヨの話からすると事情はいささか変わってくる。

　建物の中に常世の門が出来たのではなく、常世の門があったからこそ、田沼喜き三さぶ郎ろうはあの建物を建てたのかもしれない。明良は改めて写真を見下ろした。

「他の二人はあたしも名前は知らないんだけど、見るからに辛しん気き臭くさい連中だろ」

　と、キヨが言う。

「……こっちの男の顔、どっかで見たことあるな」

　田沼の左隣どなりの、大柄な男を明良は指先で叩いた。えっ、と千ち紗さが驚おどろいたような声を上げた。呆あきれてものも言えないという表情を浮かべている。

「なんだよ」

「気がついてなかったんですか。この人、来くる栖す裕ひろむでしょう」

　今度は明良の方が驚く番だった。『とこよのいと』の作者である来栖裕がこの別荘の前にいる。この中には常とこ世よの門があった。なにもないと考える方がどうかしている。

「もう一人が誰だれなのか、知ってますか」

　一番右に立っている、小柄な男を明あき良らは指差した。他ほかの二人よりも若く見える。せいぜい二十代半ばというところだった。

「顔は知ってんだけど、名前まではねえ……」

　キヨが首を傾かしげながら言う──この町の住人だったことは確かなようだった。

「そういや菊きく乃のさんのとこの孫娘が病院にいるんだってね」

　不意にキヨが話題を変えた。明良はどう反応していいか分からずに、皺しわの刻まれた老婆の顔を見守った。

「どんな病気か分からないけど、目を覚まさないそうじゃないか」

　彼女は目を細めて明良をじろりと見る。

「こないだから薄うす々うす分かっちゃいたけど、あんたたちにはなんか深いわけがあるんだろ。今、駆かけずりまわってるんだって、菊乃さんの孫が病院にいるのとなんか繫つながりがあるんじゃないのかい」

　明良は答えに詰まった。岡おか内うちは危険があっても明良たちに協力すると言っている。彼の家族にもなにが起こっているのか、知らせた方がいいのかもしれない。だが、明良が口を開く前に、キヨは首を振った。

「ま、いいさ。言えないことを無理に聞く趣しゆ味みはないよ。うちの孫が役に立ってくれるといいんだけどねえ。度胸はからっきしだけど、体は丈夫に育てといたから、存分にこき使っとくれよ」

「ばあちゃん、あんまり変なこと」

　岡内が唇をとがらせて抗こう議ぎしようとすると、

「黙だまってな」

　キヨはまたぴしゃりと岡内のおでこを叩たたいた。

「いてっ」

　岡内は顔をしかめたが、さっきよりも少し優やさしい叩き方だった。

「……これからどうします？」

　と、千ち紗さが小声で明良に尋ねた。この三人がこの場所でなにをしていたのか、知る必要がある。ひょっとすると「赤い本」に繫がる手がかりがあるかもしれない。

「田た沼ぬまの家を調べようぜ」

　と、明良は言った。




　　　３




　初雪は夜半まで降り続いたが、その後雨に変わったせいで次の日にはほとんど跡形もなく溶けていた。今日は晴れているが、二、三日中に再び降る可能性があるかもしれないと天気予報は告げていた。体の芯しんが冷えるような寒さに神かみ岡おか町ちようは包まれていた。

　明あき良らは錆さびの浮いた両開きの鉄の門の前で立ち止まる。周囲は奇妙に静まり返っていた。薄うす曇ぐもりの空を背景にして、大きな洋館が建っている。今は誰だれも住む者もなく、どの窓も鎧よろい戸どがしっかりと閉じられていた。

「私もここへ来るのは久しぶりなんだ」

　丸まる谷や崇たかしは門をわずかに開けて、体を中へ滑りこませた。明良と千ち紗さもその後に続いた。彼はこの町の警けい察さつ官だが、山やま内うち栄えい一いちの直系の子孫でもある。二週間前の常とこ世よの怪物との戦いで怪け我がを負ったが、二日ほど前に退院したばかりだった。

「……鍵かぎは借りられたんですか」

　千紗が言うと、丸谷は振り向いてにやっと笑った。

「明らかに職しよつ権けんの乱用だけどね。バレたら大変なことになる」

　まだ丸谷は職場に復帰していない。今日は捜査のためと偽って、田沼の分家からこの洋館の鍵を借りてきたのだった。三人は雪まじりの雨で濡ぬれた前庭を歩いていった。玄関の前まで車が横付けできるように、前庭は車回しになっている。

「……大きな家」

　と、千紗が言う。

（それにしても変に静かだよな）

　明良は軒先にくくりつけられた巣箱を見ながら、そんなことを思った。この家だけではなく、通り全体が、いや町全体が奇妙に静まり返っている。

（……鳥はいないのか）

　鳥の鳴き声はどこからも全く聞こえなかった。そういえば、ここ数日鳥をあまり見かけない気がする。いや、一羽も目にした記き憶おくがなかった。

「中を見たら驚おどろくと思うよ」

　丸谷が声をかけてきて、明良ははっと我に返った。彼は玄関の扉を開けたところだった。

「……別の意味でね。さあ入ろう」

　三人は屋や敷しきの中に入った。二階まで吹き抜けの玄関ホールになっており、薄暗い天てん井じようからシンプルなデザインのシャンデリアが下がっていた。すえたような匂においの淀よどんだ空気が漂っている。嗅かいだ覚えのある甘い香りもかすかに混じっている。

「ほんの少しだけど、果実の匂いがするだろう」

　と、丸谷は言った。柑かん橘きつ類の果物の香り──あの「非時香菓ときじくのかぐのみ」と同じものだった。

「二階がそれぞれの家族の部屋になっている。暗いから気をつけて」

　明良たちは玄関で靴を脱ぐと、階段を上がっていった。踊り場のところには小さな風景画が飾ってある。天井近くの明かり取りの窓から、ちょうどその絵に光が当たっている。明良が通り過ぎようとすると、千ち紗さがその腕を摑つかんだ。

「どうかしたのか」

「これ、来くる栖す裕ひろむの絵じゃないですか」

　明あき良らは絵に顔を近付ける。どこかの林の中の風景らしい。暗い色彩で無数の細い針葉樹じゆが描かれている。千紗の言うとおり、絵の隅の方に「Ｈ．Ｋ．」のイニシャルが入っている。

「……ほんとだ。よく一いつ瞬しゆんで分かったな」

「うちにも似たような風景画が飾ってありますから」

　キャンバスの隅の方に、枝と枝の間から黒っぽい十字架と、塔の先端のようなものがかすかに見えていた。

「これ、北きた見み山やまのあの建物だよな」

　と、明良は言った。「常とこ世よの門」があった場所だ。なおも絵をよく見ようと近付いた時、明良はふと自分の足がなにかを踏んでいることに気付いた。足の下に一枚の紙が落ちていた。

「……あ」

　その紙を拾い上げた明良は、思わず声を上げた。破り取ったノートの断片のようだったが、裏には見覚えのある絵があった。黒いボールペンで教会のような建物が描かれている。尖とがった屋根の上には十字架があり、その下には小さな鐘しよう楼ろうがある。明良は床に落ちていた紙と、壁かべにかかっている絵を見比べる。先端の十字架と屋根の部分はそっくりだった。

「……似ているね」

　と、明良たちの背後から丸まる谷やは言った。

「このスケッチは田た沼ぬま襟えりが描かいたものなんだよな」

　明良は紙片を見ながら、丸谷に念を押した。

「多た分ぶんね」

「中ちゆう央おう祭さいの前に、学校でこれとそっくりなスケッチを見たことがある……やっぱりあれも田沼襟が描いたものだったんだ」

「彼女はその北見山の別荘の絵を描いてたってことかい」

　と、丸谷が尋ねた。

「似てるんだけど、なんか微妙に違う気もするんだよな」

　明良は来栖裕の絵と、田沼襟のスケッチを代わる代わる見た。襟のスケッチの建物の方が、北見山の別荘よりも大きい気がする。

「もう少し大きな紙に描いてくれてたら、分かりやすいんだけどな」

　明良は独り言のように呟つぶやいた。

「じゃあ、他ほかのスケッチを見ればいいんじゃないか」

　と、丸谷が言った。

「『他のスケッチ』って、これだけじゃないのか？」

　丸まる谷やは踊り場から二階へ向かう階段を指差した。段の上に別の紙が落ちている。今度はもともと新聞に挟まっていたチラシらしい。やはり、さっきと同じように裏には黒い教会が描かれている。

　明あき良らと千ち紗さは二階の廊下に出た。

「……神じん野のさん、あれ」

　と、千紗が言った。廊下には撒まき散らしたように何十枚ものスケッチが落ちていた。そのすべてに、あの黒い建物が描かれている。廊下を進むにつれて落ちている紙は増えていき、とあるドアの前で止まっていた。

「そこが田た沼ぬま襟えりの部屋だよ」

　スケッチの一枚がドアの敷しき居いから半分だけ廊下にはみ出している。明良はドアノブを回した。鍵かぎはかかっていなかった。

　ぴったりと鎧よろい戸どが下ろされており、部屋の中はほとんど暗くら闇やみだった。丸谷は先に部屋に入って窓を開ける。冷たい空気と外の光が同時に部屋を満たした。

「あっ」

　明良と千紗は同時に声を上げた。部屋の壁かべや天てん井じようは、大小さまざまな大きさのスケッチでびっしり埋まっていた。電話のそばに置くようなメモ用紙も、ラッピングの包装紙も、紙ナフキンのようなものさえある。しかし、どの紙にも同じアングルから、同じ色で、同じ建物が描かれている。

　彼女の部屋は無数の黒い教会の絵で埋め尽くされていた。

「……なにかこの絵に意味があるのは分かっていたんだ。でも、私にはそれがなんなのか分からなかった」

　窓を背にした丸谷は、明良たちに向かって立っていた。俯うつむいている丸谷の表情ははっきり見えない。

「この家にはもう誰だれもいない。君たちの話の通りだとすると、全員死んでしまったことになる。もし三年前に私が君たちの知っていることが分かっていたら、全員がいなくなるのは防げたかもしれないな」

　丸谷はむしろ穏おだやかな口調で言った。

「今さら言っても、仕方のないことだけどね」

　明良はふと、この一年で起こった出来事を思い返していた。

　かろうじて助けることの出来た人間もいたが、助けることが出来なかった人間はもっと多い──常とこ世よ虫むしにとりつかれた小こ峰みね菜な月つきも、柊とう美みの祖母の御み厨くりや菊きく乃のも、ここに住んでいた田沼襟も、それに影かげ取とりの器うつわとなった鴻こうの巣す亮とおるも、そしてもっと大勢の人たちも、常世の怪物の犠ぎ牲せいになって死んでいった。

「神野君は御厨さんを助けるつもりだと言っていただろう」

　丸まる谷やは明あき良らの顔をまっすぐに見た。

「でも、彼女を助けたところで、影かげ取とりと名乗ったあの怪物がやって来たら、どうするつもりなんだ。またあの銃を使って戦うとしたら、彼女は死ぬために目を覚ますようなものじゃないか」

　そうかもしれないと明良は思った。もし彼女に巣食った常とこ世よの霧きりを払うことが出来たとしても、影取が現れれば彼女は戦わざるを得ない。

「君たちの事情を知っている人たちも、この町に残ると言っているそうだね。でも、もし君たちが町を出ると言えば、みんな同じように町から離れるんじゃないかな」

「町の他ほかの人たちはどうなるんですか？」

　と、千ち紗さは言った。

「それは分からない。でも、いずれにせよ真っ先に危険に晒さらされるのは君たちだ。私みたいな職しよく業ぎようの人間は、他の人に代わって危険を負う責任がある。でも、君たちがあえて責任を負う必要があるのかどうか……」

「そんなことは……」

　言いかける千紗を明良が制した。

「俺おれは……」

　と、明良は言った。

「よく分からない。みんなに迷惑をかけてるかもしれないし、出来れば危ない目に遭って欲しくない。俺おれたちだって別に死にたいわけじゃないし」
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　二週間前、三さん者じや岩いわで柊とう美みが倒れた時のことを思い出す──ごめんね、と彼女は言っていた。その言葉が頭に焼き付いて離れない。部屋の隅の壁かべを凝ぎよう視ししながら、彼は話を続けた。

「でも、俺たちにも俺たちなりの責任があるんだよ。柊美さんも多た分ぶん、そのことは分かってると思う。もし柊美さんが目を覚ました時に、逃げたいって言ったら俺も逃げる。でももし、この町に残ってくれるんだったら、その時は協力してもらう」

「彼女の命が危なかったら？」

「その時は俺だけ生き残ろうなんて思わない」

　自分で口にした言葉に明あき良らは驚おどろいていた。丸まる谷やも千ち紗さも目を瞠みはっている。しかし後悔はしていない。そうするのが当然だという気がした。

「……そうか」

　と、丸谷は言った。

「そこまで考えているんだったら、私もなにも言わない。出来る限り協力するよ」

　その時、明良はふと妙なことに気付いた。目を細めて壁の一点に近づいていく。教会の絵の中に、一枚だけ違うものが混ざっている。ひときわ大きな紙のようだが、その上から貼はられた他ほかの絵にほとんど隠れていた。

　引きちぎるように他の絵を外す。他の絵と同じく、黒いペンによって描かれているが、対象は建物ではなかった。太い手足を持つ奇妙な生き物が、紙いっぱいに描かれている。背中に大きな翼つばさを生はやし、顔には大きな嘴くちばしがあり、手には大きな鉤かぎ爪づめを生やしている。しかし、右腕が切り取られたようになくなっていた。

　千紗と丸谷も明良にならって、その絵を見た。

「……なんでしょうか、これ」

　と、千紗が言った。

「天てん狗ぐみたいに見えるけどね」

　丸谷が首をひねりながら言った。

「いや、多分違う……ここ」

　明良は怪物の傍かたわらに置かれている四角いものを指差した。

「……箱？　いや、本か」

　と、丸谷が言う。明良は頷うなずいた。本とともにある片腕の怪物、というと、明良は一つしか思いつかなかった。

「多分、フレースヴェルグと『とこよのいと』なんじゃないかな」

「フレースヴェルグって、私が町に来る前に現れた怪物なんでしょう。どうして田た沼ぬま襟えりがそれを知ってるんですか？」

　と、千紗が言った。

「でも、中ちゆう央おう祭さいの時に柊とう美みさんと話した時、田た沼ぬま襟えりは柊美さんのことを色々知ってただろ。常とこ世よの怪物同士で、情報をある程度共有できるのかもしれない」

　それよりも妙なのは、フレースヴェルグの外観が少し違うことだ。あれは顔を持たない怪物だったが、この絵にはきちんと嘴くちばしが描かれている。ひょっとすると、フレースヴェルグに似ているだけの別の怪物なのかも──。




　階段の額がくの裏から。来くる栖す裕ひろむの直筆。




　明あき良らは息を吞のんだ。絵の余白に誰だれかの書きこみがある。彼はその紙を壁かべから剝はぎ取った。ひっくり返すと、絵の裏は原稿用紙だった──いや、原稿用紙の裏に描かれた絵と言うべきだろう。インクの色も文字も見覚えがある。表題もなく一行目の最初から文章はいきなり始まっていた。




　養よう蚕さんの起源を示す伝説にすぎない。だが神かみ岡おか町ちようのそれは趣おもむきを異にしている。漂着して死んだ金こん色じき姫ひめは何者かに供養されて、金色の蛾がに生まれ変わって飛び去っていったという。私が奇異に感じたのは、金色姫を供養した者の記述が全くないことだった……




「あ……」

　と、明良は思わず呟つぶやいた。
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　その日の夕方。

　明良は自宅の物置から廊下へ出た。手には二枚の原稿用紙を持っている。彼は縁えん側がわを通って座ざ敷しきへ戻りかけて、ふと立ち止まった。

　ガラス越しに庭の景色が見える。相変わらず外はやけに静かで、鳥の声一つ聞こえない。濡ぬれた庭土の上に、幽ゆう霊れいの子供たちが立っている。二人で手を繫つないで空を見ているらしい。

（なにやってんだ）

　と、思いながら明良は座敷へ戻った。丸まる谷やと千ち紗さが座卓の前で待っていた。座卓の上には、田沼家から持ち帰った例の原稿用紙が広げられている。

「これが『常とこ世よ虫むし』の事件の時、俺おれが読んだ原稿」

　明良はそう言いながら、自分の持ってきた二枚の紙を並べた。丸谷が身を乗り出すようにして、明良が持ってきた原稿用紙の一枚を読み始めた──「神岡の『金色姫』伝説」という表題がある。

「これが一枚目だね」

　と、丸まる谷やが言った。

「俺おれが持ってたのが一枚目と三枚目。あの家にあったのが多た分ぶん二枚目だと思う」

　来くる栖す裕ひろむの草稿は表題の通り、神かみ岡おか町ちように伝わる「金こん色じき姫ひめ」の特殊な伝承について書かれたものだった。明あき良らが持っている一枚には、常とこ世よ虫むしと呼ばれる恐るべき怪物を復活させるための呪じゆ文もんが書かれていた。

「そうだね。ちょっと読むけど……『その直観が確信に変わったのが、神岡町における『金色姫』の奇妙な伝説だった。『金色姫』とは貴き種しゆ流りゆう離り譚たんの一つで』……ここまでが一枚目。ここからが田た沼ぬま家から見つかった原稿だ。『養よう蚕さんの起源を示す伝説にすぎない。だが神岡町のそれは趣おもむきを異にしている。漂着して死んだ金色姫は何者かに供養されて、金色の蛾がに生まれ変わって飛び去っていったという』」

「……やっぱり、繫つながってますね」

　と、千ち紗さが言った。

「問題は二枚目と三枚目じゃないかな」

　丸谷は明良に尋ねる。彼は黙だまって頷うなずき、二枚目の終わりに目を移す。




　私は伝説という言葉を用いているが、神岡町の金色姫は実在したと信じている。それにはれっきとした理由がある。以前、北きた見み山やまの田沼家の別荘




　明良は三枚目の初めを読んだ。




　で、私はこの町に残るさまざまな常世伝説の完全なる唯一の記き録ろくを目にしたことがある。門外不出のその記録によれば、死してなお苦しみに喘あえぐ金色姫に「彼」は呪じゆ文もんを唱えたという。




「これって……」

　千紗は顔を上げた。

「『赤い本』のことだよな。間違いない」

　明良の心しん臓ぞうが高鳴った。ようやく手がかりを摑つかんだ、と思った。

「あの北見山の別荘に、赤い本があったってことですか？」

　と、千紗が尋ねた。

「そんな簡かん単たんな話じゃないかもしれない」

　と、明良は言った。

「あの別荘には常世の門があっただろ。岡おか内うちのおばあさんの話だと、田沼喜き三さぶ郎ろうは別荘を手放さないようにしてた。田沼が守ってたのは多分常世の門なんだ。なんでただの人間が、常世の門を守る必要があったんだ？」

　彼は一度言葉を切って、千ち紗さと丸まる谷やの顔を見る。

「答えは一つしかないだろ。あの門は『赤い本』のある場所に通じてたんだ。『赤い本』は常とこ世よにあるんだよ」

「じゃあ、来くる栖す裕ひろむは常世に降りて『赤い本』を見たってことですか？」

「この田た沼ぬまも協力したんだろうな。ひょっとするとこの三人全員が読んだのかもしれない」

　明あき良らは座卓の上に、北きた見み山やまの別荘と三人の男たちの写っている写真を置いた。昨日、キヨから借りた写真だった。

「でも、もう北見山の常世の門は閉じていますよ」

「そうだよな……」

　と、明良は呟つぶやいた。しかし、常世の門は一つだけではない。人間が通れるほどの大きさがあれば、他ほかの門を通っても辿たどりつけるのではないだろうか。しかし、それにはもう一つ問題がある──常世の門の中では、人間は意い識しきを保っていられないのだ。

　その時、明良は誰だれかの視線を感じて、縁えん側がわの方を振り返った。

「どうしたんだ、お前ら」

　縁側には子供たちが立っていた。座ざ敷しきの畳にまで西日が差しこんでいるが、彼らの影かげはない。この家で明良と一緒に住んでいる幽ゆう霊れいの子供たちだった。二人はなにか言いたげに明良を見ている。

「誰かいるのかい」

　と、丸谷が言った。

「この家にいる幽霊だよ」

　なにか様よう子すがおかしい、と思い始めた時、二人が同時に口を開いた。そして、背を向けてそのままガラス戸を通り抜けて外へ出て行った。

「なんか言ってなかったか？」

　と、明あき良らは千紗に尋ねる。

「『行ってきます』って」

「……それだけ？」

「はい」

　明良は立ち上がって縁側へ行った。窓から外を見ると、子供たちは庭を通って門の外へ出て行くところだった。

（なんか変だな）

　と、明良は首をひねった。今までにも何日か姿が見えなくなったりすることはあったが、わざわざ断ってからどこかへ行ったことはなかった。

　窓から離れかけた明良は、ふと足を止めて目を瞠みはった。空全体が溶けた鉄のような、不気味なオレンジ色に染まっている。紐ひものような形をした細い雲が、軽く渦うずを巻きながら夕焼けの空を二分するように横切っていた。

「……なんだあれ」

　と、明あき良らは口の中で呟つぶやいた。こんな空の色は、生まれてから一度も見たことがなかった。

　幽ゆう霊れいの子供たちは夜になっても戻ってこなかった。
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　もし、という言葉を思い浮かべるのが神じん野の岬みさきは怖くなっていた。何ヶ月も前に諦あきらめたつもりだった。でももし、このまま御み厨くりやさんが目を覚まさなければ。もしそうなったら、明良は自分を選んだりすることも──

　彼女はぎゅっと目をつぶって自分の考えを追い払った。柊とう美みが眠りに落ちてから、何度もその考えが浮かぶ。自分を嫌いになるということがどういうことなのか、生まれて初めて彼女には分かった。

「……岬？」

「え？」

　岡おか内うちが自分の顔を覗のぞきこんでいる。岬は岡内と一いつ緒しよにいることを思い出した。最近、元気がないからと半ば強引に家から連れ出されたのだった。

　二人は神かみ岡おか町ちようの駅前にあるデパートの中を歩いていた。クリスマスセールの真っ最中で、店内には毎年定番のクリスマス・ソングが延々と流れている。赤と緑の飾りの下を、詰めかけた人々が肩をぶつけ合うようにして歩いていた。

「ごめん。なに？」

「またなにか考えてるだろ」

「そんなことないよ！」

　変に裏返った声で岬は否定した。二人はデパートから外に出た。正面入り口には大きなからくり時計がある。ちょうど十二時になったところだった。騒そう々ぞうしい音楽とともに、文字盤ばんの一部が開いて、中から人形が飛び出してくる。親子連れが時計の下に集まってそれを眺めている。

「言った方がいいと思うんだけど」

　後ろから岡内が言った。思わず岬は立ち止まり、半笑いを浮かべた。

「なんの話？」

「明良にまだ自分の気持ちは言ってないんだろ？　御厨さんのことで悩むんだったら、言った方がいいよ」

（バレてるし）

　岬はがっくりとその場に膝ひざを突きそうになった──自分の考えていることはそんなに分かりやすいのか。いや、そうではない。岡内が岬をよく知っているだけなのだ。

「そんなこと、あたしできない」

　岬みさきは少し震ふるえる声で言った。

「だって卑ひ怯きようじゃん。御み厨くりやさんがあんななのに、なんか泥どろ棒ぼうみたい」

「じゃあ、御厨さんが目を覚ましたら言えばいいんだよ」

「……そういう問題なわけ？」

「え、それで岬は町に残るつもりなんじゃないのか」

　岬は口をつぐんだ。言われてみればそんな気もする。

「そうか。あたしはそう思ってたのか」

「そうだと思うんだけど」

　妙な会話だったが、岬は気持ちが楽になってきた。

　岡おか内うちには本当にいくら感かん謝しやしても足りなかったが、岡内の求めているものが感謝ではないことぐらい、岬にも分かっている。

（ごめん岡内）

　岬は心の中で謝あやまった。

　その時、足元から形容しがたい違和感のようなものが体を貫いた。

「どうしたの？」

　岡内の言葉を岬は聞いていなかった。彼女は目を見開いて自分の足元を見つめていた。
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　尾お沼ぬま文ふみ彦ひこはちらりと店の時計を見上げる。十二時少し前だった。

「君のお父さんは引退したんだっけ。今日はどこへ行ったんだ」

　と、丸まる谷やが言った。オヌマ書店のカウンターの中には、今の店主である文彦が座っている。カウンターの外に置かれた丸椅い子すに、膝ひざを立てるようにして背の高い丸谷が座っていた。

「……お茶に」

「ああ、なんでも来くる栖すさんの未亡人と仲良くなってるそうじゃないか。君のお父さんもなかなか隅に置けないな。再婚の話があるわけじゃないんだろう」

「……多た分ぶん」

「まあ君のお父さんもまだ若いんだからね。来栖さんもなかなかいい人みたいだし、釣り合いも取れているんじゃないかな」

　文彦は丸谷と同じ神かみ岡おか中ちゆう央おう高校の出身で、同級生だった。特に仲がいいというわけではなかったが、二人ともずっとこの町に住んでいるので、会えば挨あい拶さつをする程度には親しくしている──一方的に話すのは丸谷で、文彦はもっぱら聞くだけだったが。

「夕方にこの店の前を通りかかると、背の低い女の子がこの椅子に座ってるね。君とよく話してるみたいだけど、あれはこの近所の人？」

　わずかに文ふみ彦ひこは顔をしかめた。

「……パン屋の」

「やっぱり。どこかで見覚えがあると思ったんだ。そこの新につ田たベーカリーの娘だな。君の彼女か？」

「……」

　文彦は高校時代から、丸まる谷やが少し苦手だった。おしゃべりな人間には慣れているし、人の話を聞くのは嫌いではないのだが、丸谷の話はなんとなくこちらを疲労させるものがある。もっとも、自分が話さないために丸谷の話が止まらないことも分かっていた。

「君も町を出ないんだろ」

　不意に丸谷が話題を変えた。

「出ない」

　珍しく文彦は即答した。顔を上げると丸谷が笑みを浮かべている。

「人のことは言えないけど、つくづく変わった人たちだな」

　柊とう美みが倒れてから、明あき良らたちが今までなにをしていたのかようやく文彦は聞くことになった。今まで明良たちに抱いていた漠然とした疑問が氷解した。自分の安全のためだけに町を離れることなど思いも寄らない。この町には家族も友人も──最初に頭をよぎったのは新田晴はる海みだった──いる。

「……君も」

　と、文彦は言う。変わっているのは丸谷も同じだった。

「そうだな」

　丸谷は振り返って店の時計を見上げる。文彦も思わずそれにつられた。十二時を少し回った、と思ったのを憶おぼえている。

　しかし、そこで文彦の記き憶おくは途切れた。
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「保ほ護ご者を気取るつもりはないんです。千ち紗ささんはしっかりしていますし、私がいなくても一人で生活していけるでしょう」

　来くる栖す要よう子こはカップを置きながら言った。尾お沼ぬまは仏ぶつ頂ちよう面づらで彼女の話を聞いている。二人は来栖家の客間のテーブルで紅茶を飲んでいる。窓の外は気の滅め入いるような曇くもり空だった。

「だからあの子が私との養子縁えん組ぐみを望まないとしても、仕方がないのかもしれません。私にとってはいい話ですけれど、あの子にとっては……」

「あの子がはっきり嫌だと言ったんですかな」

　と、尾沼は言った。要子は首を横に振った。

「いえ……でも、それっきり黙だまってしまって。少し急すぎたのかもしれませんわ。私は十分時間を置いたつもりでしたけれど」

「あなたは……その」

　要よう子こが尾お沼ぬまの顔を見る。

「あなたはよい方ですな」

　一体俺おれはなにを言っているんだ、と尾沼は思った。唇を湿らせて、彼は必死に重い口を動かした。

「なんというか、気が進まないんじゃなく、あなたが死ぬことを考えていると思ったんじゃないでしょうか。こういう時ですからな。私も親父おやじから突然店を譲ゆずられた時にそう思ったもんです」

「あら」

　と、要子は目を瞠みはった。

「あなたも息子さんにお店をお譲りになったのは、そうお考えになったからなの？」

「いえ、まさか……」

　尾沼は言いかけたが、ふと口をつぐんだ。はっきり自覚はしていないが、そういう予感があるのかもしれない。自分の身辺を整理しておかなければいけない、というような。単に自分ぐらいの年ねん齢れいになれば、誰だれでも考えることなのかもしれないが。

「今日はあの子たちはどこに行ったんですか」

　尾沼は話題を変えた。

「三さん者じや岩いわに行くと言ってましたけど」

　と、要子は答え、壁かべにかかっている時計を見上げた──十二時を少し回っている。

「あら、もうこんな時間」

　彼女は立ち上がった。

「よろしかったら、お昼を──」

　彼女の言葉はそこで立ち消えになった。
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　丸いサングラスをかけた小柄な老人が電車から降り立った。

　彼は背筋を伸ばして、あたりを窺うかがうように顔を巡らせる。濃こい灰色のコートと同じ色の帽子をかぶり、手袋をした手に白い杖つえを握り締しめ、もう片方の手には皮製の黒い鞄かばんを下げている。彼が立ち止まっているところはちょうど階段のそばで、傍はた目めには目の見えない老人が階段の前で困っているように見えた。

「もしよかったら、腕を貸しましょうか」

　通りかかった若いＯＬが声をかけた。

「いえ、わしは……」

　と、老人は言いかけたが、思い直したようににっこり笑った。彼女と身長は同じぐらいだが、身なりは悪くない。身につけているどの服も、体に合わせて新調されたばかりのようだ。襟えり元もとに巻いている白いマフラーは軽そうなカシミアで、かすかに香水の匂においも漂っている。

「ありがとうございます。是ぜ非ひお願いいたします」

　艶つやのあるくっきりした声に、彼女は一いつ瞬しゆんどきりとした。舞ぶ台たいの俳はい優ゆうがこんな声を出すのを聞いたことがある。なにか特別な発声の訓練を積んでいるのかもしれない。

「……綺き麗れいな声ですね」

　と、思わず彼女は言った。

「お褒ほめにあずかり光栄です。これは生まれつきのものでしてね」

　と、言いながら、老人は自分から腕を組んできた。

　内心、彼女は驚おどろいていた。今までにも何度か視覚障害者の先せん導どうをしたことはあるが、こちらの腕か肩につかまってもらうのが普通である。こちらから腕を摑つかんだり、腕を組んだりするのはかえって危険だからだ。

「どうしたんですか？　参りましょう」

　と、老人が言う。彼女の方がエスコートされているようだった。二人は階段を降り始めた。老人は危なげなくしっかりと段を踏み締しめている。

「あなたのような若くて美しい方と腕を組めるとは素す晴ばらしいことです」

　この人、ひょっとして目が見えているのかしら、と彼女は内心首を傾かしげたが、彼は自分の方に顔を一度も向けていない。

「いえ、美しいか否いなかは見なくとも分かります」

　彼女の考えを察したかのように、老人は言った。

「目というのは大事ですが、見えているだけではどうにもならんこともあります。他ほかの器官の助けがあって初めて効果を発揮するのですよ」

「はあ……」

　今一つ意味は分からないが、美声のせいで妙な説得力がある。

「ご親切のお礼に、わしの方から一つ忠告をさせていただきましょう」

　老人は言い、それから彼女の耳に口を寄せた。

「今すぐこの町を離れなさい。命が惜しかったら」

　くすぐるような低い囁ささやき声に、ぞくぞくと背筋に戦せん慄りつが走った。

「や……」

　思わず彼女は腕を振りほどいた──いつの間にか階段の下に着いている。少し顔が火ほ照てっているような気がした。それよりも、今の言葉はなんだったのだろう。

「信じるかどうかはあなた次第です」

　また彼女の気持ちを察したように、老人は言った。彼女はなんとなく気味が悪くなってきた。

「それではごきげんよう」

　老人は帽子を上げて歩き始めた。彼女はその背中を見送り──妙なことに気付いた。彼は杖つえを使っていなかった。杖は手からだらりとぶら下がっているだけで、杖が地面を探っている様よう子すはない。それなのに、人混みを縫ぬって誰だれにもぶつからずに歩いていく。

　彼女は腕時計をちらりと見る。十二時を少し過ぎていた。これから友達と昼食を一いつ緒しよに食べる予定だった。老人とは反対側の改札口に歩き出そうとすると、彼は突然立ち止まった。そして、彼女のいる場所が分かっているように、半分だけ顔を向ける。

「お嬢じようさん、残念ながら間に合わなかったようだ」

　なにを言ってるんだろう、と思った瞬しゆん間かん、衝しよう撃げきが彼女を襲おそった。
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　明あき良らと千ち紗さが三さん者じや岩いわに着いたのは十二時少し前だった。船には三者岩の外で待ってもらっている。湿った重い空気が顔にまとわり付くようだった。明良は灰色の空を見上げる。天気予報では、午後から雪が降るかもしれないという話だった。

「……人間が通れそうな『門』というと、ここだけですよね」

　切り株のような常とこ世よ花ばなの木──常世の門の前で千紗は言った。

「そうだな。他ほかにあるのかもしれないけど、北きた見み山やまの門はもう閉じてるし」

　明良は身を乗り出して、穴の中を覗のぞきこんだ。常世花の木は明良たちの膝ひざほどの高さで反転し、地下へ向かう『穴』となってどこまでも伸びていた。

「とりあえず入ってみる、ってわけには行かないよな」

「私たちが入って駄だ目めだったら、どうするんですか」

　千紗は呆あきれたように言った。

「常世の霧きりの濃のう度どが高すぎると、人間は意い識しきを保てなくなるんです。常世の霧を人間の体に入らせない方法さえあれば……」

「……ん？」

　明良はふと首をひねった。なにか頭にひっかかるものがある。大事なことを見落としているような気がした──一体なんだろう。

「あのさ」

　と、明良が言いかけた時、千紗が低い悲鳴を上げた。

「どうかしたのか？」

　千紗は手のひらを右耳に固く押し付けた。足がもつれてその場にしゃがみこんでしまう。紙のように顔が白くなっていた。

「なにがあったんだよ！」

「なにかが……」

　波の音に紛れて、かすかに地じ響ひびきのようなものが聞こえた。一定のリズムを保って、それは少しずつボリュームを上げていく。まるで巨大なものがどこかから自分たちの方へ近付いてくるようだった。

　なにかとてつもないことが起ころうとしている。

「結界が……」

　と、右耳を押さえながら千ち紗さが言った。明あき良らは常とこ世よの門を囲んでいる四本の音おん叉さを見下ろした。小刻みに振動している。明良たちは常世虫の事件の時に、音叉の結界がはじけ飛ぶのを見た。あの時もこんな風に音叉は激はげしく震ふるえていた。

「なにか近付いてきてるのか？」

　明良は門の中を覗のぞきこんだ──闇やみの中にはなにも見えなかった。

「違います！　この結界じゃなくて！」

　千紗は三さん者じや岩いわの隅にある祠ほこらを指差した。

「町全体の結界が……」

　そこには一本の巨大な音叉が納められている。神かみ岡おか町ちよう全体を包む結界の一角だった。明良は最後まで聞かずに祠の方へ走っていった。小さな鳥とり居いを潜くぐり抜けて、両開きの扉に手をかける。扉にはしっかりとした鉄の錠じようがかかっているが、長年の潮しお風かぜに当たっているせいか、扉の方がぼろぼろになっていた。

　明良は渾こん身しんの力をこめて、扉を引っ張った。ばきりと木の折れる音がして錠が取れ、扉が勢いよく開いた。彼の身長と同じぐらいの長さの紫色の音叉が立っていた。

「どうなってんだ？」

　明良は自分の後ろにいる千紗に叫んだ。今にも倒れそうな勢いで、巨大な音叉は激しく震えていた。町全体を包む結界がここまで震えているということは、なにかおそろしく巨大なものが近付いてきているということだ。

　その時、明良は自分の握り締しめている扉も震え始めたことに気付いた。祠全体が小刻みに振動している。いや、彼自身も、彼が踏み締めている大地も、なにもかもが鳴動している。彼はようやくすべてを悟った。

　その瞬しゆん間かん、爆ばく発はつするような音を立てて地面が縦たてに跳ねた。びしり、と祠の壁かべに亀き裂れつが入った。明良が地面に手を突いた瞬間、今度は地面は横に揺れ始めた。悲鳴を上げているように、三者岩全体が激しく軋きしんでいる。

（世せ界かい過か乱らん之の事こと）

　ほとんど白紙になった頭で、明良は思った。

（始まったんだ）

　十二月二十一日十二時三分、神岡町を中心とした一帯を震しん度ど七の激げき震しんが襲おそった。

　神岡町に最大の危機が訪れようとしていた。
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　明あき良らは地面に両手を突いた。千ち紗さが何かを叫んでいるが、大地の軋きしむ音にかき消されている。明良は這はうようにして彼女の方へ近付いていった。背後でめりめりという音とともに祠ほこらが崩れて、倒れた鳥とり居いが明良の方へ向かって滑ってきた。

　気がつくと千紗に突き飛ばされて、地面を転がっていた。体のすぐ脇わきを折れた木材がかすめていった。天地が次々と入れ替わって、自分がどうなっているのか分からなくなった。

　少しの間意い識しきを失っていたのかもしれない。はっと我に返ると天地の回転はやんでいた。まだいくらか揺れてはいるが、もうほとんどおさまっている。明良はちょうど三さん者じや岩いわの真ん中に座りこんでいる。彼のすぐそばで、ほとんど三者岩を分断するような地割れが走っている。

　立ち上がろうとした時、右腕がやけに重いことに気付いた。ふと見ると、千紗が明良の右腕にしっかりしがみ付いている。千紗が自分を突き飛ばした──と思ったのだが、そうではなく抱き付かれてそのまま倒れたらしい。

「……おい」

　小柄な千紗の体はがたがた震ふるえていた。しっかりと目は閉じたままだった。

（ふだん、気が強いわりにこれだからな）

「大丈夫か」

　明良が肩を摑つかんで揺さぶると、おそるおそる千紗が目を開けた。

「……終わりました？」

　と、弱々しい声で彼女は言った。

「とりあえず」

　息がかかるほど近くに千紗の顔がある。そのことに彼女自身も気付いたらしく、次の瞬しゆん間かんにばっと体を離した。

「なんで私にくっついてるんですか？」

　と、顔を赤くしながら千紗は言った。

「……お前が抱き付いたんじゃねえかよ」

「私はあなたを助けただけです！」

　明良は千紗の抗こう議ぎを無視して立ち上がり、陸の方を見た。

「今はそれどころじゃ……」

　と、言いかけて彼は絶句した。湾岸道路の先には川があり、そこには橋がかかっている。以前、明良と柊とう美みが犬いぬ神かみ──オオクチノマガミと戦った場所だった。川の真ん中にある橋はし桁げたの根元が折れかかって傾いており、それにつれて路面もプロペラのように奇妙な角度に曲がっている。明良たちのいる場所から、本来は見えるはずのないセンターラインがはっきり見える。道路から滑り落ちたらしいバスの車体が、柱のように水面に突き立っていた。

「……要よう子こおばさま」

　と、千ち紗さが呟つぶやくのを聞いた瞬しゆん間かん、不意に明あき良らは我に返った。開発の終わった海岸沿いはともかく、他ほかの場所には木造の古い一軒家がたくさんある。彼の背筋に冷たいものが走った。

　自分の知っている人々はどうなっただろう。

（柊とう美みさん）

　意い識しきを失っている彼女は完全に無防備な状態だ。なにが起ころうと自分の身を守ることなどできない。今すぐ戻らなければ、と思った時、

「町全体を覆おおっていた結界も壊こわれました」

　千紗がうめくように言った。

「じゃあ……」

　今、神かみ岡おか町ちようで常とこ世よの怪物が復活したら、どこへでも出て行けることになる。

（これを待ってたんだ）

　明良は祠ほこらの方を振り返る。残ざん骸がいの中に、ほとんど横倒しになった音おん叉さが見えた。今いま頃ごろ、他の三本も同じように倒れているに違いない。

「小さい方の音叉は持っていこう」

　と、明良は常世の門を封じている音叉を指差した。

「でも……」

「ここだけを守っても意味がない。町全体の結界が壊れてるんだ」

　千紗は頷うなずいて、常とこ世よ花ばなの木の周りから音叉を抜いていった。

「おおい！」

　二人が同時に振り向くと、地割れを避さけるようにして、釣り船の船主が青い顔で二人の方へ走ってきた。二週間前、初めてこの島へ渡った時にも、ここへ運んでくれた中年の船主だった。

「今すぐここを出るぞ！」

「船は大丈夫なんですか？」

　と、明良は言った。

「とりあえずはな。でも、問題は津波だ。もし高い波が来たら、この島も沈むかもしれん。今すぐ町へ戻るぞ」

　明良たちもそのつもりだった。三人は急いで船へと走り出した。




　船着場で船主と別れた明良たちは、まずバイクを見付けなければならなかった。船の大半は無事のようだったが、埋立地に作られた船着場の地面は、たわんだように沈みこんでいた。地割れのあちこちから灰色の泥のようなものを吐き出している。埋立地には巨大な泥の溜たまりがいくつもできていた。

「どうなってんだ、これ」

　明あき良らは管理事務所のそばにバイクを停とめていた。コンクリートでできた建物の端が地面に沈みこんで、傾いているのが分かった。バイクは停めた場所から五メートルも離れた場所で横倒しになっていたが、どうにかエンジンはかかるようだった。

　明良がバイクを点検している間、千ち紗さは知り合い全員にケータイで電話をかけていた。地じ震しんで設備が破は壊かいされたのか、回線がパンクしているのか、いずれにせよ誰だれのところにもかけることはできなかった。

「どうしますか」

　電話をしまいながら千紗は言った。

「……順番に回っていくしかないだろ」

　と、明良は言った。

「まず病院だな。一番それが近い」




　明良たちの乗ったバイクは、湾岸道路を縫ぬうようにして走っていった。地割れのせいで車線の一部が使い物にならなくなっている上、大渋滞を起こしていた。おそらくは町を出ようとしているのだろうが、湾岸道路にかかっている橋は使い物にならなくなっている。渋滞の最大の原因はそれに違いない。

　明良たちは交差点を折れて、車と車の間をすり抜けながら、町の中心へ向かった。裏道を使うこともできるが、そちらが通行止めになっていたら、かえって時間を無駄にしてしまう。明良はじりじりしながら、慎重にバイクを走らせていった。

　道路の左右には古い木造の家が増えてきていた──古い家はかなりの割合で倒壊している。明良たちの目線の高さに屋根が並んでいる。四方の壁かべが崩れ、屋根が地面に落ちてきたらしい。屋根からはね飛んだ瓦かわらが歩道に散乱している。明良は歯を食いしばる。

　今いま頃ごろ、叔父おじや岡おか内うちや要よう子この家もこんな風になっているのかもしれない。

「神じん野のさん。あれ！」

　と、後ろで千紗が叫んだ。傾いた家々のずっと先の方に巨大な黒煙が見えた。神かみ岡おか駅えきの方角だった。駅前の商店街にある店は、ほとんどが木造のはずだ。もし火事になったら──。

（オヌマ書店）

　明良は唾つばを吞のみこんだ。あれだけ本の置いてある店だ。どこよりも燃えやすいに違いない。体がいくつあっても足りない思いだった。漫然と町を回っていたら、どこかで手遅れになってしまうかもしれない。

　ようやく、神かみ岡おか中ちゆう央おう病院が見えてきた。建物は無事らしい。窓ガラスも割れている様よう子すはなかった。眠っている柊とう美みを明良は頭に思い浮かべた。この地震に乗じて常とこ世よの怪物が襲おそってくるとしたら、まず柊美を狙ねらうのではないか。

（くそっ）

　明あき良らたちの乗ったバイクは歩道に乗り上げて、そのまま病院に向かってスピードを上げた。
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　地じ震しんが起きた瞬しゆん間かん、御み厨くりや遼りよう子こは娘の病室にいた。揺れ始めると同時に、彼女は飛び上がって娘の上に覆おおいかぶさっていた。娘を守ろうとしたのか、そばにあったベッドにしがみ付いたのか、彼女自身にもよく分からなかったが、後から考えれば賢けん明めいな判断だった。横揺れが起こると同時に、点滴台がベッドの上に倒れてきたからだ。

　柊とう美みの顔の上に落ちるはずだったそれは、遼子の肩を強打した。揺れている最中の記き憶おくはほとんどない。スチールパイプのベッドの接合部が、ぎりぎりという歯は軋ぎしりに似た音を立てていた。ぱきんとどこかが折れる音がして、柊美の体がベッドから転がり落ちる。遼子はボールを受け止めるように、娘の頭を胸の前でしっかりと抱えこんだ。

　揺れが治まるまで、遼子は恐ろしいと考えることすらできなかった。

　今はベッドの残ざん骸がいの残った病室で、ストレッチャーの上に乗せられた娘のそばに座っている。彼女は顔をしかめながら自分の肩を押さえた。骨は折れていないようだが、娘をかばった時に肩を打っていた。

　一般病室の電気は消えていた。停電のための予備電源が作動しているが、電力は医い療りよう設備に振り向けられている。ロビーには続々と重傷を負った患者が運びこまれてきており、どの病棟も外科の患者で埋まりつつある。患者がさらに増えることを見越して、病院側は比較的症状の安定している入院患者たちを、他ほかの町の病院へ移送する準備をしている。柊美もそのうちの一人に入っていた。

　自宅がどうなったのかも気がかりだが、柊美がどこの病院へ行くのかを確かめなければ、ここから動くわけには行かなかった。

　今いま頃ごろ、勤務先の大学にいる夫も神かみ岡おか町ちようへ戻ろうとしているに違いない。自宅にいないと分かれば、この病院へ来るだろう。娘のそばを離れなければならない理由はない。それになにか妙な胸むな騒さわぎがする。できれば一刻も早くこの町から娘を出した方がいいような気がした。

　柊美はベッドの上で何事もなかったかのように静かに寝息を立てている。パジャマの一番上のボタンがはじけ飛んで、かすかに白い胸元が覗のぞいている。遼子は毛布をかけなおそうとして、ふと手を止めた。

　首からかけていたはずの紫色の鈴が消えている。さっきの地震でどこかに行ってしまったのかもしれない。遼子は床を見まわした。明良たちの置いていったあの鈴がなんなのか、詳しくは知らない。しかし、あの鈴のおかげで症状の進行が止まったのは確かだった。

　床の上にはベッドの部品や倒れた器具が散乱している。病室の中を隅々まで探すうちに、壊こわれずに済んだベッドの下に、鈴が落ちていることに気付いた。しゃがみこんで手を伸ばしたが、肩の痛みに彼女は顔をしかめた。どうやらベッドの外からは取ることができないらしい。

　遼りよう子こは痛めている肩をかばうように片手を突くと、ベッドの下に潜もぐりこんでいった。鈴を摑つかんだ瞬しゆん間かん、バランスを崩して彼女は肘ひじを突いた。彼女はため息をつく。そのままの姿勢で後ずさりしようとした時、背後でばたばたという足音が聞こえた。

　遼子は背後を振り返った。子供のものらしい足が何本も並んでいるのが見える。彼らは柊とう美みの眠っているストレッチャーを囲むようにして立っている。

「誰だれなの？」

　と、遼子は言った。小児病棟は別の階にあるはずだ。こんなところで子供たちがなにをしているのだろう。遼子は奇異な感覚に襲おそわれた──どことなく今自分が見ている光景の中に、妙なところがあるような気がした。

　子供たちの靴は泥でひどく汚れている。まるで長い間下水道かなにかを歩いてきたかのようだった。遼子ははっと息を吞のむ。あれだけ汚れているのに、床には足跡が全くない。いや、ないのは足跡だけではなかった。

　子供たちには影かげがなかった。

　遼子は方向を変えたが、ベッドの脚の一本に痛めた肩をぶつけた。うめき声を上げながら彼女はベッドから這はい出る──子供たちは姿を消していた。同時に柊美を乗せたストレッチャーもなくなっていた。

　廊下から車しや輪りんの回る耳障りな音が聞こえる。ストレッチャーがどこかへ運ばれていく音だった。遼子は廊下へ飛び出した。さっきまで人が溢あふれていた廊下には大勢の病院のスタッフたちが歩きまわっているのに、誰も子供たちには気付いていなかった。まるで見えていないかのように。

　ストレッチャーを押している子供たちは、廊下の角を曲がろうとしていた。

「待ちなさい！」

　子供たちはいっせいに振り返る。遼子は凍り付いたように立ちすくんだ。子供たちは一様に白い仮面のようなものをかぶっている。

（人間じゃない）

　彼女は体を震ふるわせる。遼子は肩の痛みを忘れて走り出した。彼女が角を曲がると、子供たちは一番端にある鉄の扉の前に立っていた。

　そこは患者を運ぶためのエレベーターだった。既に扉は開いており、子供たちはその中へストレッチャーを運びこんでいる。遼子がそこに辿たどりつく直前に、ドアが閉まった。エレベーターは下へ向かっている。外へ運び出そうとしているに違いない。

　遼子は非常階段の扉を開けた。




　病院の駐ちゆう車しや場には巨大な手を振り下ろしたような、長い地割れが走っていた。その端にバイクを止めたところで、千ち紗さが不意に叫んだ。

「御み厨くりやさんが動いてます！」

「動いてる？」

　思わず明あき良らは聞き返した。柊とう美みが自分から動けるはずがない。千ち紗さはリアシートから降りると、病院の建物の方に耳を向けて目を閉じた。

「他ほかにも『音』がいくつか聞こえます」

　と、彼女は言った。

「……常とこ世よの怪物と一いつ緒しよみたいです」

　明良は言葉を失った。単に動いているのではない──さらわれたということだ。

　二人は病院の玄関へ走り出した。開きっぱなしの自動ドアの前にも、建物の前庭にも怪け我がを負った人々が大勢腰を下ろしている。病院のスタッフが一人一人の様よう子すを見て回っている。重傷の患者から治ち療りようをしようとしているらしい。

「まだ建物の中にいるのか？」

「分かりません。この場所からは離れていってるみたいですけど……」

　その時、患者たちをかき分けるようにして、セーターを着た中年の女が外へ出てきた。柊美の母親の遼りよう子こだった。彼女は明良たちの姿を認めると、よろけながら近付いてきた。

「柊美が……」

　と、言いかけるのを明良は遮った。

「どこへ向かったのか分かりますか？」

　遼子は首を横に振った。

「御厨さんは鈴は持っていなかったんですか？」

　と、千紗が尋ねると、遼子は握り締しめていた手を開いた。そこには例の紫の鈴があった。

「……地じ震しんのショックで落ちてしまったの」

「行こう」

　明良は食いしばった歯の間から声を搾しぼり出した──間に合わなかった。千紗が前に立って走り出す。明良もそれに続こうとすると、遼子が彼を呼び止めた。

「はい？」

　彼女は持っていた鈴を明良に手渡した。

「あの子を……」

　なにを言いたいのかは彼にも分かった。明良は無言で頷うなずくと、千紗の後を追った。




　千紗は町の中心に向かって走っていた。

「バイクで追った方がいいんじゃねえのか？」

　と、明良が言う。

「バイクだとうるさすぎるんです」

　柊とう美みに巣食っている常とこ世よの霧きりは千ち紗さにしか分からない「音」を発している。しかし、千紗にはその「音」がどの方向から聞こえるのかは分からない。道を行ったり来たりしながら、「音」が少しでも大きくなる方向へ進むしかなかった。

　彼女の「紫の耳」は、さっきから無数の怪物たちの存在を捉とらえている。明確にどの場所からというわけではない。どこへ向かってもその気け配はいは途と切ぎれなかった──まるで冬眠を終えた生き物たちが、至るところで目覚めようとしているかのようだった。

　踏み切りを渡ろうとした時、千紗は一いつ瞬しゆん立ち止まりそうになった。脱線した車両が、線路脇わきの橋きよう脚きやくにもたれかかるように斜めに傾いている。断ち切れた架線が地面にだらりと垂れ下がっていた。乗っていた人々はもう運び出された後のようだったが、運転室のガラスにはかすかに血の跡が残っている。

　生温かい風とともにざらりとした灰が千紗の顔に吹き付けてきた。駅舎の屋根の向こうに、もうもうと立ちのぼる黒い煙けむりが見える。今まさに駅前の商店街が炎に包まれているのだった。二人の脇を赤い消防車がサイレンを鳴らしながら通りすぎていった。

「大丈夫か？」

　歩調が遅くなった千紗の後ろから、明あき良らが声をかけてくる。彼女はこくりと頷うなずいて、また走り出した。

　線路を渡ると、柊美の発する「音」が大きくなった。さっきよりも近付いてきている。やがてところどころにひびの入ったコンクリートの塀が現れた。色あせた「尋ね人」の張り紙が無数に貼はり付けてある。

「ここは……」

　と、息を弾ませながら千紗は呟つぶやく。塀の向こうに、地じ震しんでも倒れなかったコンクリートの古い建物があった。

「ここにいるのか？」

　明良が言った。二人の目の前にあるのは神かみ岡おか中ちゆう央おう高校だった。この場所もまた神かみ岡おか町ちようの中ではいわくのある場所だ。以前、この学校で彼らは『針の小箱』という奇妙な常世の怪物と遭そう遇ぐうしている。

　正門の前にはマンホールを中心にひときわ大きな地割れが走っていた。マンホールからは水がさかんに噴ふき出ている。それを指差しながら、制服警けい官かんと腕に包帯を巻いた老人が唾つばを飛ばすように言い合いをしていた。

「ここにも地割れができてるでしょう。危険ですからすぐに移動して下さい」

「そんなこと言われても、指定された場所はいっぱいなんだよ」

「どいて下さい」

　千紗は二人を押しのけるようにして、壊こわれた門を潜くぐった。数年前に廃校になって以来、人の手が入っていないグラウンドは荒れ果てているが、そこに車で避ひ難なんしてきたらしい住民たちが、いくつかテントを張ろうとしていた。

「君たちはなにをやってるんだ。ここは」

「うるさい！」

　呼びかける警けい官かんに向かって、明あき良らが一いつ喝かつした。千ち紗さは目を閉じて耳に意い識しきを集中させる。もう柊とう美みは動いていない。この近くにいるはずだ。

「あそこだ！」

　明良が叫んだ。彼女は目を開けて、明良の指差す方を見る。そこはグラウンドのちょうど中心だった。

「どこですか？」

「あそこだよ。見えてないのか？」

「なにも……」

　ないじゃないですか、と言いかけた時、千紗にも突然その姿が「見えた」。白い仮面をつけた子供たちが、手を繫つないで輪わを作っていた。まるで遊んでいるように、なにかの周囲をぐるぐる回っている。避ひ難なんした住民たちが、その周囲をせわしなく動いている。誰だれもその奇妙な集団を気にも留めていない様よう子すだった。

（見えていないみたい）

　たった今の千紗がそうだったように、意識することができないでいるのだ。

「柊美さん」

　と、呟つぶやいて明良は走り出した。千紗もその後に続こうとして、不意に足を止めた。足の裏から背中に向けて、ぞくりと震ふるえが駆け登ってきた。この場所から一いつ瞬しゆんでも早く離れたいという狂おしい思いが、体の奥からどっと押し寄せてくる。

　次の瞬間、彼女は無む理り矢や理りその感覚を振り払った。

（どうしたんだろう）

　明良の背中が見える。ここまで来て怖気おじけづいている場合ではない。彼女はグラウンドをしっかり踏み締しめるようにして走り出した。




　子供たちの輪の中に、見覚えのあるパジャマの柄がらが見えた。地面に柊美が座っている。顔も両腕も地面に向けてだらりと垂れている。

「柊美さん！」

　明良は叫んだが、反応はなかった。意識を失ったままらしい。その代わり、子供たちの一人がちらりと仮面を明良の方へ向ける。近づいてくる明良たちの存在に気付いたらしい。子供たちの作っている輪の回転が速くなった。

（え……）

　明良は自分の目を疑った。子供たちの周囲の地面が、影かげでも差したようにさっと黒くなった。次の瞬しゆん間かん、子供たちと柊とう美みはずぶずぶと地面の中に沈み始めた。

　彼は走る速度を上げた。たちまち彼女の膝ひざが吞のみこまれ、地面から出ているのは彼女の上半身だけになった。同じように地面に沈んでいく子供たちがいっせいに明あき良らの方を見る──表情は分からないし、声も聞こえない。しかし、確かに彼をあざ笑っていた。

　子供たちは屈かがみこむようにして地面の中に完全に姿を消す。明良がグラウンドの中心に到着した時、柊美の茶色がかった髪の毛がちょうど消えていくところだった。明良は声にならない叫びを上げて、最後に残った彼女の体の一部に手を伸ばそうとする。

　明良は地面に手を突いた──柊美や子供たちの姿はもはやどこにもなく、彼の目の前にあるのは冷たいただの土だった。彼は両手で地面を掘り出した。鉄のように固い土には、指先すら入らなかった。それでも必死に地面に爪つめを立てる。

（助けられなかった）

　背中を恐怖が駆け抜けた。たった今、約束したばかりだったのに。

「落ち着いてください！」

　背後から千ち紗さが明良を羽は交がい締じめにした。

「御み厨くりやさんはもうこの近くにいません！　どんどん遠ざかっていっています！」

「だからなんなん……」

「死んだわけじゃありません！」
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　千ち紗さは明あき良らの前に回りこんで、その両手をしっかりとつかまえた。明良はのろのろと自分の手を見下ろす。指先の皮が破れて血がにじんでいた。

「方法はまだあるはずです」

　ただの気休めだと言い返そうとしたが、なにも言えなくなった。彼と同じように、千紗の両手も震ふるえていた。恐怖や不安は自分だけのものではない。自分がパニックに陥れば、それは他ほかの人間にも伝染してしまう。彼は目を閉じて深く息をする──柊とう美みは消えた。しかし、殺すつもりならば病院でそうしているはずだ。わざわざさらったのには、なにか理由があるに違いない。

（生きてさえいれば、可能性がなくなったわけじゃない）

　明良はよろけながら立ち上がった。混乱する頭を必死にまとめようとした。とにかく、この町になにが起ころうとしているのかを見極めなければならない。すべてはそれからだ。

「……明良君」

　背中から声をかけられた。振り向くと、尾お沼ぬま文ふみ彦ひこが立っていた。
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　文彦はコートも着ておらず、厚手のシャツとジーンズだけで震えていた。顔は煤すすで真っ黒になっており、服にもところどころ焼け焦こげたような跡がある。どう見ても火事から焼け出された人間に見えた。

「文彦さん！　怪け我がは？」

　と、明良は言った。

「……かすり傷だけで」

　文彦は仏ぶつ頂ちよう面づらで答えた。しかし、ふだんに比べて表情にはどことなく苦いものが混ざっている。

「でも、店が……」

「火事に遭ったんですか？」

　と、千紗が尋ねた。

「……真っ先に」

　微妙に文彦の眉まゆが引き締しまった。おそらく、彼の最大級の苦く悶もんの表情なのだろう。その時、丸まる谷やが三人の方へ近付いてくるのが見えた。

「やっぱり、ここに避ひ難なんするのはまずいらしいね。余よ震しんが来たら……」

　その時、丸谷は明良と千紗に気付いた。

「よかった。君たちも無事だったんだな……でも、どうしてこんなところにいるんだ？」

　明良は一いつ瞬しゆんためらって、

「柊美さんがさらわれて、ここまで追っかけてきたんだ」

　と、答える。歯を食いしばっているのが千ち紗さには分かった。

「でも、間に合わなかった。常とこ世よに引きずりこまれた」

　丸まる谷やと文ふみ彦ひこの顔色が変わった。

「……御み厨くりやさんは？」

　と、文彦が言った。

「どうなってるのかは分からない。でも、今のところは死んではいないと思う」

　四人の間に沈ちん黙もくが降りた。なにかが起ころうとしている──おそらく柊とう美みが消えたのはその前触れにすぎなかった。

「尾お沼ぬまのおっさんは？」

　明あき良らは文彦に尋ねた。

「……来くる栖すさんと病院へ」

　そういえば、尾沼は要よう子この家へ行っていたはずだ。思わず千紗は文彦の腕を摑つかんだ。

「要子おばさまたちは大丈夫なんですか？」

　文彦は頷うなずいたが、同時にかすかに表情が曇くもったのを千紗は見逃さなかった。

「……来栖さんが怪け我がをしたとか」

「どこですか？」

「アバラを二本ほど」

　と、文彦は言った。

「でも、命に別状はないと」

　千紗はほっと息をついた。

「要子さんの家は？」

　と、明良は言った。

「大丈夫だそうだよ。町の外れだし、あのあたりは地じ盤ばんもしっかりしているからね」

　文彦に代わって丸谷が答えた。明良は俯うつむいてなにか考えていたが、ふと顔を上げた。

「文彦さんたちはそこへ行ってくれ。全員、一つの場所にいた方がいいと思う」

「一体なにが起こっているんだ？」

　と、丸谷が言った。

「……まだ分からない。この町全体を包んでいた結界が壊こわれてるんだ。なにが起こるとしても、みんなにも協力してもらえると……」

「もちろん」

　と、丸谷が言った。

「私も自分の家がどうなっているのか確かめたら、すぐに行くよ」

　誰だれもが同じ不安を抱えているのが千紗には分かった──ひょっとすると、もうなにもかもが手遅れで、自分たちは無駄なあがきをしているだけなのかもしれない。

「俺おれたちは岬みさきの家に行ってくる」

　と、明あき良らは言った。




「……一見被害がない建物でも、余よ震しんで倒とう壊かいするおそれがあります。可能な限り戸と締じまりをして、一刻も早く指定された避ひ難なん場所に移動して下さい。また、自動車での移動は交通渋滞を招き、消防車・救急車等の通行を妨げることになりますので、他ほかの手段での移動をお願いいたします。現在、火災の発生している地域は次の通り……」

　ヘリコプターの爆ばく音おんが近いところを通りすぎて、ラジオから聞こえる声を遮った。岬は思わず家の天てん井じようを見上げる。これで何機目なのかは分からないが、どうもこの家の上空が通り道に当たっているらしい。

「……また、津波の発生する危険がありますので、海岸には決して近付かないで下さい」

　岬はぼんやりと一階のリビングの床に座っている。彼女の背後にあるサイドボードとテレビ台が倒れて、さまざまな小物が床の上に散乱している。家は壊こわれこそしなかったが、まるで誰だれかに荒らされたような有あり様さまだった。

　両親は少しでも整理しておくように言い残して出て行ったが、なにから手をつけていいか分からない。岬はふと窓の外を見る。高台にある彼女の家からは神かみ岡おか町ちようの広い範はん囲いを見渡すことができる。ちょうど、町の中心にあたる場所は黒煙に包まれて、ぼんやりとしか見ることができなかった。

　彼女の膝ひざの上には紫色の銃が乗っている。ふと、彼女は引き金を引いてみる──かちり、という音がしただけでなにも起こらなかった。

（明良、無事かな）

　と、思いかけた時、突然玄関のドアが開いた。

「岬さん！」

　千ち紗さの声だった。岬は弾はじかれたように立ち上がると、障害物を乗り越えながら廊下へ出て行った。玄関に立っているのは明良と千紗だった。二人とも服は汚れているが、大きな怪け我がはないようだった。

「お前、大丈夫か」

「うん。あたしは平気」

「岡おか内うちは？　今日あいつと出かけたんじゃなかったか？」

「岡内も大丈夫だよ。ここまで送ってくれて、さっき家に帰った」

「叔父おじさんたちは？」

「お父さんは平気だけど、お母さんが怪我したの。お父さんが今病院に連れていってる」

　地震が起こった時、神じん野の雅まさ代よはキッチンにいた。食器棚はかろうじて倒れなかったが、外れた引き出しが足の上に落ちてきたのだった。ここで明良たちを待つように、岬は道みち彦ひこから言われたのだった。

「とにかく、これでほとんどの人がどうなったのか分かりましたね」

　千ち紗さがほっと息をついた。

「これからなにが起こるか分からない。とりあえず俺おれん家ちに行って……」

「明あき良らの家、壊こわれちゃったよ」

「え？」

「さっきあたし見に行ったんだけど、壁かべとかめちゃくちゃになってるし、もう住めないよあそこ」

「まずいな。あの家には銃が……」

　と、言いかけて、彼は岬みさきが手にしているものに目を留めた。

「はい」

　岬は銃身の方を持って銃を差し出した。

「なんでお前が持ってるんだよ」

「さっき家に行った時に、あたしが出してきたの」

「……そうか」

　明良は妙に乾いた声で言い、銃と弾丸を受け取った──少しはお礼ぐらい言ってくれても、と岬は思ったが、ふと明良の両手に目を留めた。真っ黒に汚れた指先から血がにじんでいる。

「どうしたの、その手」

　明良はちらりと自分の両手を見下ろしたが、それには答えなかった。口にした言葉は岬の質問とは全く関係がないものだった。

「柊とう美みさんが怪物にさらわれた」

　岬は言葉を失った。このまま柊美の目が覚めなかったら、という考えが寒気とともに蘇よみがえった。そんなことを考えた罰が当たったのかもしれない。

「……どうして？」

　岬はようやくそれだけ言った。

「分からない」

　明良はジャケットのポケットに銃を放りこんだ。その時、岬は気付いた──明良は必死に自分の動揺を見せまいとしている。頭は柊美のことでいっぱいのはずだ。

「あたし、なにかできることある？」

「叔父おじさんたちが戻ってきたら、みんなで要よう子こさんの家へ行ってくれ」

　ドアを開けながら、いくらか疲れた声で明良は言った。

「俺たちも後で行く」

　彼は千紗をおいて外へ出て行ってしまった。彼女も慌ててその後を追おうとする。

「高たか木ぎ」

　と、岬みさきは言った。千ち紗さが振り返る。

「明あき良らのこと……」

「分かってます」

　いつもと同じように素っ気なく答えて、彼女も玄関から駆け出していった。




　明良は空から落ちてくる白いものに気付いた。いつの間にか、また雪が降り始めていた。門の外で彼は思わず立ち止まった。

「神じん野のさん」

　と、千紗が言った。

「誰だれかが呼んでます」

「誰かって……」

　誰だよ、と言いかけて、明良の家にいた幽ゆう霊れいの子供たちが、坂の途中に立っていることに気付いた。明良に向かってなにか言葉を発しているらしい。

「……なんて言ってるんだ？」

「『戻ってきました』って」

　二人の子供は踵きびすを返すと、細かい雪をすり抜けながら坂を駆け上がっていった。

「『ついてきて』って言ってます。どうしますか？」

「……しょうがねえな」

　とにかく行ってみるしかなさそうだ。明良は子供たちの後を追った。

　時々、子供たちは明良の方を振り返って、そこに彼がいるのを確認する。ぴったり後ろについているのを見ると、はしゃぎながらスピードを上げた。こうして走っていること自体が、楽しくて仕方がないらしい。鬼ごっこのつもりなのかもしれない。

「……笑ってます」

　と、千紗が言った。

「そうみたいだな」

　ふと、明良は自分が幼かった頃ころのことを思い出す。昔はこの子供たちとよく一緒に遊んでいたのに、いつの間にか自分一人が成長してしまった。

　子供たちは坂の一番上まで歩調を緩ゆるめることなく上がっていった。自分の家が見えてくるところで、明良は思わず立ち止まってしまった。

「うわ……」

　かつて祖父のものだった古い家はほとんど壊こわれていた。縁えん側がわに面している柱が何本か折れているらしく、軒先が地面に触れそうになっている。いつ完全に潰つぶれてもおかしくない状態だった。もし、あの地じ震しんのさなかにこの家の中にいたら、とても無事ではいられなかっただろう。

「岬の奴やつ、よくこんなところに潜もぐりこんだな」

　半ば呆あきれながら明あき良らが呟つぶやくと、千ち紗さが救いようがないという目つきで彼を見た。

「神じん野のさんの役に立ちたかったんじゃないですか」

「え？」

　どういう意味なのか問い質ただそうとした時、ふと子供たちが家の前にいないことに気付いた。子供たちは門の前を通りすぎて、家の裏手へ回る細い小道に立っている。目的地はこの家ではないようだった。

「この先ってなにがあるんですか？」

「神野家の墓だよ」

　たまに掃除をする以外は、明良もほとんど足を踏み入れたことがない。子供たちはかろうじて人が踏み締しめた跡を進んでいく。明良たちも枯れた草を分け入るようにして、その後についていった。

　やがて彼らは拓ひらけた場所に出た。もはやなにが彫られているのかも判然としない、古ぼけた墓石が並んでいる中で、一番奥にごく新しい墓石が建っている。そこが神野道どう蔵ぞうの墓だった。

　墓の前には、丸いサングラスをかけた小柄な老人が立っていた。真新しいグレーのコートと白いマフラーを身につけて、右手に白い杖つえを握り締しめている。帽子からは綺き麗れいに撫なで付けた銀髪がのぞいていた。足元には小さな黒い鞄かばんが置いてある。

　子供たちは老人のそばに走っていって隣となりに並んだ。

「あ……」

　明良の心しん臓ぞうがどくんと跳ね上がるように高鳴った。岡おか内うちの祖母に見せてもらった写真を思い出した。あの写真の頃ころよりも瘦やせて老いているが、面おも影かげは残っている。

「神野明良君だね」

　心地よく耳に響ひびく声で、歌うように老人は言った。それから首に巻いていたマフラーを外す。皺しわの浮いた喉のどには、くっきりと紫色の痣あざが残っていた。

「わしの名は山やま内うち栄えい一いち。神野道蔵の仲間の、最後の生き残りだ」
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　細かな雪が滑るように降り続いている。明良は呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。聞きたいことは山ほどある。どの質問から口にしていいか分からないほどだった。

　子供たちの一人が山内の右手を握った。彼はそれに導みちびかれるように、杖を突かずに明良たちの方へ近付いてきた。

「……幽ゆう霊れいに触さわれるんですか？」

　明良はようやく口を開いた。

「ほんの少しだよ。銃を扱えるほどの力はない」

　老人は右手の手袋を外して明良たちに見せた。親指の先だけが紫色に染まっている。

「おそらく、二つの器官を持つ『紫の者』はもうわし一人だけだ。孫は『喉のど』しか受け継ぐことはできなかったようだが」

「どうしてこの子供たちが一いつ緒しよにいるんですか」

「わしには死者を操あやつる力がある。この子たちは、君が生まれた時にわしが送りこんだ者だ。道どう蔵ぞうに頼まれてな。君を見守る役目を持っていたのだ」

「え……」

　明あき良らは子供たちを見下ろす。にこにこ笑っている彼らと目が合った。生まれた時からずっと一緒に暮らしてきた。他ほかの幽ゆう霊れいとは違うところがあると思うこともあったが、まさかそんな役割を持った者たちだとは思いもしなかった。

「君が本当の危機に陥った時に、道蔵のところへ知らせに行くはずだったのだが、道蔵が死んだために『命令』したわしのところへ来たようだな」

　ふと、山やま内うちは千ち紗さの方に顔を向けた。

「もう一人そこにいるようだね」

「……あ、はい」

「わしの方へ来てもらえるかな」

　戸惑いながら千紗が老人の前に立つと、彼は目鼻立ちを確かめるように、千紗の顔に触れた。

「おお」

[image: ]

　途と端たんに老人は相そう好ごうを崩した。

「これはかわいらしい。あまり似ていないようだが、これはこれで」

　なんとなく失礼なことを言いながら、両手で千ち紗さの顔や髪を撫なでている。それがあまりにも長い時間だったので、明あき良らも不ふ審しんに思い始めた。

「あの……？」

「いや、実にかわいらしい」

　千紗は露ろ骨こつに嫌な顔をする。彼女が老人の手を振り払おうとした瞬しゆん間かん、彼は自分からぱっと体を離した。そして再び明良のいる方へ顔を向ける。

「どうやら間に合ったようだ。影かげ取とりは復活しておらんようだな」

　老人は黒い鞄かばんを開けて、手探りで中をかき回していたが、やがて二人の方へなにかを差し出した。彼の手の中を見ると、紫の弾丸だった。

「よかったらこれを使いたまえ」

　普通の弾丸よりも表面に微妙な光こう沢たくがある。明良が知っている紫の弾丸とは少し違う気がする。

「見せてもらっていいですか」

　と、明良が言うと、老人は首を横に振った。

「いや、そっちのお嬢じようさんの方がいいだろう」

「どうして私なんですか」

　千紗が不審そうに尋ねる。

「お嬢さんが銃の使い手ではないのかね？　菊きく乃のの孫は女だと聞いていたが」

　明良は息を止めた。自分でも御ぎよしがたい感情の塊がもつれ合って、気が遠くなりそうだった。本当ならここに柊とう美みもいたはずだった。苦しんだ末に魂を奪われ、その肉体もさらわれてしまった。すべてが自分の救いようのない失敗の産物のような気がした。

「ここにはいません」

　ようやくそれだけ口にした。




　明良たちは四月から起こった事件を山やま内うちに話していった。特に老人が興きよう味みを示したのは柊美が撃うった弾丸の数だった。

「……三十発以上も撃ったわけか」

　あらましを聞き終えてから、サングラスの下で山内は眉まゆをしかめた。

「菊乃が撃った弾数よりも多い。それは危険だよ」

「仕方ない状況だったと思います。撃たなければ、倒すことはできなかったんです」

　フォローするように千紗が言った。

「いや、君たちの対処が悪かったと言っているわけではない。我々の予想より常とこ世よの活性化が進んでいたようだ。君たちはよくやったと思う。ほとんど孤立無援の状態でね」

「あの、一つお聞きしてもいいですか」

　千ち紗さがいくらか固い声で言った。少し老人からは距離を置いている。さっき触さわられたのが不快だったらしい。

「この町が危険な状態にあることは分かっていたんですよね。どうして今まで、町に戻ってこなかったんですか」

「それは君」

　間髪入れずに老人は答えた。ほれぼれするような美しい声だった。

「命が惜しかったんだよ」

「は？」

　あまりにも堂々と言い切ったので、明あき良らたちは自分の耳を疑った。全く予想もしていない答えだった。

「確かにわしはこの数ヶ月、この町で常とこ世よの怪物が次々と復活していることも、影かげ取とりの復活が近いことも薄うす々うす気付いていた。ラジオやテレビの報道に気を配っていれば、嫌いやでも見当はつく。しかし、わしのこの目では、戻ったところで真っ先に奴やつらの餌え食じきになるだけだ。いくら生い先短い身の上と言っても、そうそう殺されるわけにはいかないからね」

　自信たっぷりの老人の顔を、明良は呆ぼう然ぜんと眺めていた──本当にこの老人があの山やま内うち栄えい一いちなのだろうか。

「……あなたは神じん野の道どう蔵ぞうの仲間だったんですよね？」

　千紗は動揺を隠せない声で言った。

「もちろんそうだが、わしは既に『現役』を退いた身だ。影取を倒した後で、常とこ世よ虫むしを倒し、傷ついたわしは何年も動くこともかなわなかった。それでわしは道蔵たちから離れることにしたのだよ」

　明良はふと、十と塚つかの老人が山内栄一にいい印象を持っていなかったことを思い出した。丸まる谷や家の娘を妊娠させて逃げてしまった、という話だった。それを聞いた時は、まさか祖父の仲間がそんなことをするはずはないし、深い事情があったに違いないと明良は思っていた──。

　だが、ひょっとすると事情などなにもなかったのかもしれない。老人は朗々とした声で語り続けていた。

「まあ、命の危険のない範はん囲いなら協力するということで、わしはこの町を出たのだ。そしてあっという間に五十年が経たったというわけだ」

「じゃあ、神野道蔵のチームが解散したのは……」

「菊きく乃のが参加できなくなったせいもあるが、結局はわしのせいだね」

　まるで他人ひと事ごとのように老人は答えた。彼は帽子を脱いで、細かな雪の結晶をぽんと払った。動くたびにかすかに香水が匂におう。手で触れて角度を確かめながら、再び帽子をかぶりなおした。

「大勢の人が死んでいるのに、なにも思わないんですか！」

　千ち紗さが言うと、老人は困ったように肩をすくめた。

「お嬢じようさん、世界中で毎日何人の人間が無残な死を遂げるか、考えてみたことがあるかね？」

　山やま内うちはため息混じりに言った。そのような非ひ難なんは聞き飽きている、と言いたげな様よう子すだった。

「君たちは自分の身の回りの人間だけを助けようとする。しかし、悲惨な目に遭あっている人間は他ほかにも大勢いるはずだ。自分が誰だれと関かかわりを持つかはその人間が決めることだ。人間は他人を助ける義務など負っていないのだ。わしは『紫の者』だが、常とこ世よの怪物と必ず戦わなければならないとは思っていない。お嬢さんはそう思ったことはないのかな？」

　千紗は唇を嚙かんで黙だまってしまった。今でこそ進んで明あき良らに協力してくれているが、最初に出会った時は、命の危険を冒してまで常世の怪物と関わろうとは思っていなかったはずだ。

「でも、影かげ取とりはあなたの孫を『器うつわ』に使ってる」

　と、明良が言った。

「あれはとても残念なことだった」

　老人の美しい声が明良たちの耳に響ひびく。本当に残念だと思っているのか、明良は問い詰めたい衝しよう動どうにかられた。

「十年前、万が一に備えて、わしは鈴を託そうとしたが断られた。わしに親族を名乗る資格はないそうだ。もっともな話とは思うが、関わりを持とうとしなかったのはこの場合彼らの方ではないかな？　わしとしては彼らの幸運を祈るしかなかったのだ」

　明良は無む意い識しきのうちに両方の拳こぶしを握り締しめていた──老人の言っていることは、非情かもしれないが筋は通っている。しかし、明良はあの器となった鴻こうの巣す亮とおるの周囲の人々を知っている。彼らの苦く悶もんを目にしてきた明良には、老人の冷めた物言いは我慢がならなかった。

「そう思ってるんだったら、どうして昔は常世の怪物と戦ったりしたんだ」

「それは……まあ、色々と事情があってねえ」

　山内は口元に微妙な笑みを浮かべた。

「菊きく乃のの孫は祖母に似ているのかね？」

「え……まあ」

　戸惑いながら明良が答えると、老人は感じ入ったように何度も頷うなずいた。

「菊乃は美人だったからな……そうか。それは楽しみだ。それは是ぜ非ひ会ってみたい。そういうことなら、もう少し早く戻れば会えたかもしれんな」

「……まさか、菊乃さんが目的で戦ってたんですか」

　千紗が心底呆あきれた顔で言うと、老人の頰ほおがかすかに紅こう潮ちようした。図星だったらしい。もじもじと杖つえを持ち替えたりしている。

「いや、まあ……あの女は道どう蔵ぞうと付き合っておったし、無理にどうこう言うつもりはなかったが……あの頃ころのわしらは彼女にあこがれておって……」

「ちょっと待てよ」

　と、明あき良らは言った。声の震ふるえを抑えることができなくなっていた。

「ってことはもっと早く戻れたのか。この町に」

「確かにそうだが、わしとしても色々することがあったんだよ。この服を新調したりとか……」

「もっと早く戻ってれば、柊とう美みさんはあんな目に遭あわなくても済んだ」

「ああ、その可能性はあったろうな。ただ……」

　次の瞬しゆん間かん、逆上した明良は山やま内うちの襟えりを摑つかんで拳こぶしを引いていた。老人はぴくりとも体を動かさない。力の全く感じられない、枯れ木のように軽い体だった。

「神じん野の道どう蔵ぞうはそんなことをしなかったがね」

　老人のよく通る声が明良の耳を打つ。彼は思わず動きを止めた。

「……なんだって」

「わしを殴れば解決するのかね。そう思うなら好きにすればいい」

　彼の体から衝しよう動どうが潮しおのように引いていった。彼は手を離して、のろのろと拳を下ろす。確かにこの老人を殴ったところで、柊美は帰ってこない。

「わしは影かげ取とりを倒す『策』を教えるために戻ってきた。わしの言う通りに戦えば、影取を倒すこともできるぞ。わしは人でなしかもしれんが、少なくとも噓うそはつかん」

　山内は静かな声で言った。この老人の考え方は受け容いれがたいが、こうしてこの場にいることは確かだった。

「もっとも、菊きく乃のの孫を助け出さなければならんがな。まさか常とこ世よの霧きりに冒された上に、常世に引きずりこまれているとはな」

　明良はぎりっと歯を食いしばった。

「いや、皮肉のつもりはない。君たちがその気なら、常世に潜もぐって菊乃の孫を取り戻すことは可能だ」

「常世の中では人間は意い識しきを保てないじゃないですか」

　千ち紗さが口を挟む。老人はやれやれ、という風に首を振り、コートのポケットから小さな丸いものを二つ取り出した。紫色の鈴だった。

「わしの孫の一人がこれと同じものを持っていなかったかね？」

　と、彼は言った。

「『紫の鈴』を身につけていれば、その人間に常世の霧を寄せ付けずにおくことができる……昔、常世に入るためにわしが作ったものだよ」

　山内栄えい一いちが紫の骨を加工する技術を持っているという話は以前にも聞いている。突然、明良の頭にあの岡おか内うちの祖母の見せてくれた写真が蘇よみがえった──あの北きた見み山やまの別荘には常世の門があった。

「ただ、問題は『霧』を払う方法が分からんことだが」

　と、山やま内うちが言った。

「……『赤い本』」

　明あき良らが呟つぶやくと、山内ははっと息を吞のんだ。

「……それを知っているのか」

　老人は杖つえをぎゅっと握り締しめた。

「それには柊とう美みさんを助ける方法だって書いてあるんだろ」

「確かにそうだが……薦すすめられん方法だな」

「北きた見み山やまの別荘の下に、『赤い本』があるんじゃないのか。来くる栖す裕ひろむと田た沼ぬま喜き三さぶ郎ろうとあんたは、鈴を身につけて『赤い本』を開きに行ったんだ……あんたたちだって同じことをやったんじゃないか」

　老人はサングラスの奥の白い眉まゆをひそめた。

「察しがいいようだな」

　彼はどことなく苦しげに言った。

「君の言う通りだ。しかし、今となってはそれも失敗の一部だった」

「失敗？」

「『赤い本』がなければ、その紫の銃も生まれることはなかった。すべての元凶は『赤い本』なのだ」

　老人は吐き捨てるように言った。ふと、明良は以前から思っていた疑問を口にした。

「銃を作ったのはあんたなのか」

「まさか」

　老人は自じ嘲ちよう気味に笑う。

「わしにそこまでの技量はない。弾丸ぐらいはどうにかなるがね。あれは生きた呪じゆ物ぶつで、『骨』を使った加工品の中でも傑作中の傑作だ。あれを作ったのは影かげ取とり自身だよ」

「……影取が？」

「影取が私の師だった。彼がまだ常とこ世よの怪物となる前に、わしはすべてのことを教えられた……『赤い本』のありかもその一つだ」

「『赤い本』のことを影取も知ってるのか？」

「どうして彼が未来の出来事を知っていると思っていたのかね？　わしの知る限り、この町で最初に『赤い本』の封印を解いたのは影取だった。そして、それがすべての始まりだった」
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　山内は言葉を切ると、震ふるえながら外したマフラーを巻きなおした。細かな雪は相変わらず降り続けていた。

「少し疲れた……どこか座れるところがあれば連れて行っておくれ」

　後の言葉は幽ゆう霊れいの子供たちに言ったものだった。子供の一人が山やま内うちの左手を握ると、近くのイチョウの木へと誘った。木の根元には人が腰をかけられるほどの高さの岩がある。老人は白い杖つえでその岩に触れた。

「ここに座っても大丈夫かね？」

　と、彼は明あき良らたちに尋ねる。明良は一度頷うなずいてから──老人の目のことを思い出して、ああ、と声に出して言った。山内はがくんと崩れるように腰を下ろした。白い杖の柄によりかかるようにして、再び口を開いた。

「『赤い本』が本当はなんなのか、誰だれにも分かっていない。人間だけがそれを開くことができ、その者が魂から望む情報を一つだけ得ることができる。『赤い本』は唯一無二の存在だ。影かげ取とりは『世界の始まりの賢かしこき者』だと言っていたよ」

　どこかで聞いたことがある、と思った瞬しゆん間かんに、明良の脳裏に神かみ岡おか北きた高校の生徒指し導どう室が蘇よみがえった。あの中ちゆう央おう祭さいの日、非時香菓ときじくのかぐのみを食べた田た沼ぬまも『赤い本』のことをそう言っていた。

「これは初めて日本語に訳された、ヨハネ書の冒頭から取った言葉だ。当時の訳文は『ハジマリニカシコキモノゴザル』……今の聖書では『初めに言葉があった』と訳してあるはずだが」

「……『言葉は神とともにあった。言葉は神であった』」

　千ち紗さは後を引き継ぐように呟つぶやく。明良は鼻はな白じろんだ。

「神だって言うのかよ」

「我々の常じよう識しきではかっても仕方のないことだ。人智を超えたなにか、としか分かっておらん。少なくとも影取は創造主にも等しい存在だと思っていた。それが間違いの元だとも知らずにな」

　山内は苦い表情を浮かべた。

「影取は最後の精強な紫の者の戦士だった。人間などよりもはるかに寿命は長い。この町で数百年を過ごし、地上に現れようとする常とこ世よの怪物と戦い続けてきた。銃など使わずにな」

「銃を使わない？」

　明良は思わず聞き返した。

「じゃあ、どうやって……」

「素手で引きちぎるんだよ。影取は外見こそ人間だったが、最初の紫の者からかなりの器官を引き継いでいた。かろうじて一部だけが残っている我々とは、身体能力からしてまったく違う……わしが出会った時にも、まだその片へん鱗りんは残っていたよ」

　老人はその頃ころを懐なつかしむように微笑ほほえんだ。影取が自分の師だった、と言ったことを明良は思い出した。

「しかし、いずれは衰えが来る。影取もそれを見越して人間の女と交わったが、寿命はともかくも身体能力の衰えは著いちじるしかった。自分の子孫たちが成長するのはまだ先だ。人間並みに衰えた自分がどう怪物と戦うか、そして自分の子孫たちがどう戦うべきなのか。悩んだ影取は常世のほとりにある『闇やみの教会』へ向かった。今からおよそ百年前のことだ」

「闇の教会？」

「非時香菓ときじくのかぐのみが常に実っている森がある。闇の教会はその奥だ」

「そこに『赤い本』がある」

　明あき良らが言うと、老人の帽子がこくりと頷うなずいた。

「闇の教会の奥には紫の骨で囲われた小さな礼拝堂があり、その中に祭さい壇だんがあるのだ。そこには『赤い本』と最初の紫の者の死体が安置されておる……これがどういう意味を持つか分かるかな」

　明良と千ち紗さは顔を見合わせた──分からなかった。

「常とこ世よにある闇の教会に、人間は近付くことができない。紫の者の骨で作られた部屋に、常世の者は入ることができない」

　山内はまるで歌うように言った。二人は同時にはっと息を吞のんだ。

「……『赤い本』に近付けるのは紫の者だけ、ってことか」

「そう。いわば二重の結界となっておるわけだ。もともと純粋な『紫の者』には、『赤い本』を開くことはできない。しかし、人間との混血である影かげ取とりには『赤い本』を開く資格はある。そして、影取ほどの者ならば常世を自由に動きまわれる。『赤い本』が危険だということは薄うす々うす知っておったはずだ。しかし、彼の質問に答えられる者は他ほかにいなかった」

「影取はなにを尋ねたんだ？」

「紫の者たちの未来だ」

　と、老人は答えた。

「彼は自分の死期と、その後でどうやってこの町を守るのかを同時に知るつもりだったのだ」

「あの」

　と、千紗が口を挟んだ。

「『赤い本』の中身全部を知りたいって言った場合はどうなるんですか」

「知ち識しきの照射に耐え切れずに、自我が吹き飛ばされるだろうな。広すぎる範はん囲いの質問をして、死んだ欲深い者もいたという話だ。質問を一つに絞っているが、それで得られた答えすら人間には使いこなせない。影取ほどの者でもそうだった」

　山内は深いため息をついた。白く凍こごえた空気が、山内の乾いた唇から洩もれた。

「彼は百年先までの未来を見た。ちょうど、今この時までの未来だ。それが彼の受け止めることのできる情報の限界だったのだろうな。しかも内容は断片的で、肝心の影取の死期も分からなかった。彼が知ったことは、最初の紫の者の右腕から、一丁の銃を作り出すこと。その銃を用いて紫の者たちが戦うこと。そして百年後に次々と怪物が地上に現れること。そして、子孫がそれと戦うことだ」

「子孫って俺おれたちのことか？」

　老人は頷うなずいた。

「彼は自分よりもむしろ、子孫のためを思ってあの銃を作ったのだよ。彼は紫の者の死体を切り取って、銃を完成させた。そして、衰え始めた肉体のかわりにそれを武器とした。自分の生命力が奪われているとも知らずにな。常とこ世よはさほど活性化しておらず、怪物と戦う機会がなかったせいもあるが……影かげ取とりは普通の人間よりは生命力がある。道どう蔵ぞうと菊きく乃のが成長するまでは保もったのだ。影取に銃を託された二人は町を守り始めた。高たか木ぎもそれに加わり、すべてがそれでうまく行くと思われた」

　老人はふと緩かん慢まんな手つきで、サングラスの奥の眉まゆを押さえた。疲れているのは確かなようだった。どこからこの町へ来たのかは明あき良らにも分からないが、老ろう齢れいにかなり無む理りを重ねたに違いない。

「……わしがこの町に現れたのはその頃ころだ。わしの故郷は、神かみ岡おか町ちようの前に『赤い本』のあった土地とされている。それについての伝説もかろうじて残っていた。もっとも、後から入ってきた隠れキリシタンの教義と、常世の伝承が入り混じって渾こん然ぜん一いつ体たいとなってしまったがね。『赤い本』の伝説を知っていたわしは、是ぜ非ひそれを見てみたいと思い、『赤い本』を求めてこの町へ来た。そこで死にかけた影取に出会ったのだよ。わしは銃の弾丸の製法を教わり、本のありかをも教わった。わしは影取の助けを借りながら、音おん叉さを作り上げることに成功した」

　山やま内うちは不意に顔を上げる。ひきつった笑みを浮かべていた。

「まったく、ひどい皮肉のようなものだよ。道蔵たちが町を守り始めた時には、影取は手遅れになっていた。彼は苦痛の果てに常世の霧きりを受け入れ、自らが常世の怪物と化してしまった。わしは常世へ下りて影取を倒す方法を知るために『赤い本』を開き──結局、その方法でわしらは紫の銃で彼を倒した。影取は自分の子孫に、自分が作った銃で、自分がそのありかを教えた『赤い本』の情報で倒されたことになる」

　老人は言葉を疲れたように切った。

「私の祖父は、神岡町で『常とこ世よ虫むし』が復活するのを知っていました」

　と、千ち紗さは言った。

「影取から聞いたんですね？」

「聞いたのはわしだ。それを道蔵たちにも伝えたのだが、その予言をどう扱うかで意見が分かれていた。なにしろ自分の末路すら、影取は知らなかったわけだからな。道蔵は信じる価値などないと言っていた。自分の子孫に累るいが及ぶことなど、考えたくなかったのかもしれん……道蔵は『紫の目』を持つ子孫が生まれることを恐れていたよ。もし生まれてしまったら、なるべく神岡町に近付けないようにと心を砕いていた」

　祖父と父親が絶ぜつ縁えん状態にあったことを明良は思い出した。原因は祖父にあるということだったが、すべては明良を神岡町から遠ざけるための処置だったのだ。

「君たちのうちどちらかが『赤い本』を開いて菊乃の孫を救おうとすれば、その代だい償しようを覚悟せねばならん」

「……代だい償しよう？」

「『赤い本』がもたらす情報は不完全だ。悪意があると言ってもいい。確かに知りたいことは教えてくれるが、常に負の意味がそこにつきまとう。影かげ取とりは子孫の未来を知ったが、子孫に害を及ぼすのが自分だとは知らされなかった。わしと一いつ緒しよに常とこ世よへ下りた来くる栖す裕ひろむは、常世伝説の完全な内容を知り、絵本を作った……しかし結局、怪物を蘇よみがえらせることにしかならなかった。田た沼ぬま喜き三さぶ郎ろうは建築設計の着想を得ようとしていたが、奴やつの作った家に住む者はことごとく不幸に見み舞まわれた。奴の子孫もすべて絶えてしまったのだろう？」

　確かに老人の言う通り、『赤い本』に頼ったことで、なにかしら負の結果がもたらされている。

「でも、他ほかに方法はないだろ」

「探せばあるかもしれん。しかし、その時間がないのも確かだな。わしは止めんよ。危険を冒すのは君たちであって、わしではないからな」

　冷たい言い方に思わず寒気が走った。

（こんな人間が神じん野の道どう蔵ぞうの仲間だったのか）

　しかし、気休めの噓うそはついていない。それだけのリスクを誰だれかが背負わなければならないのだ。

「……影取に銃は効くのか？」

　老人は影取を銃で倒したと言っている。しかし、あの影取の「器うつわ」ですら、銃で倒すことはできなかった。

「効くとも言えるし、効かないとも言える。普通に『骨』の弾丸を撃うつだけでは力が足りない。あの銃は常世の者が紫の骨を避さける習性を利用している。使い手の右手を媒介として『あにま』──生命力を吸い出し、その力で紫の骨を粒子状に粉砕して撃ち出す武器だ。高速で粒子を撃ちこまれると常世の霧きりの凝ぎよう縮しゆくが解ほどけて、怪物の体は分解されてしまう。その威力は口径に比例する。その銃の口径では足りん」

　明あき良らはポケットの中に入っている銃の重さを意い識しきした。これが常世の怪物と戦うための唯一の武器だと思っていた──それでもやはり影取にはかなわないのだ。

「さて、銃そのものの力を上げることはできない。それでも破は壊かい力を上げようとする時には、どうすればいいと思うかね？」

　明良はさっき老人が見せてくれたものを思い出した。

「……弾丸」

　と、明良は呟つぶやいた。

「さよう。『骨』以上の力を持つ器官を原料に弾丸を作る。それが『赤い本』のもたらした回答だった」

「それはどこ……」

　焦じれた千ち紗さの質問を、明あき良らが遮った。既にその答えを彼は知っていた──紫の者の肉体の中で、最も力を内包している器官。

「目だろ。最初の紫の者の目を使って、弾丸を作ったんだ」

　明良の言葉に老人は頷うなずいた。

「そう。わしは『赤い本』の教えから、『最初の紫の者』の右目を抉えぐり出して弾丸を作ったのだ」

（そうすると、今ある弾丸は左目から作ったってことか）

「目」の弾丸を握り締しめている老人の手を見ながら、明良は思った。

「わしらは影かげ取とりが常とこ世よの怪物と化した原因に気付いていなかった。しかし、影取を倒した時に誰だれもが気付かざるを得なかった。あの銃が使い手の命を吸っていることをな。前々から菊きく乃のには自覚があっただろうが、ずっとそれを隠しておったようだ」

（柊とう美みさんと同じだ）

　と、明良は思った。かつては彼女の祖母も通った道だったのだ。菊乃の症状に気付いた時の道どう蔵ぞうも、自分と同じ悩みを持ったに違いない。

「道蔵は菊乃と別れてしまった。あの男はそうする他ほかにないと思ったのだろうな。銃も使えない『右手』の持ち主が、周囲にいては確かに危険だと思ったのだ。この町を出ろと菊乃に命じたが、それだけは絶対に応じなかった」

　柊美だけを町から出すことを、明良も考えなかったわけではない。しかし、結局はなにが起ころうとも一いつ緒しよにいることを選んだ。その結果として、柊美は今ここにいない──明良にはどちらが正しかったのかは分からなかった。

「影取が消えた後で、常とこ世よ虫むしが現れた。菊乃はもう銃を使うわけには行かない。次の一発が死を招くか、怪物になってしまうかもしれないと知っていてはな。わしはある方法を思いついた。この町全体を音おん叉さの結界で覆おおってしまうことだ。もう常世の怪物を殺すことはできないが、それでこの町に現れた怪物を外に出すことはなくなる。そして、音叉の結界をさらに──」

　まるで誰かに呼び止められたように、はっと山やま内うちは口をつぐんだ。

「……まあ、その前に話さねばならないことがあるな。わしらは十年前まで、影取が死んだと思っておった。肉体は既に滅んでおる。しかし、彼の『あにま』は消えていなかった。長い時間をかけて、奴やつは復活するために常世の中でゆっくりと力を蓄たくわえてきたのだ。常世の中で彼がどうなっていたのか、わしには想像もつかん。これは推測だが、おそらく二つの問題を抱えていたはずだ。強大すぎる彼の『あにま』が動きまわるには、かつてのように肉体の器うつわが必要だということ。そして、その力が通れるほどの常世の門が必要だということだ」

　数週間前、常とこ世よ長なが鳴なき鳥どりはその「器」を作り上げて常世へ持ち帰った。地下にいる影取は既に「器」を持っている──後は門を開くだけだ。

「じゃあ、この地じ震しんは……」

「門を開くための前段階だろう。ひとまずは邪じや魔まな音おん叉さの結界を取り払ったのだ」

　明あき良らは唾つばを吞のみ込んだ。こんな巨大な災害を起こすだけの力を持つ怪物と、一体どうやって戦えばいいというのか。

「しかし、肉体の器うつわを得た今は逆に好機だとも言える。前と同じように彼は実体を持っている。ということは、前と同じ方法で倒せるということだからな」

「でも、この場に御み厨くりやさんはいないですよ」

　と、千ち紗さが言った。老人はため息をついた。

「『闇やみの教会』に下りて、救い出すしかない。おそらくは影かげ取とりとともにいるはずだ」

「……どうして分かるんだ」

「どうして分からないのかね。菊きく乃のの孫をさらえば、君たちは常とこ世よに下りざるを得ない。君たちをおびき寄せるつもりなのだよ」

（そうだったのか）

　だとすると、明良たちは限りなく不利な状況にいることになる。影取が待ち構えていることを知りつつ、常世に下りなければならない。

「……あんたの作戦では、どうやって影取を倒すつもりだったんだ？」

　と、明良は山やま内うちに尋ねた。

「わしの『策』はさほど難むずかしくはない。影取が地上に復活する前に常世へ下って彼を倒し、君たちが戻ってきたら神かみ岡おか町ちようと常世を遠ざける。その方法もわしは知っておる」

「……本当に単純ですね」

　山内は軽く肩をすくめた。

「しかし、成功するだけの裏はある。彼はわしが『紫の目』の弾丸を持っておることを知らんからだ」

「でも、影取だったらそれぐらい予想はしてるんじゃないのか。『最初の紫の者』にはもう両目はないんだろ」

　老人は首を横に振った。

「いや、まだ常世に安置されている死体には、左目は残っておるよ。わしは右目しか持ち帰らなかったからな」

「じゃあ、あんたが今持ってるのはなんなんだ」

　明良が尋ねると、老人はにやりと笑った。

「これは影取本人の『紫の右目』だよ。五十年前に彼を倒した時、わしが回収しておいたものだ。師の遺骨を持ち帰るようなつもりだった。弾丸が既に用意されているとは彼も考えてはいないだろう。そこにつけ入る隙すきがあるはずだと思った」

（悪い作戦じゃない）

　と、明良は思った。影取が弾丸の存在に最後まで気付かなければ、不意打ちで倒せるかもしれない。そのためには柊とう美みが目覚めていなければならないが。

「……君の考えていることと、わしの『策』を繫つなげてみるつもりかね？」

　確かにそのことを明あき良らは考えていた。常とこ世よへ下りて柊美を救い、危険を承知で『赤い本』を開いて彼女を目覚めさせ、一発しかない弾丸で影かげ取とりを倒す──。

　どこで失敗してもおかしくない。リスクの塊のような作戦だった。

「他ほかに方法はないんじゃないのか？」

「菊きく乃のの孫を置いて逃げる、という方法はあると思うがね。いささか気は引けるが」

「そんなこと」

　明良と千ち紗さは同時に叫んだ。

「できるわけないだろ！」

「できません！」

　三人の間に沈ちん黙もくが流れた。山やま内うちは杖つえを頼りにゆっくりと立ち上がった。

「なるほど」

　と、彼は呟つぶやいた。

「君たちがそのつもりならわしも話すが、実はもう一つ危険の上乗せをしなければならん」

　彼は困ったような表情を浮かべている──明良は嫌いやな予感がした。

「この弾は『使い手』一人では撃うてん。「紫の目」の弾丸を打ち出すには、瞬しゆん間かん的に普通の弾丸よりもはるかに大きな力を要するからだ。つまり、他の紫の者の協力を必要とする。使い手の肉体をさらに媒介にして、そこに触れている紫の者の全員の『あにま』を集中させて放つことになる」

　明良は一瞬、言葉を失った。

「じゃあ、全員の命を吸い取るってことか？」

「この弾を撃ったせいで、わしら全員が死線をさまよっている。特に道どう蔵ぞうと菊乃の症状がひどかったな。その話は誰だれからも聞いていないのか」

　聞いていない、と言いかけて、明良は岡おか内うちの祖母の話を思い出した。二人の写真を撮とった時、菊乃だけではなく道蔵の体調も悪いようだったと言っていた。

「君たちはわしらの時よりも条件が悪い。わしらは四人いたし、そのうち三人が頑健な男だった。しかも、菊乃の孫は菊乃よりも衰弱が激はげしい。しかも紫の銃はこの弾丸を放つ時は、使い手以外の者から優ゆう先せん的に命を吸い取るようだ。まあ、使い手の命から先に吸い取ってしまうと、媒介の意味を果たさなくなるからね。菊乃の孫よりはむしろ、君たち二人の命の方が危ないかもしれん」

　山内は淡々とした口調で、恐るべき内容を語っている。千紗の顔に怯おびえの色が走った。

「はっきり言って」

　明良の頭の中で、数々のリスクが渦うずを巻いた。どれから気をつければいいのか、分からないほどだった。

「俺おれたちは死ぬってことか」

　老人はさあ、と言った。

「死ぬかどうかは分からん。ただ、町を守ろうと思えば覚悟を決めなければならん。繰くり返しになるが、君たちに町を守る義務などありはせん。逃げることもできるのだよ。君たちだって怖いだろうからね」

「今さら、命なんか惜しいかよ」

　柊とう美みが奪われたのは、結局のところ明あき良らよりも死の危険を冒したからだ。自分一人が生き残ろうなどという気には到底なれなかった。

　しかし明良の言葉に、山やま内うちは怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「……君は本当に道どう蔵ぞうの孫かね」

「え？」

　明良が聞き返そうとした時、不意に千ち紗さが口を開いた。

「……本当のことを言ってるんですか？」

　千紗の声はかすかに震ふるえている。老人が眉まゆを寄せた。

「どういうことかね？」

「本当のことを言っているという証拠はあるんですか」

「高たか木ぎ」

　明良はたしなめたが、千紗は黙だまらなかった。

「話を聞いてると、私たちが危険な目に遭うばっかりじゃないですか。その間、あなたは私たちのしていることをただ見てるだけなんですか」

「……わしは若い頃ころに、もう十分危険な目に遭ったよ」

　老人は軽い口調で言った。それがさらに彼女の怒りを煽あおったようだった。

「あなたは影かげ取とりの弟子だったって言ったでしょう。今、話したことも全部、私たちを常とこ世よに下ろして、影取に差し出すためのものかもしれないじゃないですか。第一、あなたも『赤い本』を開いたんだったら、あなたはどういう代だい償しようを払ったんですか」

「代償はわしも払った。詳しい事情を知っているのは今となってはわしだけだし、信じてもらうしかないな」

「口だけならなんとでも……」

　山内は手を上げてサングラスを取る。千紗はなにも言えなくなった。彼の両方のまぶたには、一度切り刻まれたことを示す無残な傷跡が残っていた。

「五十年前、わしらが影取と戦った時」

　彼はむしろ懐なつかしむような静かな声で言った。

「わしの目を抉えぐったのは影取だった。わしは自分の師を殺すかわりに、その師の手で光を奪われたのだ……多た分ぶん、これがわしの払った代だい償しようだと思うがね」

　その時、町の中心の方からかすかな地じ響ひびきが聞こえた。
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　正午過ぎに神かみ岡おか町ちよう周辺を襲おそった直下型地じ震しんは、町の機能をほとんど麻ま痺ひさせていた。海に近い「新しん町まち」の地域で開発は進み、急きゆう激げきに人口は増えつつあったが、それに自治体の機能は伴っていない状態だった。神岡町には今まで大地震の起こった記き録ろくはなく、一時期はそのために首都機能移転の候補地の一つに、この一帯が上がったこともあったほどだった。防災対策は事実上存在しないに等しかった。

　ライフラインの設備は古いものが多く、そこかしこで断水や停電を起こしていた。特に電話線の断絶が著いちじるしく、そのために携帯電話に使用が殺到したせいで、回線はパンクした状態だった。地震の一時間後には、町内の電話の相当数が使いものにならなくなっていた。つまりそれは警けい察さつ署や消防署のもとに、緊きん急きゆうの要よう請せいが届きにくくなっていることを意味していた──もっとも、届いたところでその要請に応こたえる能力もなかった。

　時間帯が正午過ぎだったこともあり、木造住宅の多い「元もと町まち」の数箇所から大規模な火災が発生し始めていた。特に古い家屋の密集した神岡駅の商店街は、地震直後に出火した炎に瞬またたく間に焼きつくされていた。救助活動が遅々として進まず、犠ぎ牲せい者は増え続ける中で、マスコミと警察と自じ衛えい隊のヘリコプターが、雪の降りしきる空を埋めつくすように飛びまわっていた。

　神岡町始まって以来の大地震ではあったが、起こった出来事についてはまだ人々の理解の範はん疇ちゆうにあった。ともかくもこれは大規模とはいえ「普通の」災害だったからだ。

　──この段階までは。




「……壊こわれなかったねえ」

　と、キヨが天てん井じようを見上げながらしみじみ言った。いくらか壁かべにひびが入ってはいるが、どの柱もまっすぐに立っている。築五十年のこの家が、地震に強かったとはとても思えなかった。単に地じ盤ばんがしっかりしていただけだろう。この土地を買った彼女の夫に感かん謝しやしなければならなかった。何事も気の強いキヨの言いなりだったが、駅のすぐ近くではなく、あえて少し離れた場所に居きよを定めると決断したのは夫だった。商店街の中にこの店があったら、地震で倒とう壊かいしなくとも今頃ごろ火事で焼けていたに違いない。

（感謝しようにも、とっくにいないんだけどねえ）

　彼女はめちゃくちゃに散らかった座ざ敷しきの端に、ちょこんと腰を下ろしている。膝ひざの上には、とっさに手に取った夫の遺い影えいが乗っている。夫は第二次大戦で出しゆつ征せいしたきりだった。この家を出る日、帰ってくるんだろうね、と念を押すと、がんばるさ、とにっこり笑った。その時に感じた嫌な予感を、キヨははっきり憶おぼえている。

　夫は「がんばる」という言葉が全まつたく似合わない気の優やさしい男だった。おそらくは無む理りをしてがんばった末に、がんばり切れなかったのだろう。この家に帰ってきたら、最初にかける言葉まで用意していたのだが、ついにそれを口する機会は訪れなかった。

　彼女はひっくり返ったサイドボードのそばから、煙草タバコの箱とライターを拾い上げた。そして、物思いにふけりながら煙草を吸い始めた。

「ばあちゃん、なにのんびりしてるんだよ！」

　障子の向こうの土間から、遺い影えいとそっくりな顔が自分を見ていた。孫の陽よう太ただった。

「もうみんな避ひ難なんしたってさっきから言ってるだろ。今すぐ行かないと……」

「お前こそなにのんびりしてんだい」

　と、キヨは言った。

「あたしらは全員無事だったんだ。もうすることなんかないだろ。うちのことはいいから、安心して出かけといで」

　油断していると、つい孫が幼かった頃ころの口調に戻ってしまう。店の戸口でぐずぐずしているこの孫を、昔はそう言って追い出したものだった。家に手伝いが少しでも残っていると、決して出かけようとしなかった。昔から優しい子供だった。

「でも……うちが……」

　と、岡おか内うちは口ごもった。

「どうせ岬みさきちゃんたちが心配なんだろ。顔にそう書いてあるよ」

　この町でなにかとんでもないことが起こっているのは知っている。この地じ震しんもそれと関係があるのかもしれないと、キヨは漠然と思っていた。

「……分かった」

　岡内はくるりと踵きびすを返す。キヨは体を伸ばして孫の背中を見送った。

「でも、あんまり遅くならないうちに帰ってくるんだよ」

　それも昔から、孫が出かける時には必ずかけている言葉だった。うん、と答えるのが常だったが、その日は違った。岡内は扉に手をかけて、ちらりと彼女を振り返る。

「がんばるよ」

　その言葉にキヨははっと胸を衝つかれた。思わず顔が引き締しまる。

「……縁えん起ぎでもない」

　思わず膝ひざの上の遺影を握り締しめて、キヨは呟つぶやいた。

「え？」

「ああ、なんでもない。気をつけていっといで」

　ひらひらと手を振って、キヨは孫を追い出す。一人になってからも、なおも紫し煙えんを吐き続けた。ずん、とどこかで地じ響ひびきが聞こえて、ガラス窓が震ふるえる。キヨは別に驚おどろかなかった。おそらくこれが余震とかいうものだろう。少し窓の外が暗くなった気がする。風向きが変わって、火事の煙けむりがこの一帯を覆おおったのかもしれない。

　大したことはないだろうし、大したことがあったとしてもあの世に行くだけだ。誰だれにも話したことはなかったが、彼女はもう何年も前から、いつ死んでも構わないという心構えで日々を過ごしていた。

　キヨはもう一本煙草タバコを箱から出した。これを吸い終えたら、避ひ難なん場所へでも行ってみるつもりだった。自分では自分を心配していないが、息子夫婦をあまり心配させるのはよくない。再び煙草に火を点つけた時、土間の方からかすかに足音が聞こえた。

「なんだい、なにしに戻って……」

　彼女の口からぽとりと火の点いた煙草が落ちる。土間には孫によく似た男が立っていた。しかし服装がまったく違う──汚い背はい囊のうを背負って、カーキ色の軍服と破れた戦せん闘とう帽を身につけている。両足はゲートルと軍靴で固めていた。げっそりと瘦やせていたが、顔には懐なつかしい笑みを浮かべている。

　彼女の夫だった。

　キヨはよろよろと立ち上がると、裸足はだしのまま土間へ下りた。たった今帰りついたという感じはしなかった。ずっと前からそこに立っていて、自分が声をかけるのを待っていたような気がした。

　キヨは相手の肩に指で触れる。確かに実体はあった。しかし、この相手を本物の夫だと思うほど、キヨは耄もう碌ろくしていない。夫には影かげがなかった。生きた人間ではないのだ。しかし、恐ろしいというより、懐かしいという気持ちの方が先に立った。いつの間にか、彼女は涙ぐんでいた。

「……よくがんばったねえ」

　と、キヨは言った。簡かん単たんきわまりなかったが、それが五十年以上の間、ずっと心の底に抱え続けてきたねぎらいの言葉だった。

　しかし夫は答えなかった。そのままの笑顔で、キヨの瘦せ細った手をがっしりと摑つかんだ。夫の手は真っ黒に汚れている。いや、まるで影のように黒い。そう思った瞬しゆん間かん、両手を冷たい痺しびれが駆け上がってきた。それはあっという間に彼女の全身を覆おおいつくし、冷たいと思う感覚すら奪い去っていった。

　すべてが終わった後で、兵士の目の前にあるのは、土間の上に広がった人の形をした黒い染みだけだった。彼は笑顔のままそれを見届けると、向きを変えて外へ出て行った。




「見て下さい！」

　と、千ち紗さが叫んだ。彼女の指差す方向を見ると、町の中心部から黒い柱のようなものが空に向かって立ち上っていた。

「常とこ世よの霧きりだ」

　空に達した霧きりは、渦うずを巻きながらゆっくりと町全体の空を覆おおっていった。明あき良らはあの闇やみの木の事件を思い出して慄りつ然ぜんとした。しかし、今目の前で起こっている現象はあの時の比ではない。黒い霧はまるで雲のように広がって、明良たちの頭上をも隠していった。たちまち夕暮れ時のように、彼らの周囲が暗くなっていった。

「どうしたのかね？」

　と、山やま内うちが二人に尋ねる。

「常とこ世よの門が開いた。ものすごくでかい」

　明良は呟つぶやいた。千ち紗さの持っている音おん叉さでどうにかなるような大きさではない。明良は右目を見開いた。今、門の開いた場所には大きな穴が開いているようだ。そこにあったはずの建物が完全に消えている。あの場所は──。

「……中ちゆう央おう高校だ。学校がなくなってる」

　どうして気がつかなかったのだろう。さっき柊とう美みが消えたのも中央高校だ。あの土地には以前から地下に巨大な空洞があると言われていた。詳細は分かっていなかったが、地下にあったのはおそらくあの霧に違いない。あの校舎の下に、巨大な常世の門が通っていたのだ。

　不意に町の中心地を飛んでいたヘリコプターが一機、突然向きを変えて神かみ岡おか町ちようの外へ向かう。異変を察知したに違いなかった。常世の霧が覆っている地域から抜け出そうとしている。自分たちの視界から消えた、と思った瞬しゆん間かん、空中で機体がぐしゃりと潰つぶれた。操そう縦じゆう席の部分が煙けむりを上げながらゆっくりと落下し、機体から離れたローターがそれに続いた。

「あっ」

　ヘリの残ざん骸がいは建物の影かげに落ち、どす黒い煙を上げ始めた。中にいた人間は、おそらく全滅に違いない。明良の体がひとりでに震ふるえ始めた。

（撃うち落とされた……いや、違う）

「どうしたのかね？」

「町から出ようとしてたヘリが落ちました……壁かべにぶつかったみたいに」

　明良ははっと空を見上げる。

「……閉じこめられたのか」

　と、明良は呟いた。ヘリが出られないのに、人間が出られるはずがない。

「高濃のう度どの常世の霧で巨大な壁を作ったんだな」

　と、山内は言った。

「そこに霧を集中させておるから、今のところは町の中にいる生身の人間も活動できる。時間が経たてば難むずかしいだろうがね」

　巨大な闇の結界の中に、この町全体がすっぽりと覆われたのだ。闇の木の事件の時にも、あの場所から人間は出られなくなっていた。それに似た状態に違いない。

「あのね」

　どこからか子供の声がした。振り向くと、ここまで二人を連れてきた幽ゆう霊れいの子供たちだった。

「……あれ、誰だれですか」

　と、千ち紗さが言った。

「誰って……」

　自分には彼らの声が聞こえ、千紗には彼らの姿が見えている。ということは──。

（実体化してる）

　明あき良らは子供たちの方へ、思わず一歩足を踏み出していた。しかし、子供たちは怯おびえた目で明良から距離を置いた。

「ユウレイにさわっちゃだめだよ」

　子供の一人が口を開いた。

（こんな声、してたんだ）

　実体化していることより、そのことに驚おどろいていた。彼らが喋しやべっているのを、彼は初めて聞いたのだった。

「ユウレイにさわっちゃだめだよ」

「ぼくたちにもさわっちゃだめだよ」

　子供たちは山やま内うちの方を見て、口々に叫んだ。

「ぼくたちをとおくにやってよ」

「いそいでめいれいしてよ」

「まだめいれいがきこえるうちに」

「……なに言ってるんだ？」

「分からんが、従った方がいいだろう」

　と、老人は言った。

「この子供たちがわしらに害を及ぼすことは決してない。なにか意味があるはずだ」

　老人は咳せき払ばらいをして、艶つやのある声で告げる。

「どこへでもお行き。二度と帰ってきては駄目だよ」

　その途と端たん、子供たちは背中を向けて走り出そうとする。そのためらいのなさに明良ははっと我に返った。山内の声には死者を操あやつる能力がある。その彼が二度と帰って来るなと命令したら、本当にもう戻ってこないのではないか。

「ちょっと待てよ！」

　明良は思わず叫んだ。物心ついてからずっと一緒に暮らしてきた。それがこんな風に突然、別れてしまうとは想像もしていなかった。

「本当に行くのか？」

　振り返った二人は一いつ瞬しゆん、顔を見合わせた。

「うん。ほんとうにいくよ」

「もうもどってこないよ」

　湿り気のない明るい声が、かえって明あき良らの胸に突き刺さるようだった。彼は言葉を失った。

「いままでありがとう」

「ありがとう」

　不意に熱いものがこみ上げてきそうになった。しかし、彼は同時に理解もしていた──この子供たちは役割を終えたのだ。明良が山やま内うち栄えい一いちと会った以上、もう彼のそばにいる必要はない。長い間、この子供たちはずっと拘こう束そくされてきたのだ。最後に直接言葉を交わすことができただけでも、良かったのかもしれない。

「さようなら」

　と、子供たちは声を揃そろえて言った。

「……さよなら」

　少しかすれた声で明良も答えた。子供たちは今度こそ身を翻ひるがえして、細い道を走り去っていく。明良はその背中を見送った。

「……あの子たちと親しくしておったんだね」

　子供たちの背中が見えなくなってから、老人が言った。

「ずっと一いつ緒しよに住んでたんだ」

　彼はそれだけ言った。しかし感傷に浸っている場合ではなかった。町中でこんな風に幽ゆう霊れいが実体化を始めているのかもしれない。触ってはいけないという警けい告こくの意味も気になった。

「なにか起こり始めたんだ。とりあえず、ここから離れよう」

　と、明良は言った。
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「オヌマ書店　信用第一」と、印刷された看板を一人の消防隊員が見下ろしている。その他ほかにも文字はあったようだが、焦こげて読めなくなっていた。

（なにが書いてあったんだろう）

　ぼんやりそう思った瞬しゆん間かん、ずしんと腹に響ひびくような震動が起こった。余よ震しんというよりは、どこかで大きな建物が倒とう壊かいしたような音だった。思わずあたりを見まわしたが、建物の残ざん骸がいに遮られて、どこでなにが起こっているかは分からなかった。

　彼は神かみ岡おか町ちようの商店街のアーケードにいる──いや、アーケードの残骸と呼ぶべきかもしれない。左右の店のほとんどは火事と地震で原型を留とどめていなかった。窓も屋根も壁も、すべてが境界を失って一つの塊になったようだった。建物の残骸からはまだ煙けむりが上っている。アーケードそのものは、鉄骨で造られていたために地震にも火事にも耐えたが、天てん井じようの一部が崩落して、さらに火事の煙でいぶされてどす黒く変色している。

　もともと商店街全体が薄うす暗ぐらかったせいで、彼はあたりがさらに暗くなり始めていることに気付かなかった。

　隊員の足元には、青いシートをかぶっているものが転がっている。さっき焼け跡から引きずり出した焼死体だった。今、既に死んだと分かっている人間を病院へ運ぶ余裕はない。死体の安置所に指定された小学校へ運ばなければならないが、そのための車両が到着するまではこの場所に放置する他ほかなかった。

　アーケードの破れたところから雪が舞まい落ちてくる。彼は分厚い防火手袋に雪を受け──奇妙なことに気付いた。雪の色がまるで灰のように黒ずんでいる。彼は不ふ審しんに思って、アーケードを見上げた。破れ目から見える空は、雪と同じ色をしている。

（なんだあれは）

　と、彼は思った。彼は同僚に声をかけようとして、あたりを見まわした。しかし、誰だれの姿もなかった。彼はアーケードの真ん中に一人で立ちつくしていた。

「おい！」

　と、彼は声をかける。どこからも返事はなかった。彼は地面に落ちているガラスやコンクリートの破片を踏み締しめながら、さっき同僚が立っていたはずの場所を歩きまわった。彼は同僚たちがいつの間にか移動して、自分が取り残されたのではないかという不安にかられた。だとすれば、急いでここを出なければならない。

　彼はアーケードの出口に向かって早足で歩き出した。一いつ瞬しゆん、くっきりとした黒い染みが足元の地面に落ちているのが見えたが、今はそんなことを気にしている場合ではなかった。

　突然、彼の足が止まった。

　アーケードの出口に、いつの間にかずらりと人間が並んでいた。淡い逆光で彼らの顔ははっきり見えない。消防隊員はどうしても前に進むことができなくなった。ただ人間が立っているだけなのに、絶対に近付いてはならないなにかがあるような気がした。

　彼はアーケードの反対側の出口を振り返り──不吉な予感をますます深めた。そこにも彼の行く手を阻はばむようにして、大勢の人々が立っていた。絡みついた店てん舗ぽの残ざん骸がいのせいで、アーケードを抜ける他の路地はすべて埋まっている。逃げられなくなった、と彼は思った。

「……なんなんだ、一体」

　背中に冷たい汗をかきながら、彼は呟つぶやいた。どうして「逃げられない」などと思ったのか、自分でも分からなかったからだ。一体、あの人々が自分になにをするというのか。理屈ではなにも起こるはずがないと思っていても、体の奥から突き上げてくる恐怖はどうにもならなかった。

　横一列に並んだ人々は、いっせいに前へ歩き出した。アーケードの中へ彼らが完全に入った時、隊員は初めて彼らの表情を見た。

　全員が晴れ晴れと笑っていた。誰一人として例外はなく、同じ笑顔を浮かべている。彼はアーケードの反対側を見る。やはり、人々がこちらへ向かってきていた。遠目にははっきり見えなかったが、やはり同じ表情に違いなかった。

　隊員はさっき自分が立っていた青いシートのそばに戻っていった。そこがちょうど二つの入り口の中間地点だった。なにが起ころうとしているのかも、自分がなにをすべきなのかも分からない。彼は青いシートのまわりをうろうろと歩きまわった。悪い夢でも見ている気分だった。

　足元からがさがさという物音が聞こえる。

　おそるおそる青いシートを見下ろし、彼は目を大きく見開いた。シートの下にあるものが、巨大な芋いも虫むしのようにくねくね動いている。恐怖のために一歩も動くことができなかった。ここから離れなければ、といくら思っても、両足のブーツは地面に張り付いたままだった。

（死んだはずなのに）

　死体は男か女かも即座に判別できないほど、ひどい有あり様さまだった。蘇そ生せいすることなどありえない。しかし次の瞬しゆん間かん、青いシートから黒い両手がぬっと飛び出してきて、震ふるえている彼の両りよう膝ひざを摑つかんだ。

「うわああああ」

　彼は後ろへのけぞったが、どうにか倒れるのをこらえた。青いシートをかぶったまま、死体はのろのろと起き上がり始めた。黒い右手が彼の膝を離れて、防火服の上着の裾すそを摑んだ。膝から手を離した後にも、黒い手形がべっとりと残っている。次は左手が上着のポケットに手をひっかける。青いシートをかぶったものは、彼の体をよじのぼるようにしながら立ち上がってきた。そのたびにオレンジ色の防火服に、黒い手形が増えていった。

　やがて焦こげ臭くさい匂においとともに、彼の顔のそばまで青いシートが近付いてきた。シートの奥の暗がりに、奇妙に白い歯が見える。蘇よみがえったこの死体も、やはり笑っていた。彼は気け配はいを感じて、あたりを見まわした。無数の笑顔が自分を取り囲んでいる。

　黒い手がいっせいに彼の方へ差し出された。彼は喉のどを震わせたが、もはや悲鳴を上げることさえできなかった。最後の瞬間に見たものは、アーケードの向こうにある黒い空だった。




「普通の避ひ難なん場所には行くなってことなんだな？」

　と、念を押すように道みち彦ひこが言った。

「うん……だと思うけど」

　岬みさきと道彦は家具のない廊下で、向かい合って話している。母親の雅まさ代よは玄関に腰を下ろして、二人の話を聞いている。道彦は雅代を連れて近所の診しん療りよう所へ行き、たった今戻ってきたばかりだった。彼女の足には包帯が巻かれている。ひどい捻ねん挫ざだということだったが、ひとまず骨には異常がないそうだった。

「それで、明あき良らはどこへ行ったの？」

　雅代が尋ねる。

「あ」

　と、岬みさきは声を上げる。

「……分かんない」

「じゃあ、この家へ戻ってくるかどうかも分からないのか」

「でも、とにかく要よう子こさんの家へ行けって言ってた」

　しばらくの間、道みち彦ひこは岬の言葉を検討していたが、やがてぽんと彼女の頭を軽く叩たたいた。

「よし。とにかく行こう。なにか考えがあるんだろ」

　道彦は雅まさ代よの脇わきを通り抜けて、土間でサンダルを履はいた。

「俺おれはガレージで使えそうなものを漁あさるから、岬は二階から毛布を持ってきてくれ。母さんはこの足じゃ上に行けないから」

　岬は頷うなずいて階段を駆け上がっていった。二階の和室に入ると、押し入れの襖ふすまが倒れて、中にあるものが雪崩なだれのように外へ落ちていた。岬はその山の中に頭を突っこんで毛布を探し始めた。

　その時、玄関のチャイムが鳴った。ドアが開いて、母親と話している声がする。続いて誰だれかが階段を上がってきた。

（明あき良らかな）

　廊下から顔を覗のぞかせたのは岡おか内うちだった。




　全速力で自転車を飛ばしてきたせいで、岡内は肩で息をしていた。コートの肩にはまだ雪がまとわりついている。

「どうしたの？」

　と、岬は言った。

「手伝いに来たんだ」

　マフラーを解ほどきながら岡内は答えた。

「岡内の家は？」

「もう大丈夫だよ。みんな無事だし」

　本当に大丈夫なのかどうかは自信がない。特に祖母がちゃんと避ひ難なんしたかどうかが気がかりだったが、それは口にするつもりはなかった。

「明良たちはこっちに来た？」

「さっきここに寄って、またどっか行っちゃった。とにかく要子さんの家へ行ってくれって」

「じゃ、元気なんだ」

　岬は目を伏せた。

「……御み厨くりやさんが」

　彼女は事情を説明し始め、岡内は神妙に耳を傾けた。話の最中に、どこかでかすかな地じ響ひびきが聞こえたが、彼は一いつ瞬しゆんちらりと窓の方を見ただけだった。その窓は町の中心地とは反対の方角で、外の様よう子すには特に変化はなかった。少し外が暗くなったような気がしただけだった。

「明あき良らたち、すごく疲れてるみたいだった。あの二人、本当に大丈夫なのかな」

　確かに絶望的な状況に思えた。今まではどうにか明良たちは生き残ってきたが、今度こそ駄目なのかもしれない。今の岬みさきに対して、なにもかもうまく行くなどとはとても口には出せなかった。しかし──。

「俺おれ、よく分からないけど」

　と、岡おか内うちは言った。

「最後まで明良たちはちゃんとやると思う」

「……死んじゃったらどうしよう」

　岡内は岬の前に腰を下ろす。岬はやっぱり明良が好きなんだな、という思いが、かすかな疼うずきとともに胸をよぎった。

「大変だけど、明良を信用しようよ」

　と、岡内は言った。岬は潤うるんだ目で彼を見上げている。こんな時だったが、つい岡内の胸が高鳴った。

「……毛布」

「え？」

「毛布どれぐらい持っていくんだろ」

　もう気分を切り替えたらしい。岬は廊下に顔だけ出した。

「お父さん、毛布何枚持っていけばいい？」

　返事はなかった。

「……どうしたんだろ」

　岬は部屋から出て行って、階段の下を覗のぞきこむ。

「お母さん？」

　一階はしんと静まり返っていた。岬が無造作に階段を降りていく。なにか嫌いやな予感がして、岡内は弾はじかれたように立ち上がった。長年、岬の後ろをついて歩いてきた経けい験けんで、彼女の危険には本人よりも鋭するどくなっていた。

　岡内は部屋から飛び出すと、階段の下で岬に追い付いた。彼の慌てた様よう子すに、岬の方が目を瞠みはった。

「どうしたの？」

「その……なんか」

　口くち籠ごもりながら、岡内は自分が前に立って廊下を歩き出した。玄関には誰だれもおらず、ドアは開けっぱなしだった。さっきまで雅まさ代よがそこに座っていたはずだ。足に厚く包帯が巻かれていたのを、岡内も見ている。あの足でどこかへ動けるとは思えなかった。

「……外かなあ」

　と、岬が言う。岡内は土間の靴を履はこうとして、ふと上がり框かまちに大きな黒い染みがついていることに気付いた。ちょうど、雅まさ代よが座っていた場所だった。手で触れてみたが、なにかをこぼした跡でもないらしい。さっきまでこんな染みがあっただろうか。

　岡おか内うちは外へ出る。初めて彼は異様な空の色に気付いた。町の中心地の方角を見ると、黒い竜たつ巻まきのようなものが、まっすぐに空に向かって立ち上っている。

「あ、おばさん」

　家の中で岬みさきが言った。岡内が振り返ると、小太りの中年の女性がリビングから現れたところだった。昔からこの家へ遊びに来ている岡内は、彼女の顔に見覚えがある。神じん野の家の隣りん家かに住んでいる主婦だった。

「びっくりした。いつ帰ってきたの？」

　と、岬が言った。お辞じ儀ぎをしかけた岡内は、ふと疑問を抱いた。どうして隣家の人間がこの家のリビングから現れるのだろう。岡内は岬の肩越しに女の顔を見る。彼女はにこやかに微笑ほほえんでいた。岡内の背筋に冷たい汗が走る。得え体たいの知れない笑顔は無表情と同じようなものだ。

「岬！」

　緊きん張ちようした岡内が声をかけた途と端たん、女が廊下を走り出した。ほんの数歩の距離だったが、彼は反射的に岬の肩を摑つかんで、自分と場所を入れ替えた。この女がなにをするつもりなのかは分からない。しかし、岬には指一本触れさせないつもりだった。

「止まれ！」

　空気を震ふるわせるような怒声が響ひびき渡った。振り向くと、グレーのコートと帽子をかぶった老人が玄関に立っていた。その両りよう隣わきに明あき良らと千ち紗さがいる。

　女が凍り付いたように動きを止めた。しかしその表情はがらりと変わり、憎々しげに老人を睨にらみつけている。

「我らに指一本でも触れることまかりならん！　いずこへでも立ち去るがいい！」

　老人は女の顔を見てはいないようだった。白い杖つえを手に持っていることに岡内は気付く。どうやら目が見えないらしい。女は岡内に襲おそいかかる体勢のまま、その場に立ちつくしていたが、まるで見せつけるような緩かん慢まんな動きでリビングへと引き返した。そして、庭に面した窓を開けて出て行った。

「……なんだったの」

　と、岬は岡内に尋ねた。しかし岡内にも説明できなかった。二人は玄関に立っている老人を見た。

「お嬢じようさん、今いたのは知り合いかな」

　よく響く美しい声で老人は尋ねた。

「え……うん。近所のおばさん。地じ震しんの時は留守だったんだけど……」

「あれは幽ゆう霊れいだ。おそらく、地震で死んだのだろうな」

「……誰だれ、このおじいさん」

　と、岬みさきが明あき良らたちに言った。
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　神じん野の家は母屋おもやこそ無事だったが、ガレージは半分傾いている。ちょうどその前に真新しいワゴンが停とまっていた。先日事故で廃車にした車の代わりに、新しくローンを組んで買い直した新車だった。

　運転席のドアに、人間の影かげがべったりと貼はり付いていた。前にも似たような事件が起こっている。生きた人間を片っ端から影に変えてしまうオルゴールを、明良と柊とう美みは破は壊かいしていた。

　影の上に黒い雪が舞まい落ちている──シルエットは道みち彦ひこと同じぐらいの体格だった。

「……叔父おじさん」

　と、明良は呟つぶやく。老人が背中から話しかけてきた。

「常とこ世よの者になった後の影かげ取とりの力だ。彼には人間を影に引きずりこむ能力がある。それを町中の幽ゆう霊れいどもに分け与えているのだろう。今頃ごろ、町では死んだ人間がいっせいに蘇よみがえっているはずだ」

（死んだ人間が蘇る）

　要よう子こに見せてもらった『天てん地ち始はじまり之の事こと』にそんな記述があった。天地が大いに乱れる時、昔死んだ人間も、たった今焼け死んだ人間も、神の力でいっせいに蘇ってくると。

「急がなければ、手遅れになってしまう。影取が地上に現れる前に、奴やつを仕留めなければならん」

　山やま内うちはそれからつけ加えた。

「仕留めるつもりなら、だが」

　明良は振り返った。これが罠わなであったとしても、常世へ潜もぐる他ほかに方法はない。明良はさっき老人から受け取った鈴の一つを千ち紗さに渡した。紫の鈴は三つしかない。柊美のために一つは取っておかなければならなかった。

「岬たちを頼む」

　彼らから少し離れた場所に、両親を消された岬が呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいる。岡おか内うちはそのそばに立って、なにか色々と話し掛けていた。

「分かっとる。ちゃんと来くる栖すの家へ送り届けるよ」

　明良たちは二手に分かれるつもりだった。このまま明良と千紗は町の中心に開いた常世の門へ向かい、山内たちは要子の家へ向かう──鈴を身につければ、幽霊たちは明良と千紗を感知することはできなくなる。岬と岡内は老人の「喉のど」の能力で護ご衛えいさせるつもりだった。

「ところで、人手を貸してもらえるなら、地上の方でもしておきたいことがあるんだがね」

「なにを……」

「色々だ。あまり時間もないようだし、君たちの帰りを待ってもいられん」

　明あき良らは表情を曇くもらせる──自分たちならともかく、岡おか内うちたちを危険な目に遭わせるのは気が進まなかった。

「俺おれ、やります」

　突然、岡内たちが話に割って入ってきた。

「あたしも」

　と、岬みさきも言った。

「その影かげ取とりとかいうのを倒さないと、お父さんたちは帰ってこないんでしょ。できることがあるんだったらやる」

「だ、そうだがね」

　山やま内うちが明良に言った。明良は気をつけろよ、と言いかけてやめた。命の危険に晒さらされていない人間など、もうこの町には誰だれ一人としていないのだ。

「神じん野のさん。行きましょう」

　と、千ち紗さが言った。空の色はさらに暗さを増してきている。もう、夜と言ってもおかしくないほどだった。明良たちは家の前に停とめていたバイクにまたがった。雪はまだ降り始めたばがりだ。スピードを上げなければ、どうにか走れるだろう。

　老人が二人に話しかけてきた。

「『赤い本』にする質問の内容は、十分に吟ぎん味みすることだ。答えには常に裏があることを忘れてはいかん。漠然としすぎている質問はそれだけ危険が大きい。下手へたをすると代だい償しようを払うどころか、菊きく乃のの孫を目覚めさせることもできんぞ」

　明良は頷うなずいてエンジンをかける。バイクはゆっくりと走り出した。




　道路に停まったままの車の上を、胡ご麻まをまぶしたように黒い雪が積もり始めていた。常とこ世よの霧きりと一体化して実体化した幽ゆう霊れいたちは、千紗の「耳」で感知することができる。バイクはその音をなるべく避さけるように走っていった。

　人間の姿をほとんど見かけなかった。町の中心に近付くにつれて、路ろ肩かたに停まっている無人の車の数が増え始めた。どの車も運転席側のウィンドウが開いている。シートには黒い染みとシートベルトが残っているだけだった。

（なにがあったんだろう）

　車の脇わきを通り過ぎながら明良は思う。自分の腰に回している千紗の手に、突然力がこもった。

「近くに一人います」

　ずっと前を走っている一台の白い自転車に気付いた。乗っているのは制服警けい官かんのようだった。制帽の片側が強い衝しよう撃げきを受けたようにゆがんでいる。

「あいつのせいか」

　と、明良が呟つぶやく。警官が呼び止めれば、ドライバーは車を止めて事情を尋ねるはずだ。それを片っ端から影かげに変えてしまう──明あき良らたちが見た無人の車はその被害の跡に違いない。

　突然、警けい官かんが自転車を止めて振り返った。顔の片面が額ひたいから流れた鮮せん血けつで染まっている。笑顔を浮かべたままで、はっきりと明良たちの方を見ていた。

「ヤバい。降りるぞ」

　明良はバイクを止めて、エンジンキーを抜いた。二人はバイクを置いたまま、歩道を歩き始めた。警官は自転車をくるりと逆向きにして、明良たちの方へ走ってきた。二人は思わず立ちつくしたが、警官は目もくれずにバイクへと向かっていった。

「俺おれたちの姿は見えてないみたいだな」

　警官が遠ざかってから、明良は千ち紗さに言った。紫の鈴は確かに効果を発揮しているらしい。

「じゃあ、さっきはどうして反応したんでしょうか」

「あれだろ」

　と、明良は答えた。警官はバイクの前で止まって首を傾かしげている。紫の鈴をつけている人間の姿は見えないが、乗り物は別なのだろう。

　その時、制帽が音もなく地面に落ちた。明良はぎくりと体を固くした。警官の頭はぼこりと陥没していた。にもかかわらず、その顔には晴れやかな笑みが浮かんでいる。

　明良たちは踵きびすを返して、早足に中ちゆう央おう高校へ向かった。

　近道をするために公園に足を踏み入れた。敷しき地ちの中にテントがいくつも張られていたが、人ひと影かげはまったくなかった。ラジオが点ついていたが、雑音が聞こえるばかりだった。広場の中心にぽつんとテーブルが置かれ、大きなアルミの鍋なべがその上に乗っていた。炊たき出しの最中だったらしく、鍋の中では野菜のスープがまだ湯気を立てていた。テーブルの周囲の地面は、人間の形をした無数の染みで真っ黒になっていた。

「こんなに沢たく山さんの人たちが……」

　と、千紗は呟つぶやいた。なるべく染みを踏まないようにしながら、二人は先を急いだ。

「もう、町の中に人は残ってないんじゃないですか」

「建物の中にいて、外に出ていない人はまだいるはずだ」

「でも、いつかは……」

　明良は答えなかった。「とこよのいと」の事件の時、彼は町中の幽ゆう霊れいが一堂に会したのを見ている。死んだ人間は無数に存在するが、この世に執着を残して「幽霊」と化すのはほんのわずかだ。この地じ震しんで死んだ人間がそれに加わっているにしても、一気に町の人間を消すには数が足りないのだろう。今、町の中心地に幽霊たちがいないのは、まだ残っている人々を襲おそっているからに違いなかった。




　神かみ岡おか中央高校には、かろうじて敷地を囲む塀だけが残っていた。校舎は消え、噴ふん出しゆつする常とこ世よの霧きりが空に向かってどこまでも伸びていた。明良たちは先を急ぐことも忘れて、しばしその眺めに見入った。

「大きな柱みたいですね」

　と、千ち紗さが言った。

「……『闇やみの御み柱はしら』」

　と、明あき良らは呟つぶやいた。来くる栖す裕ひろむは『とこよのいと』に、かつて神かみ岡おかの土地にあったという巨大な柱のことをそう書いていた。この「常とこ世よの門」は、この場所にもともとあったものなのかもしれない。あらゆる怪物が通過可能な巨大な門。

　明良たちは校門の中に入った。門からわずか数メートル先で地面は途と切ぎれて、後は一面の暗くら闇やみがあるばかりだった。ほんの二時間前、この場所にいた大勢の住民は跡形もなく消えてしまった。

（みんな死んだ）

　彼の脳裏に、墜つい落らくしていくヘリの姿が蘇よみがえる。このままではもっと沢たく山さんの人々が犠ぎ牲せいになるはずだった。神岡町の外へとどこまでも広がっていくだろう。

「ここに入るんですか？」

　千紗は巨大な穴の奥を覗のぞきこんだ。

「俺おれが先に入るから、大丈夫そうだったらお前も来い」

　彼は早口で言い捨てて、いきなり飛びこもうとした。時間をかければ恐怖が増すだけだ。しかし、その腕を千紗がしっかりと捕まえた。

「待って下さい。大丈夫じゃなかったらどうするんですか」

「そうしたら……」

　明良は口をつぐんだ。常世の霧きりに神岡町そのものが閉じこめられた状態で、なにもできることはない。常世へと辿たどりつくことができなければ、いずれにせよ自分たちに未来はないのだ。

「一緒に入りましょう。私一人残ったってしょうがないですから」

「……よし」

　二人は顔を見合わせた。そして一拍の間を置いて、巨大な常世の門の中へ飛びこんでいった。




「……覚悟するほどじゃなかったな」

　と、明良は歩きながら言った。

「そうですね」

　千紗は彼の袖そでを摑つかんで、後ろをついて来ている。常世の霧に飛びこんだ二人は、どこまでも落ちていくのを覚悟していたが、我に返ると泥のような柔らかい地面に立っているだけだった。目を凝こらすと、その地面は地下へとどこまでも続いている坂の始まりだった。

　坂は同じ角度を保ったまま緩ゆるくカーブしている。おそらく穴の縁ふちにそって、らせん状の下り坂が張り付いているのだろう。内側に向かって数歩歩いただけで、今度こそ巨大な竪たて穴あなを落ちていってしまうはずだ。

　歩いて行けるのは、ある意味では落ちるよりも不気味だった。これが誰だれかの意志によって作り出されたものだとしたら、影かげ取とり以外にはありえない。自分たちをおびき寄せようとしている、という山やま内うちの言葉は間違いではなかったことになる。

　いくらも進んでいないはずだったが、明あき良らは時間の感覚を失いかけていた。この竪たて穴あなに入ってから五分だと言われても、半日だと言われても納得してしまうかもしれない。

（この下に柊とう美みさんがいる）

　と、明良は思った。彼女が眠りに落ちて以来、自分の助けを呼んでいる、という奇妙な確信に突き動かされていた。それを疑ったことは一度もない。

　彼女に会ってから色々なことが起こっている。互いにどうしても話せなかったこともあったし、二人とも失ったものもある。なにが起こるのかは分からないが、生きるも死ぬももう彼女と一緒だった。

「なに考えてるんですか？」

　と、暗くら闇やみの中で千ち紗さが言った。明良は我に返る。柊美のことを考えていた、と答えるのはなんとなく気恥ずかしかった。

「……秘密」

　しばらく沈ちん黙もくが流れた。バレてるのかな、と思った瞬しゆん間かん、千紗が言った。

「なにか喋しやべって下さい」

「なんで」

「怖いじゃないですか」

　いつもと変わらない声だった。こんな状況だというのに、明良は思わず噴ふき出しそうになった。

「お前、変わったな」

「そうでしょうか」

「前はもっと生意気だった」

「……私は生意気なんですか」

「うん」

「余計なお世話です。第一、神じん野のさんに人のことが言えるんですか」

「そっちこそ余計な……」

　明良ははっと口をつぐんだ。会話が始まったのはいいが、雲行きが怪しくなってきた。彼は話題を変えることにした。

「みんな、無事だといいな」

　そういえば、山内が皆を使ってなにかしておきたいことがあると言っていた。あれは一体なんだったのだろう。

「……あの山やま内うちっていう人、どう思いますか」

　と、千ち紗さが言った。彼女も似たようなことを考えていたらしい。

「最初っから手の内を全部見せる人間じゃないな、あれ」

「信用していいと思いますか？」

　明あき良らは返答に窮きゆうした。なにしろ今日会ったばかりなのだ。本当に味方なのか分からなかったが、敵だとも思えなかった。しかし、まだなにか隠している気がする。

「お前、どう思う？」

「山内栄えい一いちなのは間違いないと思うんですけど」

「……話し方も丸まる谷やに似てるしな」

「私もそう思いました」

　その時、二人は底に辿たどり着ついた。今までとは違って固い地面がある。明良が目を凝こらすと、少しずつ闇やみの中にあるものの輪りん郭かくが見えてきた。

「ここは……」

　二人は再び中ちゆう央おう高校の校門の前に立っていた。

（戻ってきたのか？）

　門を潜くぐって外へ出る。しかし、まっすぐに伸びた道路にも、電信柱にも破は壊かいの形跡はまったくない。家々の屋根も、街がい路ろ樹じゆも、道路の標ひよう識しきですら、塗りつぶされたように真っ黒だった。見渡す限り黒一色の光景がそこにあった。

「……もう一つの方だ」

　と、明良は言った。

「ここが裏の神かみ岡おか町ちようなんだ」







[image: Ⅲ・闇の町]










　　　14




　千ち紗さは歩道に立っている街がい路ろ樹じゆに触れる。なんの変哲もない木の感触があった。踏み締しめているアスファルトも地上とまったく変わりがない。常とこ世よの中にもう一つ本当に神かみ岡おか町ちようがあるのだった。

　自分たちの出てきた校門の向こう側を振り返る。らせん状の坂がどこまでも上へ伸びていた。はるか頭上に、丸い点のようなものが見える。そこから入ってきたに違いなかった。

「高たか木ぎ」

　彼女が振り返ると、明あき良らは屋根の向こうにある一点を見ていた。

「あれ、見えるか？」

　千紗は目を細める。ずっと先に建っている建物がぼんやりと見えた。

「なんですか、あれ」

「教会のてっぺんみたいに見える。北きた見み山やまにあったのとそっくりだ」

　建物があるのは、駅前商店街の方向だった──二人は頷うなずき合って歩き出す。

　最初の角を曲がった途と端たん、前から歩いてくる人ひと影かげに気付いた。二人は無言で歩道から下りる。近付いてきたのは見知らぬ若い男だった。普通の人間とほとんど変わるところはないようだったが、よく見ると瞳ひとみに虹こう彩さいがない。のっぺりと塗りつぶされたようだった。男は千紗たちには目もくれずに通り過ぎていってしまった。

「……あれは幽ゆう霊れいなんですか？」

「正確には違うと思う。俺おれたちの『影』だよ。機会があれば、地上にいる人間と入れ替わることができる。ここでは俺たちが幽霊みたいなもんなんだ。連中には見ることも聞くこともできないんだしな」

　商店街に近付くにつれて、行き違う「影」の数は増えていった。やがて、二人は見慣れた商店街のアーケードに到着した。地じ震しんと火事で破は壊かいされたはずの商店街がそこにあった。どうやら、教会は地上で言うところの神岡駅のあたりにあるようだった。ということは、アーケードをまっすぐに通り抜ければいいことになる。

　千紗ははっと明良の腕を摑つかむ。アーケードの入り口に、四、五人の子供たちが立っていた。背格好はごく普通に見えたが、口と目のところに穴の空いた白い仮面をかぶっている──柊とう美みをさらっていった子供たちだった。

　二人は足音を忍ばせながら、商店街の中へ入っていった。脇わきを通りすぎる時、子供の一人がふと顔を上げた。千紗から数十センチと離れていない距離だった。一いつ瞬しゆん、目が合ったような気がして、彼女はびくりと体を震ふるわせる。

　しかし何事もなかったかのように、すぐ子供は視線を逸そらした。

（見えてないんだ）

　明あき良らの言う通り、本当に自分が幽ゆう霊れいになったような気がした。アーケードの中を大勢の「影かげ」が行き来しているが、一人として千ち紗さたちに目を留める者はいなかった。

　アーケードはしんと静まり返っていた。彼女の知っている駅前の商店街は、店から聞こえる音楽や人々の足音や話し声に満ち溢あふれて、もっとにぎやかだった。ここでは誰だれもが押し黙だまって歩いているだけだ。店の中に客はいるようだが、なにかが売り買いされている様よう子すはない。

　パン屋のウィンドウの中には、黒いパンが工場で作られたなにかの部品のように、整然と並んでいる。どの客も手に取ろうともしない。

　千紗はふと気付いた。この町では誰も生活してはいない。そのような見せかけがあるだけだ。どんなに大きくとも、地上にある本物の町の影でしかないのだ。

　それに微妙に地上とは違うところがある。パン屋の隣となりは骨こつ董とう品を売る店のようだ。千紗の憶おぼえている限りでは、ここはしばらく前に閉店したという話で、ずっとシャッターが下りたままだった。

「早いとこ通り抜けよう」

　歩みが遅くなった千紗に、明良が低く囁ささやいた。声に不安の色が混じっている。彼はさっきよりも早く歩き始めた。彼女も小走りで彼の後を追い──ふとある店の前で足を止めた。ガラス戸の上の看板にはなにも書かれていないが、店内に並んだ書架でどの店なのかは分かる。

　オヌマ書店だった。

[image: ]

　薄うす暗ぐらい店内には、立ち読みをしている客が一人いるだけだった。よく見ると、文ふみ彦ひことそっくりの人間がカウンターの奥に座っている。彼女は思わずガラス戸の方へ近付いていった。

　店内を見る限りでは、背表紙もすべて黒い。そういえばこの町に来てから、まだ一度も文字というものを見ていない。道路標ひよう識しきも看板も表札も、すべてが黒く塗りつぶされていた。まるで文字そのものが禁じられているかのようだ。千ち紗さはガラス戸から離れようとして、立ち読みをしている客がいたことを思い出した。

（なにが書いてあるんだろう）

　千紗は客に近いガラス戸へと移動した。その「影かげ」が立っているのは、千紗もよく立ち読みをしている外国文学の棚だった。彼女も気に入っている下から二番目の棚に屈かがみこんで、一冊の本を取り出したところだった。その客は彼女と同じぐらいの身長で、彼女が今着ているのとそっくりなハーフコートと、毛糸の帽子をかぶっていた。

　不意に客が本から顔を上げ、ガラス戸の向こうにいる千紗の方を向いた。

　彼女の全身の毛が逆立った──そこにいるのは自分自身だった。




　ふと、明あき良らは千紗が自分についてきていないことに気付いた。振り向くとオヌマ書店のガラス戸の前で、凍り付いたように立ちつくしている。

（なにやってんだ、あいつ）

　明良は大おお股またで千紗に近づいていった。この商店街に入った時から、なんとなく胸むな騒さわぎがする。なるべく早く通り抜けたいと思っていた。

「……おい」

　千紗に声をかけた瞬しゆん間かん、彼もガラス戸の向こう側に立っている人影に気付いた。まるで鏡かがみに映したように同じ顔だった──塗りつぶされたような黒い瞳ひとみを除いては。

　ガラスを挟んで、二人の千紗はわずかな距離しかなかった。今にも千紗の「影」は、店の外へ出てこようとしている。本物の千紗はまだ呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

（俺おれたちに気付いてる）

　明良の方が立ち直りは早かった。瞬間的に千紗の腕を摑つかんで走り出す。闇やみの教会があるはずの、町の中心地とは反対の方向だった。

　振り返ると、千紗の「影」は一瞬迷って、自分たちの方へ歩き始めた。それと同時に、アーケードの両端の出口へと「影」たちが移動していった。そして、アーケードの出口を塞ふさいだ。

（罠わなだ）

　明良は唇を嚙かんだ。

「あいつ、俺たちが見えてるんだ」

　千紗の「影」の周りに、どこからか白い仮面をかぶった子供たちが現れた。さっきアーケードの入り口で見た時よりも数が増えていた。「影」は子供たちを引き連れて、人ひと気けのないアーケードに立ちつくしている明あき良らたちの方へ、緩かん慢まんな足取りで近付いてきた。

「……違います」

　と、千ち紗さが呟つぶやいた。今度は千紗が明良の手を引くと、「影かげ」の歩調に合わせて出口の方へゆっくりと後退した。その途と端たん、戸惑ったように相手は立ち止まると、帽子を脱いで左の耳を外に晒さらす──明良はあっと叫びそうになった。彼女の左耳には黒い痣あざがあった。

「耳なんです。多た分ぶん、私たちが持ってる鈴の『音』を聞いてるんです」

　明良は自分自身の言葉を思い出した──自分たちがこの場所では幽ゆう霊れいのようなものだと。裏の神かみ岡おか町ちようの「千紗」は、ここでは異質な存在である「紫の鈴」の音を聞くことができるのに違いない。

「能力も私と同じです。相手の数と距離は分かるけど、方向は分からない……近付いているはずなのに距離が縮ちぢまらないから、戸惑ってるんです」

「囲まれれば一いつ緒しよだろ。ぐずぐずしてたら、そのうち捕まる」

「え、でもちょっと」

　明良は千紗を引っ張って手近な路地へ飛びこんだ。商店街のアーケードからは、店と店の間にある細い路地を通っても外へ出ることができる。

「待って下さい！」

　二人は立ち止まった。数メートル先で、「影」たちが行き先を塞ふさいでいる。路地も既に待ち伏せられていたのだ。

「くそっ」

　元来た道を戻ろうとした瞬しゆん間かん、今度はアーケードの方から千紗の「影」たちが現れた。「影」は路地の中へ耳を向けるようにして、こちらを窺うかがっている。

「……挟み撃うちか」

　と、明良は呟いた。

「だから言ったじゃないですか！」

　二人は電信柱の陰から、じりじりと近付いてくる千紗の「影」を見ていた。

「悪ィ。失敗した」

　明良は素直に謝あやまった。かえって道幅の狭い路地に追い込まれる結果になってしまった。ここから脱出する方法を考えなければならない。左右は雑居ビルになっていて、中に入ることはできそうもなかった。道は前後にしか続いていない。地下に穴でもあれば別だが──。

「……方向は分からないんだよな」

　明良は確認するように呟いた。




　二人からわずか数メートルしか離れていない場所を、千紗の「影」たちが通りすぎる。彼女は明良たちの方には目もくれなかった──明良たちは前方にいると思いこんでいるらしい。

「今です」

　二人は「影かげ」の歩調に合わせて、電信柱を下りていった。こうすれば千ち紗さの「影」と明あき良らたちの距離は変わらない。既に自分が通りすぎたことに気付いていないようだった。千紗は地面に足音を立てないように飛び降りた。「影」たちは誰だれもいない空間をじりじりと狭めている。

「行こう」

　走り出した明良の後を千紗は追った。自分たちが遠ざかっていくことで、「影」たちは獲え物ものが囲いの中にいないと初めて気付いたらしい。千紗の「影」がうろうろと動きまわっている。しかし、どの方角に逃げたのかはすぐには判断できない。

　包囲を明良たちの逃げこんだ路地に集中するために、「影」たちはアーケードの出口から路地の方へ移動していた。千紗は「影」の間をすり抜けながら、路地の方をちらりと振り返る。まだ千紗の「影」は現れていない。「耳」だけでは敵の場所を正確に確認するのは難しい。千紗も明良の「紫の目」のサポートがなければ──。

「あっ」

　千紗は一いつ瞬しゆん立ち止まりそうになった。特殊能力を持った自分の分身がこの町にいるとしたら、明良の分身もいるはずではないのか。

　不ふ審しんげに明良が振り返る。千紗は自分の考えを振り払って、明良の後を追った。
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　二人はアーケードを抜けた。地上の神かみ岡おか町ちようではバスロータリーがあるはずだったが、この場所にはまっさらな地面があるばかりだった。その先にはさっきも目にした、黒い屋根がそびえ立っている。

「あれが『教会』ですか」

　明良は頷うなずいた。あの場所に柊とう美みが捕らえられているはずだ。

　なにもない広場を横切っていくと、柑かん橘きつ類の香りが強くなっていった。この香りには覚えがある──非時香菓ときじくのかぐのみだった。二人の目の前に黒い灌かん木ぼくの群れが現れる。

「常とこ世よ花ばなの森か」

　群生した木々から伸びた枝が絡み合い、二人の行く手を阻はばんでいる。明良はわずかな隙すき間まを見つけて、そこに体を潜もぐりこませる。針金のような黒い枝の先端が、ぴしりと彼の頰ほおを打った。手で触れると、かすかに血が流れている。

「尖とがってるから気をつけろよ」

　はい、と千紗の返事が聞こえた。明良は強引に枝をかき分けながら前へ進んでいった。木々の中に入ってしまっては、目印の塔を見ることはできない。なるべくまっすぐに森を突っ切っていくしかなかった。

　あたりには無数の非時香菓ときじくのかぐのみが生なっている。同じ木の中でもまだ青い実もあれば、黄色い実もある。この場所では非時香菓が常時実り続けているのだ。

　不意にぐしゃりと柔らかいものを踏んだ。靴を上げると、腐りきって茶色に変色した実が潰つぶれていた。明あき良らは慄りつ然ぜんとした。ずるりと剝むけた皮の中身には、まるで人間の目鼻のような隆起がある。半分ひしゃげた顔が、苦く悶もんの表情を浮かべているようだった。

　そのそばに新しい黒い双葉が生はえ始めていた。腐った実は落ちて、そこからまた芽を出しているに違いない。常とこ世よの霧きりさえあれば、この森はどこまでも深く育っていくだろう。

「転ぶなよ。足元にヘンなもんがある」

　と、千ち紗さに言い、さらに前へ進もうとした──いつの間にか、背後の足音は聞こえなくなっている。弾はじかれたように振り向くと、千紗の姿はなかった。

「高たか木ぎ！」

　返事はなかった。彼の声は木々の間に吸いこまれていくだけだった。彼は視界に落ちかかる枝を払いのけて、千紗の姿を捜した。後戻りしているつもりだったが、自分が通った跡は見当たらなかった。しばらく歩きまわるうちに、明良は方向感覚を失った。

　彼はいったん立ち止まると、大きく深呼吸をした。とにかく一度頭を落ち着けるつもりだった。

（ここは広い森じゃないはずだ）

　さっきのようにまっすぐ進めば、いずれは森の外へ出る。明良は再び前へ進み始めた──しかし、数歩も行かないうちに突然森が途と切ぎれた。元の場所に戻ったのかもしれないと思いかけて、目の前の大きな黒い建物に気付いた。

（『闇やみの教会』か）

　尖せん塔とうのような屋根。先端にある十字架。丸いステンドグラス。巨大な両開きの扉。初めて見る建物ではなかった。田た沼ぬま襟えりの描いたあの無数の絵にそっくりだった。

　彼は教会の入り口へ近付いていった。扉へ続く階段の一番上の段に、黒い塊のようなものが見える。階段の下まで来た時、誰だれかがそこに腰を下ろしていることに気付いた。

「来たのか」

　その男は親しげに明良に呼びかけた。奇妙に懐なつかしい声に、明良は一いつ瞬しゆんほっとしかけた。むしろそのことが今まで味わったことのない恐怖を呼び起こす。彼は今立っている場所から、一歩も動けなくなった。

　男は立ち上がった。ゆったりとした黒い司祭服を身につけている。靴は履はいていなかった。

「……俺おれの姿が見えてるのか」

「この世界でのお前が私だ」

　と、男は言った。

「お前の『影かげ』はお前と正反対の能力を持っている。いや、お前が私の影なのかもしれないが」

「お前が影かげ取とりだな」

「我らの間で、名乗る必要があるのか？」

　明あき良らと同じ顔が微笑ほほえむ。もし、祖父の道どう蔵ぞうと顔を合わす機会があれば、こんな風だったのかもしれない。この怪物を見て、祖父のことを考えている自分が無性に悔しかった。

「私の差し向けたシシャは気に食わなかったようだな」

「……死者？」

「この世界の『耳』をお前たちの迎えにやったのだが。自力でここまで来たのだろう」

　明良は頭の中で、使者、という言葉に訂正した。さっきの千ち紗さの「影」のことを言っているらしい。

「来るがいい。お前の花嫁も待っているぞ」

「……花嫁？」

「あの娘に会いに来たのだろう」

　影取は両開きの扉を開け放つ。その間、無防備に背中を晒さらしていた。なんの殺気も感じられなかった。

「まだ私を倒すつもりでいるのか」

「……当たり前だろ」

「不可能だな」
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　そう言い捨てて、影かげ取とりは教会の中へ消えた。明あき良らもその後を追って階段を駆け上がる。建物の中は外と違い、未完成のまま放置されたように殺風景だった。壁かべにも天てん井じようにもなんの装飾もない。聖堂を支える柱が並んでいるだけだった。反対側の壁際には、背を屈かがめなければ通れないような小さな扉がある。

　聖堂のちょうど中心に、大きな黒い塊が転がっている。明良が一歩聖堂の中へ足を踏み入れた途と端たん、ばさりと羽ばたきが聞こえた。塊がもぞもぞと動き、その一部がするりと上へ伸びた。それはとさかを生はやした鳥の頭だった。

　塊と見えたのは、常とこ世よ長なが鳴なき鳥どりの群れだった。

「……倒したはずなのに」

　明良の声を聞くと、影取は彼の方を振り向いた。

「あの鳥たちは私の一部だよ」

「お前は何匹いるんだよ！」

「新しく得たこの肉身が私の本体だが、あの鳥も、そしてこの町も私だ」

「町……？」

「常世の霧きりは死者の意志に従う。この町は私の意志の現れだ。この教会と森だけは別だが、その周囲に現れた通りも建物も人も、すべてが私の作り上げた分身なのだ」

　明良は絶句した。そういえば、山やま内うち栄えい一いちは一言も「裏の神かみ岡おか町ちよう」のことに触れなかった。彼が教会へ来た時にはまだそれはなかったのだ──。

「そして、この町が地上と入れ替わり、すべての上にあまねく常世の霧が行き渡れば、私でないものはなにもなくなる」

「何様なんだお前は！」

　怒りよりも恐怖を打ち負かすように明良は叫んだ。

「私は影取。十じゆつ相そうの位を与えられし、中ちゆう天てんの王となるべき者だ」

　影取が手を上げると、鳥たちがさっと飛び上がり、扉のそばにいる明良へ向かって殺到してきた。

「うわっ」

　悲鳴を上げながら、明良は危うく床に転がって避よけた──常世長鳴鳥の群れは、両開きの扉から外へ飛び去っていった。鳥の群れが去った後に、誰だれかが倒れていた。パジャマと長い髪を見た瞬しゆん間かん、明良は走り出していた。

「柊とう美みさん！」

　明良は影取の隣となりを通り抜けて、彼女に走り寄った。柊美は目を見開いたまま倒れている。抱いた肩はひやりと冷たかった。震ふるえながら口元に耳を近付けると、かろうじてまだ息をしている。左目と右目で瞳ひとみの色が違う。左目は町で見た「影」と同じように虹こう彩さいを失って、黒い石が詰めこまれているように見えた。

「……柊とう美みさんになにをした」

「影かげを受け容いれたのは本人だ。もっとも、影の侵入は途中で止まってしまったがな。この娘はまだ抗あらがっている。このままでは決して目を覚まさない」

　影かげ取とりはゆっくりと二人に近付いてくる。明あき良らは柊美を庇かばうように、肩を抱いた手に力をこめた。

「明良」

　名前を呼ばれてはっと影取の顔を見る──今まで、常とこ世よの怪物がそんな風に彼の名を呼んだことは一度もなかった。

「よくここまで辿たどりついた。道どう蔵ぞうもここまでは至らなかったかもしれん。ここがお前の到達点だ」

　まるで幼い子供に言い聞かせるように、影取は語りかけた。そして彼に向かって、自分の両手を見せた。

「お前を『器うつわ』の基き礎そに使い、直系の『紫の者』を片端から食えば、この『器』はもっと簡かん単たんに作り上げることができた。何故なぜ、わざわざ他ほかの者から『器』を作り上げたと思う？」

　明良は呆ぼう然ぜんと影取の顔を見上げたままだった。影取は口元に柔らかい微笑をたたえている。彼は混乱していた。目の前にいるのが常世の怪物だと分かっている。しかし、この「敵」が自分に近しいという感覚を止めることはできない。安易に口を開くと、相手の話に頷うなずいてしまいそうだった。

「お前に対する褒ほう美びなのだよ」

「……褒美？」

　明良は口の中でその言葉を繰くり返した。

「そうだ。お前はごく弱い力しか持たずに、数々の危機を乗り越えてきた。私の計画をなに一つとして止めることはできなかったが、お前の胆力は瞠どう目もくに値する。お前を私の一部にしてしまうのは簡単だ。やがてこの世界全体が私の一部となろう。しかし、お前はよく生き延びてきた。その褒美として、地上に私ではない部分を残してもいいと思っている」

　影取は言葉を切り、明良の方へ屈かがみこんだ。手を伸ばせば届く距離で、二つのまったく同じ顔が向かい合っていた。

「お前が私に恭きよう順じゆんの意を示せばそうしてもいい」

　両者の間に沈ちん黙もくが流れる。明良はふと、柊美の体の冷たさを意い識しきした。影取はずっと自分たちを試してきたのだ。その結果大勢の人間が死に、柊美も死にかけている。

「……よく分からねえけど」

　と、明良は言った。

「『俺おれの手下になれば命は助けてやる』って言いたいのか？」

　影取は静かに頷いた。

「柊とう美みさんはどうなるんだ？」

「既にこの娘には私の一部が入りこんでいる。音おん叉さや鈴では霧きりを封じこめることはできても、払うことはできない。私の意志でなければこの霧を取り除けないということだ。しかし、お前に免じてこの娘からは私の一部を引き上げても構わん」

「俺おれたち以外の人間はみんな死ぬんだろ。俺たちの仲間も、そうじゃない人間も」

「人間の話が何故なぜ出てくるのだ？」

　影かげ取とりは不ふ思し議ぎそうに言った。向かい合ってから初めて、明あき良らの胸に怒りが湧わき上がってきた。この怪物はずっと人の命を弄もてあそんでいた。そして、そのことを気に留めてもいない。

「当たり前だろ。お前と違って俺たちは人間なんだよ」

「お前たちには、紫の者の血が混じっている。人である必要はないのだ」

「知ったことか」

「嘆かわしいことだな」

　影取は背筋を伸ばして、表情のない目で明良を見下ろした。

「紫の者がなんなのか、お前は知らないのか。陽を表す赤と、陰を表す黒を統一する太極が紫だ。常とこ世よの黒い霧に『赤い本』の叡えい智ちを注ぎこまれて紫の者は作り出された。常世の霧を制し『赤い本』を守しゆ護ごする存在としてな。人間などとは比べるべくもない」

「お前はもう紫の者じゃねえだろ！　常世の怪物だ！」

「私は人間と常世の者と紫の者、三者を極きわめ、すべての頂点に立つべき王だ。地上にいる何者も私を倒すことはできない。お前たちにもその手段はない」

　明良はポケットに入っている、山やま内うちに渡された弾丸を思い出した。この瞬しゆん間かん、常世に下りてから初めて明良は希望を見み出いだした気がした。そのおかげで冷静さを取り戻したと言ってよかった──この怪物はまだ「目」の弾丸に気付いていない。

「紫の者と常世の者と人間か」

　と、明良は言った。

「確かにお前には全部混ざってるもんな。でもそういうのは、『王』って言うんじゃない」

　視界の端で動くものがある。明良は意図的に影取から目を離さないようにしていた。自分の方に敵の注意を引き付けておきたかった。

「お前はただの雑種だ！　全部の出来損ないだ！」

　予想に反して、影取は表情を変えなかった。不ふ審しんげに明良を見下ろしているだけだった。そしてそのままの姿勢で言った。

「……音叉を立てようとしているのか？」

　影取の背後を歩いていた千ち紗さが、凍り付いたように立ちすくんだ。
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　常とこ世よ花ばなの森で明あき良らとはぐれてから、千ち紗さはパニックに陥った。ふだんは隠そうと努めているが、もともと怖がりな性質である。この森の中では、周囲のすべての木々が「音」を発している。自分がどちらへ進んでいるのかまったく分からなかった。

　冷静になったのはしばらく時間が経たってからだった。それも偶然のことで、森の発しているのとは別の「音」を聞いたような気がしたからだ。その「音」の大きくなる方へ近づいていって、ようやくこの森から抜けることができた。

「音」を発していたのは影かげ取とりだった。彼女は足音を忍ばせて教会の入り口へ近付き、影取と明あき良らが話しているのを見付けたのだった。影取は自分から背を向けている。聖堂の中へ滑りこむと、柱の影に隠れながら近付いていった。

　彼女は明良たちと影取の位置関係を確かめる。音おん叉さの結界の中に封じこめるのは難むずかしかったが、予あらかじめ作っておいた結界に誘いこむことならできるかもしれない。彼女は音叉を胸の前に抱えて、影取の後ろを横切ろうとした。

　あっさりと影取に気付かれたのはその時だった。

「その程度の大きさの音叉では、足止めにもならんぞ」

　そう言いながら影取は大おお股またに歩み寄り、千紗の前に立ちふさがった。そして彼女が抱えている音叉をむしり取ると、かすかに顔をしかめながら背後へ放り投げた。

「……紫の骨に触っても平気なんですか」

　千紗はこの常世の怪物に対して、つい敬語で喋しやべっていた。全身の震ふるえがどうしても治まらない。

「ああ」

　影取は千紗に手のひらを見せる。火傷やけどのような跡が赤く残っているだけだった。

「普通の常世の怪物には触れることができない。しかし、私は人間の肉体を『器うつわ』にしている。しかも、『紫の者』の肉も混ざった器だ。お前の音叉など役には立たん」

　千紗は思わず目を逸そらした。その顎あごを摑つかんで、影取は自分に顔を向けさせる。

「やめろ！」

　明良が背後から摑みかかったが、影取はぴくりとも動かなかった。首に巻かれた明良の腕を摑んで振り解ほどき、そのまま無造作に体ごと放り投げた。明良は文字通り宙を飛び、柱に激げき突とつして床に落ちた。

「明良たちは殺さないでおいてもいいと思ったが」

　影取は千紗の顔を覗のぞきこむ。彼女の震えが一層激はげしくなった。

「お前には他ほかの二人ほどの胆力はないようだ……殺しても構わないな」

　千紗は大きく目を見開いた。まだ動けないでいる明良を、影取は横目で見た。

「私は人の営為に疎うとい」

　と、影かげ取とりは言った。

「しかし、この娘を殺せば『仲間』とやらへの未練も少しは薄うすれるのか？」

　明あき良らは影取に向かって叫ぼうとしたが、口から出たのは血の混じった咳せきだった。背中をしたたかに打っているようだった。

「とりあえず、この娘の肉を食らい、血を啜すすってみるか」

　影取は独り言のように呟つぶやきながら、千ち紗さの毛糸の帽子を投げ捨てる。そして、髪の毛をかき分けて彼女の右耳を晒さらした。

「まず、一番大事な耳から千ち切ぎろう」

　千紗はどこか遠い気持ちで影取の言葉を聞いていた──まさか本気でそんなことをするはずがない。ただの脅しに違いない。しかし、冷たい指が彼女の柔らかい耳じ朶だをしっかりと摑つかみ、静かにそれをひねり上げていった。痛みに彼女は悲鳴を上げた。

「……やめて」

「それは命いのち乞ごいなのか？」

　不ふ思し議ぎそうに影取は言った。気の遠くなるような恐怖に、千紗の目の前が暗くなった。

（脅しなんかじゃない）

　この怪物はただの思い付きを実行しているだけだ。あっさりと人間の耳を引きちぎるに違いない。子供が虫の羽根を千切るように。

「それならもっと大きな声で言うべきだな」

　影取は耳を摑んだ手を、緩かん慢まんな動きで下ろしていく。頭はしっかりと固定されたままだった。全身から冷たい汗が噴ふき出す。耐えがたい激げき痛つうに、彼女は悲鳴を上げながらめちゃくちゃに影取の体を叩たたいた。耳鳴りの中で、彼女は確かにぷつりと皮の破れ始める音を聞いた。

「やめて下さい！　お願いします！　助けて！」

　千紗の口から、自分でも思ってもみなかった大声が出た。影取は千紗の無事な左耳に口を寄せて、低い声で囁ささやいた。

「明良たちならそんな惨めな物言いはしない。お前に『紫の者』の資格はないな」

　千紗の体にそれまでとは違う戦せん慄りつが走った。

「おい」

　突然、明良の声がすぐそばで聞こえた。明良が自分と影取のすぐそばに立っている。影取が反応しようとした瞬しゆん間かん、明良が影取の足元に屈かがみこんだ。千紗の体に明良の腕が回され、彼女は影取から引き剝はがされていた。

　右耳がまったく聞こえなくなっている。千紗は震ふるえる手で自分の右耳に触れる──まだ耳はそこにあった。しかし、触れた途と端たんにまた痛みが走った。彼女の髪の毛をかき分けて、明良が彼女の耳を注意深く見る。

「少し血が出てるけど、大丈夫だ。聞こえるか？」

　耳鳴りが遠ざかって、ようやく右耳に音が戻ってきた。

「……はい」

　千ち紗さは影かげ取とりを見る。さっきと同じ場所に立ちつくして、自分の足元をぼんやりと眺めている──その右足の甲に深々と音おん叉さが突き刺さっていた。

「な……」

　明あき良らが音叉を武器として使ったのだ。しかも、音叉には紐ひものついた紫の鈴がぐるぐる巻きにされている。影取は身を屈かがめて音叉を引き抜こうとしたが、激はげしく震ふるえ始めた鈴に思わず手を引っこめた。

「音叉はともかく、その鈴には簡かん単たんに触れないみたいだな」

　と、明良は言った。

「しばらくそこで釘くぎ付づけになってろ」

　彼は千紗の腕を摑つかんで、柊とう美みの方へ走り出した。




　大した時間稼かせぎにならないことは明良にも分かっている。柊美はさっきと同じ姿勢で倒れていた。明良は震える手を伸ばして、彼女の体を抱き上げる。急がなければならなかったが、一いつ瞬しゆんその場に立ち止まったまま彼は目を閉じた。

「……取り返した」

　食いしばった歯の間から明良は言った。柊美は眠りに落ち、この教会にさらわれ、自分たちもここにおびき出されてきた。初めて影取の思惑を破って彼女を取り戻すことができた。そう思うと勇気が湧わいてきた。

　彼女を目覚めさせるための『赤い本』はこの先にある。

「行こう」

　奥にある小さな扉を見ながら明良は言った。しかし千紗の返事はない。振り返ると、彼女は唇を嚙かんで俯うつむいていた。

「なにやって……」

（他ほかの二人ならそんな惨めな物言いはしない。お前に『紫の者』の資格はないな）

　影取がさっき千紗に囁ささやいた言葉を明良は思い出した。臆おく面めんもなく命いのち乞ごいをしたことを恥じているに違いない。

「……高たか木ぎ」

　明良は前を向いて言った。彼女に気を遣ったつもりだった。

「ビビるのは当たり前だ。いちいち気にすんな」

「……はい」

　涙声で千紗が答える。明良が走り出すと、今度は千紗もその後をついて来た。

　奥に向かう扉は濃こい紫色で、あの「うつぼ舟」と同じように、紫の骨が寄よせ木ぎ細ざい工くのように組み合わせられていた。その奥に山やま内うちの言っていた「祭さい壇だん」があるに違いない。

　三人が扉の前に到着した時、背後でなにかを投げ捨てる音が聞こえた。

「高たか木ぎ、開けてくれ」

　そう言いながら、明あき良らは背後を振り返った。影かげ取とりが明良の突き刺した音おん叉さを引き抜いて、ゆっくりとこちらへ向かってきていた。先ほどの穏おだやかな笑みは影をひそめている。全身から立ち上る殺気に明良は息を吞のんだ。もう自分たちの命を助けるなどとは言うまい。

「早く開けてくれ」

　と、明良は言った。

「……開きません」

「そんなはずあるか！」

「じゃあ、見て下さい！」

　明良は扉を見る。微妙な凹おう凸とつはあるものの、どこにも取っ手がない。明良は柊とう美みを抱いたまま、肩から扉にぶつかった。扉は微動だにしなかった。

「……どうなってんだ」

　山内は確かに教会の中に「祭壇」があると言っていた。しかし、中に入れなければ意味はない。千ち紗さが顔をゆがめた。

「私たちやっぱり騙だまされたんです！　あの人は味方なんかじゃなかったんですよ！」

「そんな……」

　山内は確かに紫の者だった。喉のどの痣あざと、それに指にも痣が──。

（あっ）

　明良の頭にある考えが閃ひらめいた。

「柊美さんの手を扉につけろ！」

　と、彼は叫んだ。影取は既に三人のすぐ後ろまで迫ってきている。

「早く！　俺おれは両手が塞ふさがってんだ！」

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、千紗もはっと気付いた。だらりと地面に垂れている柊美の右手を取ると、祭壇へ続く扉に押し付ける。今まで沈ちん黙もくしていた扉が噓うそのように向こう側へ開いた。柊美を抱えた明良が扉の中へ倒れこみ、千紗もそれに続いた。

　千紗はすぐに向きを変えると、開いた扉に体当たりを食らわせる。紫の扉は、影取の鼻先でぴしゃりと閉まった。

（「うつぼ舟」と同じ仕掛けなんだ）

　再び閉じた扉を見ながら明良は思った。「紫の右手」に反応してこの扉は開く──まさしく、この場所に入れるのは紫の者だけということになる。

　明良は柊美の体を床に横たえて、その空間を見まわした。半円形の形をした小部屋で、話に聞いた礼拝堂のようだった。壁かべには網あみの目のように紫の骨が張り巡らされている。窓は一つもなく、明かりも見当たらなかったが、部屋全体がぼんやりと薄うすく光っていた。

「神じん野のさん」

　と、千ち紗さが言った。

「あれ、なんですか」

　部屋の中心には大小二つの台がある──大きな方の台には、背の高い紫色のミイラが横たわっていた。明あき良らと千紗は慎重に近付いていく。

「こんなものが私たちの先祖なんですか」

　千紗の声は震ふるえている。「最初の紫の者」の死体には右腕がなかったが、からからに乾き切った肉体のほとんどは残っていた。紫色の鱗うろこで覆おおわれた左手の先端には大きな鉤かぎ爪づめがあり、大きく長い嘴くちばしは絶叫しているように開いたままだった。長い間畳まれている背中の翼つばさは、ひだを作ったまま石のように固まっていた。頭には短い角つのを生はやし、台の下には鱗にまみれた細い尾まで垂れている。

「……フレースヴェルグ、じゃなかったのか」

　ここに来る前に気付いてもおかしくはなかったのだ──原稿用紙の裏に田た沼ぬま襟えりが描いた、あの怪物の絵には右腕がなかった。『とこよのいと』の事件の時、フレースヴェルグが最後まで欠いていたのは左腕の方だ。最初の紫の者の右腕から、紫の銃は作られたのだと山やま内うちは言っていた。ということは、最初の紫の者の死体は右腕を欠いているはずだ。

「どう見ても怪物じゃないですか」

　明良にはそれ以上に思えた。田沼襟の絵を見た丸まる谷やが言ったように、この怪物は天てん狗ぐにも似ている。天狗もフレースヴェルグも、ワシが原型とされている怪物だ。来くる栖す裕ひろむはこの怪物を参考にして、フレースヴェルグを描いたに違いない。

「怪物っていうよりは……」

　明良は言いよどんだ。要よう子こに聞いた話では、隠れキリシタンの教義にも天狗は登場する。天狗は人心を惑わす神の敵であり、じゅすへるとともに中ちゆう天てんに住まう者だった。適切な日本語がなかったために、その言葉が用いられたと考えられている。あるいはこれを見た当時の人々によって、姿形が最も似ている妖よう怪かいの名が当てられたのかもしれない。

　ともかくも、今では別の訳語が当てられている。それは──。

（悪あく魔ま、か）

　と、明良は声に出さずに呟つぶやいた。
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　二人の背後で、がつん、とノックに似た音が響ひびいた。一いつ瞬しゆんの間を置いて、またがつん、と聞こえた。明良たちの入ってきた扉が揺れている。向こう側から、影かげ取とりが扉を破ろうとしているに違いない。

「……これは後回しにしようぜ」

　と、明あき良らは紫の者を見ながら言った。影かげ取とりの力がどれほどのものか、明良には想像もつかない。この部屋がいつまで保もつかは分からないのだ。

　明良はもう一つの小さな台に目を移す。そこにはちょうど両手に収まるほどの、小さな白いものが無造作に置かれていた。明良は部屋の中を見まわす。安置されているのはこの二つだけだった。

「それが『赤い本』なんですか」

「……赤くないな」

　明良はそれを手に取った。予想よりもずっと軽い。一体なんの材質でできているのかが分からない。紙のようでも布のようでも皮のようでもある。表紙や背らしきものはあり、形は確かに本のようだったが、開くことはできなかった。ページの間には爪つめの先も入らない。薄うすいものが綴とじてあるというよりは、ただの直方体に見える。本をかたどって作られた模型のようだった。

　ふと、明良は表紙の真ん中に、かすかな裂け目のようなものがあることに気付いた。そこに爪を立ててみたが、やはり入らない。

「なんだこれ」

「本当に『赤い本』なんでしょうか」

　ここに来る前に抱いていたイメージとはまったく違う。これが人智を超越した「世界の始まりの賢かしこき者」なのだろうか。

「……試してみるしかないか」

　結局のところ、質問を口にしてみるしか方法はないようだ。明良は床に倒れている柊とう美みを振り返る。これが本当に『赤い本』であれば、彼の望む情報がもたらされるはずだ。明良は本の表紙に手を置いた。

「柊美さんを……」

「待って下さい」

　千ち紗さが言いながら、明良から本を奪った。

「なにを尋ねるつもりなんですか？」

「柊美さんを起こす方法」

「そんな質問で、本当に御み厨くりやさんは助かるんですか」

　山やま内うち栄えい一いちの忠告を明良は思い出した。質問には十分注意しろと彼は言っていた。

「……質問は具体的な方がいいんだっけ」

『赤い本』は人間の質問にまともな答えを返さない。影取は常とこ世よの怪物と戦う方法を知って、結果として自分が怪物と化してしまった。もし、柊美が「目を覚ました」としても、二週間前のように常とこ世よの霧きりから力を得ていたのではなんの意味もない。

「柊とう美みさんの体から、常世の霧を払う方法……これならどうだろ」

　千ち紗さはしばらく考えていたが、やがて答えた。

「……具体的ですし、それなら確実だと思います。体から常世の霧がなくなれば、御み厨くりやさんは目を覚ますんですから」

　千紗は明あき良らに本を手渡した。

「万が一それで失敗したら、次は私ですね」

　明良は頷うなずいたものの、できるだけそれは避さけたかった。その場合は千紗にも「代だい償しよう」が付きまとうことになるはずだからだ。

「とりあえずやってみる」

　むしろ、手にしているこれが本当に『赤い本』なのか、そのことの方が気がかりだった。明良は本を台に置くと、再び表紙の上に手をかざした。期待と不安に煽あおられて心しん臓ぞうの鼓動が速くなり始めた。果たしてそれでうまく行くのか。

「柊美さんの体から、常世の霧を払う方法を知りたい」

　明良ははっきりした声で言った──なにも起こらない、と思った瞬しゆん間かん、表紙の真ん中にあった小さな傷がかっと開いた。その奥で濡ぬれたような赤い眼球が輝かがやきを放っていた。

　その目から同じ色の液体がどっと溢あふれた。明良は悲鳴を押し殺した──流れているのは血だった。たちまち本の表紙は赤く染まっていった。

（赤い本）

　本を染めた液体は台を包むように流れ落ちていった。それは床に達し、明良の足元をも丸く浸していく。不意に血ち溜だまりに沈んだ『赤い本』の表紙がひとりでに開いた。赤い飛沫しぶきをまき散らしながら、本のページが恐ろしい速さでめくられていく。明良は全身を赤く染めたまま、憑つかれたようにその動きを見つめていた。

　やがて、ぴたりと本が開かれた状態で静止した。そして、そのページから赤い光が迸ほとばしる。それはどことなく紫の銃のあの光を思わせた。明良の視界が赤で満たされた瞬間、頭の中で巨大ななにかが炸さく裂れつした。「それ」は映像であり音であり言葉であり、手て触ざわりであり匂においですらあった。凝ぎよう縮しゆくされた知ち識しきが明良の限られた頭脳の中で渦うずを巻いた。

　彼は口を開いたが、自分の悲鳴を聞いていなかった。自分の頭の中に割りこんでくるものが一体なんなのか、理解する暇もなかった。知るということがこれほどの恐怖を巻き起こすものなのか。圧倒的な知識の奔ほん流りゆうに吞のみこまれ、彼は少しずつ意識を失っていった。




「神じん野のさん」

　誰だれかが激はげしく肩を揺さぶっている。彼は遠い気持ちでそれを感じていた。なんだろう、と彼は思った。神野、という名前がなにを意味するのか、理解できなかった。誰かの名前らしい。どこかで聞いた憶おぼえがある。

「神じん野のさん！　神野さん！」

（俺おれの名前だ）

　かちりと音を立てて、すべてのものが収まるべきところに収まった気がした。はっと我に返ると、彼は小部屋の中心で背筋をぴんと伸ばして立っていた。全身が石のようにこわばって、首一つ動かすのにも努力が必要だった。

「あれは？」

　回らない口を慣らすように、明あき良らはゆっくりと千ち紗さに言った。

「あれってなんの話ですか？」

　彼は台の上を見る。『赤い本』は台の上に置かれたままだった。質問をする前の色に戻っていた。部屋中にまき散らされた血も綺き麗れいになくなっている。

「……俺、どうなった？」

「どうって……急に悲鳴を上げて、動かなくなったんです」

「本が開いたよな？」

「いつですか？」

　明良は絶句した。幻覚とはとても思えないような生々しさだった。

「……開いたんだよ、今」

　どうやら自分にしか見えなかったらしい。「知ち識しき」などという生なま易やさしいものではない。まるで凶器だった。一いつ瞬しゆん、自分の名前を忘れかけたことを思い出して明良はぞっとした。

（自我が吹き飛ばされる、か）

　山やま内うちの言葉の意味が今の明良には分かる──それもありうることだった。

「質問の答えはどうなったんですか？」

　と、千紗が言った。明良は頭の中が真っ白になったような気がした。確かに本からはなにかを受け取ったのだが、それをどう説明したらいいのかが分からない。

「……それは」

　明良は焦あせりを感じた。結局のところ、本を開かなかったのと同じではないか、と思いかけた時、彼の口からひとりでに答えが出た。

「呪じゆ文もんだ」

　彼はふらついた足取りで、大きな台の方へ近付いていった。

「『とこよのいと』の話はしただろ。呪文で本の力を発動させる。怪物を呼び覚ます呪文があるみたいに、人間の体から常とこ世よの霧きりを払う呪文もあるんだ……それには必要なものがある」

　彼は最初の紫の者に触れた。さっきとは違って、もうこのミイラを恐ろしいとは思わなかった。鱗うろこに覆おおわれた顔を持ち上げると、おもむろに閉じられた左目に指を差しこんだ。砂の中をまさぐるような感触だった。やがてガラスのような硬いものに触れ、指を回してそれを抉えぐり取った。

「あ……」

　千ち紗さが驚おどろきの声を上げて、一歩後あと退ずさりをする。明あき良らが指の間に挟んでいるのは、紫の者の左の眼球だった。

「……これを使う」

　体の奥の方から、次々と答えが湧わき出てくるような奇妙な感覚だった。しかし答えを言葉にすると、ほとんど間違いのレベルにまでその知ち識しきを貶おとしめている気がする。

「呪じゆ文もんで本の力を呼び覚ます。この目はそのための依より代しろだ。これを粒子にして、体内に行き渡らせるんだよ。それで霧きりを追い出す。基本的には銃と仕組みは一緒なんだよ」

「……依代？」

　聞き返した千紗に明良は絶句した。今まで一度も使ったことのない言葉だった。その意味を自分でも説明できない。

「これを柊とう美みさんの体の中で爆ばく発はつさせる。『目』以外の紫の骨でも発動する呪文だけど、それじゃ力が弱すぎる。柊美さんの体に入りこんでるのは影かげ取とりの一部だから」

　明良は説明を切り上げた。知らない言葉がまた自分の口から出てくるようで不安だった。彼は台から『赤い本』を取って、柊美の上半身を抱きかかえる。ちらりと扉の方を見る。外から聞こえる音の大きさは変わらないが、心なしかさっきよりも扉の揺れが大きくなっていた。

（急がないと）

　柊美の唇を開いて、その中に紫の者の目を押しこんでいく。彼の人差し指と中指は、根元まで柊美の口の中に消えた。途と端たんに柊美の鳩尾みぞおちのあたりが痙けい攣れんし始める──明らかに呼吸が止まっていた。

「ちょっと待って下さい！　それじゃ息ができないですよ」

「大した時間じゃない。この場合、依代はここに置くのが一番いいんだ」

「どういうことですか」

　と、千紗が聞き返す。明良はもどかしくなってきた。どうして自分が「知っている」ことを千紗は知らないのだろう。

「だから依代を喉のどに置くのが一番手っ取り早いんだよ」

　うんざりしたように明良は言った。

「喉はロゴスを司つかさどるから、ロゴスの集合体である『赤い本』と相性がいい。究極のヌースから現れたロゴスはピュシスとノモスの仲立ちをする。常とこ世よの霧はピュシスより現れたものだから、ロゴスの力をピュシスに乗せればノモスへ変換できる。喉に『赤い本』のロゴスの力を集中させて、依代を体の内部で爆発させれば……」

　明良は突然口をつぐんだ。千紗は怯おびえた目で彼の顔を見ている。

「……なにを言ってるんですか？」

　彼自身が自分の言葉に慄りつ然ぜんとしていた。自分でないものが勝手に自分の口を借りて喋しやべったようだった。

「俺おれにも分からない」

　明あき良らは吐き捨てるように言いながら、柊とう美みの鳩尾みぞおちのあたりに『赤い本』を置く。

（この本は人間が開いていいもんじゃないんだ）

　山やま内もとが『赤い本』を使うのを止めたのも分かる。できればもう二度と関かかわりたくない。彼は再び手をかざすと、低い声ですらすらと呪じゆ文もんを唱え始めた。自分でも驚おどろくほどの滑らかな口こう跡せきだった。




「いにてすりべんと、きりやぼんど、あにやうす、きやうす、びりようどす、よりよどす」




『赤い本』の表紙の目が再び開いた──しかし、今回はページは開かなかった。赤い目から一筋の光が、柊美の白い喉のどに向かって投射された。次の瞬しゆん間かん、柊美の体が激はげしくはねた。明良は恐怖に駆られながら彼女をしっかりと抱きすくめる。明良は後悔していた。どうしてこんな本の力で柊美が助かると思ったのか。最初から間違っていたのだ。

（死……）

　突然、柊美の口から黒い霧きりがどっと溢あふれた。霧は竜たつ巻まきのように彼女の口から巻き上がり、ゆっくりと拡散していった。柊美はぐったりと彼の腕の中に沈みこんだ。明良は手を伸ばして柊美の左手を確認する。彼女の手からあの黒い痣あざが消えている。手は元通りだった。

　彼女の胸は規則正しく隆起している。生きている、と思うと、明良の全身から力が抜けていった。柊美の瞼まぶたがかすかに震ふるえて、目が開いた。明良はぼんやりとそれを眺めていた。まだ信じられない気持ちだった。

「……明良君」

　彼女に名を呼ばれるのをずっと待っていた気がする。ようやく一番大切なものを取り戻したのだ。胸がつまって言葉が出てこない。彼女の顔を眺め続けた後で、やっと口にしたのはおそろしく簡かん単たんな言葉だった。

「……お帰り」

　突然柊美は咳せきをし始める──常とこ世よの霧を払うことはできたが、彼女は健康体に戻ったわけではない。文字通りただ目覚めただけだ。

　聖堂へ通じる扉の揺れが、さらに激はげしくなってきていた。
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　千ち紗さはかすかになにかの折れる音を聞いた。扉の方からだった。振り返ると、丸くふくらんだ扉の中心にひびが走っていた。扉が破られる瞬間が近付いている。

「……ここは？」

　と、柊とう美みが明あき良らに尋ねた。

「裏の神かみ岡おか町ちよう。扉の外に影かげ取とりがいる」

　明良は言い聞かせるように柊美に語りかけた。彼はいきなりジャケットのポケットから「紫の銃」を出して柊美に見せたのだった。彼女はなにも言わずに銃を眺めている。

「これに、影取も倒せる弾丸がこめてある」

　と、彼は静かに言った。

「柊美さん一人では撃うてない。俺おれたちも一いつ緒しよに撃つ。撃てばどうなるかは分からない」

　千ち紗さは驚おどろいた。前置きもなにもない、聞きようによっては残酷な話だった。彼女を助けておいて、生きるか死ぬかの選択を迫っている。

「戦ってもいいけど、影取を放り出して逃げる手もある。その代わり、俺たち以外の人間はみんな死ぬ」

　明良は一いつ瞬しゆん考えて、照れたようにつけ加えた。

「一応言うけど……あの、どっちでも俺は一緒にいるから。絶対離れない」

　柊美がにっこり笑った。胸が締しめ付けられるような、澄すんだ笑顔だった。

「どうする？」

　明良はそれっきり口をつぐんで、柊美の顔を見守っている。それで終わりですか、と千紗はもう少しで叫ぶところだった。それではなにも説明していないのと同じだ。

[image: ]

　しかし、柊とう美みはなにも聞き返さない。明あき良らの手に乗せられた銃を黙だまって受け取った。

「……うん。分かった」

　明良が大きく頷うなずく。分かったってなにが分かったんですか。

「高たか木ぎ」

　明良が彼女を振り返った。千ち紗さは唐とう突とつに死の危険と向かい合っていることに気付いた──今の会話で、影かげ取とりと戦うことに決まったらしい。彼女は一いつ瞬しゆんためらったが、すぐに覚悟を決めた。

（おじいさまたちは生き延びたんだから）

　千紗は二人に近付いていった。柊美は立ち上がることもできないようだった。明良に背中を抱えられたまま、床の上に座っている。

「順々に手を繫つなぐんだったよな」

　明良は独り言のように呟つぶやき、千紗の顔を見上げる。

「お前、俺おれと代わって柊美さんの手を握れ。俺がお前の手を握る」

「え？」

「あのじいさんが言ってただろ。使い手は媒介になるから、それ以外の他ほかの人間の方が危ないって。順々に手を繫いでいけば、外側にいる奴やつほど危ないんだ」

　明良は一番「外側」を担当するつもりなのだ。どうしてこの人たちはこんなに落ち着いてるんだろう、と千紗は思った。柊美も黙って扉を見ている。自分が置かれている状況も分かっていないはずなのに。

　ドアの衝しよう撃げき音が明らかに変わり始めた。硬いものが折れる音が混じってきている。扉の細かい破片が中に飛び散った。

「なにやってんだ。早く代われ」

「あ、はい」

　千紗は慌てて柊美の背中を支えて、彼女の左手を握った。目覚めたとは言え、彼女の顔色は真っ青だった。それでも銃じゆう把はを片手でしっかりと握り締しめ、銃口を今や壊こわれかけている扉に向けた。柊美はかちりと撃げき鉄てつを起こす。

「……扉の開いた瞬間が勝負だな」

　と、明良が震ふるえる声で言う。

「奴やつがこっちへ通り抜ける瞬間を狙ねらっ……」

　ふと、明良の顔色が変わった。

「どうしたんですか？」

「分からない。でも、なんか嫌いやな予感が」

　その時、轟ごう音おんとともに扉が内側に弾はじけ飛んだ。大小の破片が空中に飛び散る。

「待って！」

　銃を構えようとしている柊とう美みに、明あき良らが覆おおい被かぶさった。

　扉の向こうに影かげ取とりが立っている。千ち紗さには明良の行動が理解できなかった。みすみす攻こう撃げきの機会を逃そうとしているようにしか見えない。

　飛び散った破片に一いつ瞬しゆん遅れて、なにかが闇やみの中から飛んできた。

「うっ」

　明良が悲鳴を上げて蹲うずくまった。彼の肩口に、鈴のついた音おん叉さが深々と突き刺さっていた。さっき影取の足に突き刺したものだった。

「返してやったぞ」

　扉の向こうから、笑いを含んだ声が聞こえた。明良が体を震ふるわせると、レザージャケットに開いた穴からどっと血が溢あふれた。

「明良君！」

　柊美が悲鳴を上げる。明良が庇かばわなければ、音叉は彼女に当たっていたはずだ。千紗は傷口を見ようとしたが、彼は逆に彼女の手を固く握り締しめた。

「これで奴やつは警けい戒かいしない。チャンスだ！」

　食いしばった歯の下で、明良が鋭するどく言った。千紗は扉の外を見る。明良の体に隠れて、影取からは柊美の手にした銃が見えていない。影取は悠然と部屋の中に足を踏み入れてくる。

「今だ！」

　明良は千紗の手を握ったまま、柊美の前から飛びのいた。銃口が影取に向けられる。影取は紫の銃に気付き、同時に明良たちが手を繫つないでいることにも気付く。しかし、礼拝堂に一歩だけ足を踏み入れていることが災わざわいした。飛びのこうと真後ろにのけぞった瞬間、柊美が引き金を引いた。

　千紗の両手から冷たいしびれが全身に広がった。まるで一瞬のうちに体が凍り付いたようだった。柊美の肩越しに、銃そのものが光っているのが見える──自分たち三人の命がそこに集まっていた。

　銃口からそれまで目にしたことのない凶暴な光が溢れた。思わず千紗は目を閉じた。しかし瞼まぶたを通じても、その光は彼女の目を突き刺してくる。突然、千紗はこの銃もまた生きていることを悟った。光はまるで銃の咆ほう哮こうのようだった。

　やがてゆっくりと光が遠ざかっていった。光が消えていくのか、五感が失われているのか、どちらなのかはもう分からない。最後に頭に浮かんだのは、

（おばさま）

　来くる栖す要よう子この顔だった。
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「……どうかしましたか」

　薄うす暗ぐらい部屋の中で尾お沼ぬまが言った。要よう子こは顔を上げて、閉ざされたままの鎧よろい戸どを見ていた。まるで誰だれかに呼ばれたようなしぐさだった。

「いいえ、別に」

「……」

　尾沼は聞き返さなかった。なにを案じているか、聞かなくとも想像はつく。

　彼は要子の家にいた。居間の二人がけのソファに、要子は楽な姿勢で横たわっている。尾沼は黙もく々もくと地じ震しんで床に落ちた調度品を片付けている。そんなことなさらなくても、と何度も言われたのだが、なにもしていないことに耐えられないのだった。

　家の中にいるのは二人だけだった。若い者は皆、目の見えない老人と一いつ緒しよに出かけている。地震で骨折した要子を一人にしておくわけには行かず、尾沼一人が残ったのだった。彼自身も食器棚の割れたガラスで頭に傷を負っている。禿はげ上がった頭には分厚い包帯が巻かれていた。家中の扉や窓は厳げん重じゆうに閉ざされている。町中を徘はい徊かいしているという、死んだ人間たちを家の中に入れないためだった。

「尾沼さん」

「……はい」

　尾沼は割れた花瓶の破片を拾っているところだった。

「前にもこんなことがありましたね」

　彼も同じことを考えていた。半年前、闇やみの木の事件が起こった時も、二人は明あき良らたちが戻ってくるのを待ち続けた。

「今度は戻ってくるかしら」

　尾沼は返答に窮きゆうした。今までとは比較にならないほどの大規模な事件だった。しかし、難むずかしいでしょうな、という答えはあまりにも愚かしく思えた。要子にもそれは分かっているはずだ。

「戻ります」

「本当に？」

「と、信じています」

　暗がりの中で、不意に要子は微笑ほほえんだ。

「……なにか」

「つい何ヶ月か前まで、私には心配する相手もいなかったのに」

　要子は千ち紗さのことを考えているに違いなかった。

　尾沼はふと自分の息子のことを考えた。あの奇妙な老人と一緒に出かけていったのだが、果たして無事だろうか、と。




「明かりが見えるかね？」

　と、山やま内うちが言った。

「……町の端の方に、いくつか」

　尾お沼ぬま文ふみ彦ひこが答える。

「では、わしらの他ほかにもまだ無事な人間がいるということだな」

　二人が立っているのは、神かみ岡おか町ちようの三方を囲む山の一つだった。文彦は商店街のあたりに目を凝こらしていた。降り続いている雪のせいで視界は悪いが、町の中心地が完全な暗くら闇やみになっていることは分かる。老人の言葉の通りだとすると、その周辺に無事な人間は残っていないことになる。

「誰だれか心配な人でもおるようだね」

　文彦はかすかに顔を赤くした──幼おさな馴な染じみの晴はる海みのことを考えていたのだ。仕事に行っていた彼女がどうなったのか、確かめる暇もなかった。

「そういう相手はわしにはおらんな」

　聞いている方がぎょっとするようなさばさばした口調だった。その時、丸まる谷やが二人の方へ近付いてきた。

「ここの音おん叉さは立て終わったよ」

　と、丸谷は文彦に言った。町全体を包んでいる音叉の結界は、地じ震しんのせいで倒れて効果を失っていた。山内が丸谷たちに命じたのは、明あき良らたちが地下に下りている間に、その音叉をもう一度立て直すことだった。

　常とこ世よの霧きりから町の人間が出られなくなった状態で、結界を復活させることになんの意味があるのか、誰だれにも分からなかった。山内は後で説明する、としか言わなかった。

「……岬みさきさんたちは」

「先に車へ行っている」

「じゃあ、次へ行くかね、丸谷君」

　山内は白い杖つえを地面に突いて、雪を踏んで歩き始めた。しかし丸谷は答えない。文彦は彼の様よう子すが気になっていた。祖父にあたるという山内を、さっきから意図的に避さけているようだった。

「父の葬式にも来ませんでしたね」

　と、丸谷が不意に言った。山内に向かって言ったのだと分かるまで、しばらく時間がかかった。

「知らせが届かなかったのでね」

　山内は平然と答えた。

「その後にも来る気はなかったんですか」

「色々手が離せなくてね」

　珍しく丸谷がむっとしているのが、文彦には分かった。

「ところで、わしの息子はどうして死んだのかね？」

　文ふみ彦ひこもこれには啞あ然ぜんとした。この老人は本当に自分の息子についてなにも知らないのだ。

「ガンです」

　ぶっきらぼうに丸まる谷やが言った。

「なるほど。それに関しては済まんことをしたな」

　文彦はその時、妙な違和感を覚えた。老人の答えは少しズレているような気がした。

「丸谷君も気をつけた方がいいだろうな」

　心もち俯うつむきながら老人は言った。丸谷は余計なお世話だ、と言いたげな苦い顔をした。

「他ほかに済まないと思うことはないんですか」

「息子は謝あやまって欲しいと言っていたかね」

　丸谷は一いつ瞬しゆん詰まった。

「息子の墓参りにも来ない人間が、町を助けるためにわざわざ戻って来たんですか」

「丸谷君はわしを信用しとらんのだね？」

　ずばりと山やま内うちは言った。丸谷は再び一瞬詰まってから答えた。

「明あき良ら君たちが無事に戻ってくれば」

「……いい答えだ」

　山内は心底楽しげな笑顔を見せた。

「君はわしに似とるようだ。そうそう見知らぬ相手を信用してはいかん」

　丸谷はもっと苦い顔をした。
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　自分の目が覚めている、と気付くまでしばらく時間がかかった。

　柊とう美みは小部屋に横たわっていた。全身が氷の塊にでもなったように重く冷たい。息をするたびに、胸がきりきりと痛む。しかし、それは生きている証あかしでもあった。

（戻ってきた）

　彼女の記き憶おくは、三さん者じや岩いわでの常とこ世よ長なが鳴なき鳥どりとの戦いで途と切ぎれている。それからどれぐらいの時間が経たっているのかは分からない。暗い場所でずっと明良を呼んでいたような気がする。いつの間にかその彼が目の前にいた。

　さっきの明良の短い説明ですら、彼女はきちんと意味をくんでいたわけではなかった。はっきりと「一いつ緒しよにいる」と言ってくれたことだけが重要で、銃を手にしたのは無む意い識しきに近い。後は彼の説明を丸まる吞のみにしただけだった。扉の向こうに敵がいて、それを全員の協力で撃うたなければならない、ということ以外は、頭から消えていた。

　すぐそばに誰だれかが倒れているのがぼんやり見える。明良のようだった。彼女はこわばった腕を伸ばして、彼の手に触れた。自分と同じように冷たかった。彼女は「一緒に撃つ」という言葉の意味にようやく気付いた。

　その時、明あき良らが目を開けた。




　最初に柊とう美みと目が合った。驚おどろいたような顔をしていた。自分の足元の方に、同じように千ち紗さが倒れている。かすかに身動きをしていることで、生きているのが分かる。

（……影かげ取とりは？）

　飛び起きようとした瞬しゆん間かん、激げき痛つうが全身を駆け抜けた。明らかに肩の傷のせいだけではない。彼は肘ひじと膝ひざを突いた姿勢で激はげしく咳せきこんだ。肺と心しん臓ぞうが抉えぐり取られたように痛む。思わず口を押さえたが、喉のどの奥から鉄の匂においのする塊がごぼりと湧わいた。

　咳がやんだ時、彼の手は血で染まっていた。

（俺おれもだ）

　不ふ思し議ぎと驚きはなかった。むしろほっとした気持ちだった。

「明良君」

　かすれた声が聞こえる。

「私と同じになっちゃったの？」

　横たわったままで彼女は言った。その目に涙が溜たまっていることに気付いた。さっきから泣くのをこらえていたらしい。

「……そうだったんだ」

　彼はようやく上半身を起こした。水の中をすり抜けるように体が重かった。彼は彼女の頰ほおに触れて、指で涙をぬぐった。彼女の肌は自分よりもさらに冷たかった。

「柊美さんは一人でこんな思いをしてたのか」

　明良は独り言のように呟つぶやいた。彼女一人に苦痛を負わせることがなによりも辛つらかった。銃の使い手が自分だったらと思ったこともある。今、その願いが叶かなったとも言えた。苦しみを等しく分け合っていることに、明良はむしろ満足していた。

　彼は扉の外を見る。影かげ取とりは倒れたままぴくりとも動かなかった。司祭服の合わせ目から、黒い霧きりが噴ふき出していた──確かに命中したのだ。

「これぐらいなんでもないですよ」

　と、彼は言った。三人とも銃のおかげで体に痛手を負っているが、時が経たてば回復していくはずだ。

「帰りましょう」

　柊美は頷うなずいて、目を閉じた。どうやらまた意い識しきを失ったようだった。

　その時、倒れていた千紗がゆっくりと起き上がった。明良と同じように咳せきはしているが、血を吐いている様よう子すはない。他ほかの二人よりはいくらか元気そうだった。

「高たか木ぎ、大丈夫か」

　千ち紗さは青白い顔を明あき良らに向けた。どことなくぼんやりした目つきだった。

「……ええ。どうにか」

「この中ではお前が一番マシみたいだな」

　一刻も早く地上に戻らなければならない。明良は肩に突き刺さった音おん叉さを千紗に抜いてもらい、軽く止血を施した。そして柊とう美みの体に鈴を巻き付ける。

　明良は千紗の助けを借りて、柊美の体を抱き上げようとした。

「待って下さい」

　千紗は床の上に落ちている『赤い本』をコートのポケットに入れようとする。明良ははっとした。

「持ってくつもりなのか？」

　この本とは二度と関かかわらない方がいいと彼は思っていた。人間の入れないこの場所にあったのは、これを地上に持ち出してはならないものだからだったはずだ。

「もう銃が使えないことには変わりないですよ。万が一、これが必要な時だってあるかもしれないじゃないですか。もし使う必要がないと分かれば、常とこ世よの門にでも投げ捨てればいいでしょう」

　千紗の言うことは間違っていない。しかし、明良は自分の口から流れ出た、得え体たいの知れない言葉が気になっていた──彼はこの本が恐ろしかった。

「いや、やめよう。それは置いといた方がいい」

「でも……」

「俺おれには分かるんだ。帰るぞ」

　明良は柊美の体を抱えて、先に小部屋を出る。そこに影かげ取とりが倒れていた。皮ひ膚ふは焦こげたように変色し、厚みを失って骨にぴたりと張り付いている。まるで黒い骸がい骨こつが転がっているようだった。司祭服のちょうど十字架をかけるあたりに、大きな穴が開いていた。そこから黒い霧きりが静かに流れ続けていた。

（……もう一人の俺か）

　明良は心の中で呟つぶやいた。敵だったことは間違いない。しかし、同時に自分と最も近しい存在なのも確かだった。影取もそれを感じていたからこそ、自分を配下に加えようと言ったに違いない。明良たちはその隙すきにつけ入って、かろうじて勝っただけの話だった。

（さようなら）

　明良は心の中で呟いた。

「どうかしましたか」

　最後に小部屋を出た千紗が話しかけてくる。

「なんでもない。帰ろう」

　と、彼は言った。




　裏の神かみ岡おか町ちようは一変していた。

　整然と立ち並んでいた建物は、地上と同じく地じ震しんに遭あったかのように傾き、あるいは完全に壊こわれていた。あれだけ大勢いた「影かげ」たちはどこにもいない。

　眠っている柊とう美みを運ぶのは重労働だった。明あき良らと千ち紗さは交替で彼女を背負ったが、数歩歩くたびに休まなければならなかった。三人は行きよりもはるかに長い時間をかけて、ようやく「常とこ世よの門」の麓ふもとにまで辿たどりついた。

「……影かげ取とりが死んでも、この門が塞ふさがるわけじゃないんですよね」

　と、千紗が言った。神岡町が常世の霧きりに沈んでいる状態なのは変わりがない。山やま内うちは方法があるようなことを言っていたが、それがどういうものなのか、はっきりと説明しなかった。

「……とにかく上へ行こう」

　この回廊を上るのは今まで以上に厳きびしい道のりになるはずだった。肩の傷からも出血が続いている。体力の限界に近づいていた。

「まず私が運びます」

　と、千紗が言った。彼らは坂を上がり始めたが、途と端たんに交替と休きゆう憩けいの回数が増えた。それでも少しずつ地上に近付くにつれて、明良たちはほっとし始めた。

「神じん野のさんは、全部終わったらどうするんですか？」

　何度目かの休憩の時に千紗が言った。気が遠くなりかけていた明良は、その言葉に我に返った。血を流したせいか、さっきよりもひどく寒かった。

「どうって？」

「家、壊れたでしょう」

　そんなことか、と明良は思った。坂の上のあの平屋が壊れたことを、明良はすっかり忘れていた。この事件が終わった後のことなど、考える余裕は今までなかった。しかし影取を倒した今、「影」に変えられた人々も元に戻っているはずだ。後はこの常世の門さえ閉じることができれば、ひとまず問題はなくなる。

「……叔父おじさんの家にでも転がりこむかな」

　それが一番まともな選択だった。毎朝岬みさきに起こされるのは、あまり想像したくなかったが。

「ただあの家、ちょっと狭いんだよな。もしあれだったら町のどこかにアパートでも借りるとか」

「町を出たりしませんよね」

　暗がりの中で、千紗の目が明良に向けられていた。どうして急にそんなことを尋ねたのか、明良にはようやく吞のみこめた。

「当たり前だろ。なに言ってんだよ」

　千紗はほっとしたように笑った。

「もしよかったら、私の家に来てもいいですよ。部屋は余ってますし、要よう子こおばさまも喜ぶと思いますし」

「あ、それいいな」

　と、明あき良らは言った。要子の家の佇たたずまいを彼は気に入っていた。

「俺おれ、あの家好きなんだよ。要子さんいい人だし……お前は口うるさそうだけど」

　しまった、一言多かった、と思ったが、千ち紗さは反応しなかった。

「そろそろ行こうぜ」

　と、明良は言った。休んだせいで少し気分はよくなっていた。しかし、千紗は凍り付いたように立ちすくんでいた。

「どうした？」

「来ました」

　一いつ瞬しゆん、千紗がなにを言っているのか理解できなかった。

「影かげ取とりです！　生きてたんです！」

「でも、あの町は……」

　明良ははっとした。壊こわれはしたが消失したわけではない。もし本当に影取が死んだのなら、裏の神かみ岡おか町ちようそのものが消えているはずだ。

「下から来てるんだな」

「多た分ぶん」

「……行こう」

　明良は立ち上がった。走るだけの体力はもうない。血を吸ったジャケットが重くなっている。千紗は黙だまって自分から柊とう美みを背負った。

　出口はもう見えていた。しかし、そこへ行き着くには、竪たて穴あなの縁ふちをさらに何周も回らなければならなかった。「紫の耳」を持たない明良にも、背後の影取の気け配はいははっきりと感じ取れた。

　彼は千紗の体を支えるようにして、一緒に走り出した──いや、走っているつもりだったが、うまく足が前に進まなかった。千紗もそれは同じらしい。ようやく、常とこ世よの門の出口にたどりついた。外へ出たところでどうすべきか考える余裕はもうなかったが、この門の中で死ぬわけには行かない。

　あと一歩で外へ出られる、と思った瞬間、

「……明良」

　彼の両足が凍り付いた。振り向くと、闇やみの奥からぼろぼろの黒い服を来た男がゆっくりと現れた。赤黒く焼け爛ただれた顔が彼を見上げている。怪け我がをした自分がそこに立っているような気がした。

「なにしてるんですか！」

　千紗が明良の袖そでを引っ張った。

「山やま内うちの差し金か」

　影かげ取とりは低い声で言った。

「あれは私の『目』だな。そうだろう」

「どうしてお前は死なないんだ」

　明あき良らはかすれた声で、やっとそれだけ言った。

「お前たちこそ、どうして『最初の紫の者』の目を使わなかったのだ？」

「……え」

「人間との混血たる私の目では、効果は完全ではない。五十年前、私を一いち撃げきで仕留めることができたのは、『最初の紫の者』の目だったからだ」

　頭を殴り付けられたような衝しよう撃げきを覚えた──「最初の紫の者」の左目は、既に柊とう美みを助けるために使ってしまっていた。

「『目』の弾丸がもう一発あれば、私を倒すこともできるだろうが……その様よう子すでは弾はないようだな」

　明良は思わずこくりと頷うなずいてしまった。

「……残念だったな。もはやお前たちに私を倒すことはできん」

　本当に明良を慮おもんぱかっているような、穏おだやかな声で影取は言った。再び頷きそうになる自分を、明良はかろうじて押し留とどめた。

「お前たちには罰を与えるべきだな」

　影取は一歩ずつ明良たちの方へ近付いてきている。相変わらず、その言葉に怒りの色はまったくない。淡々と影取は語りかけてきた。

「人間のあらゆる想像を凌りよう駕がするような、恐怖と苦痛と絶望を味わわせてやろう。お前たちは豚のように泣き喚わめいて死ぬ」

　明良は立っているのがやっとだった。迫っている死の危険にも、思いを馳はせる余裕はなかった。

（これが「代だい償しよう」か）

　眩暈めまいの中で彼は考えていた。あの「目」を使わなければ、柊美を助けることはできなかった。しかしあの「目」を使った今、影取を倒し切ることはできなくなったのだ。
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　柊美を背負っている千ち紗さは、必死で明良の腕を引っ張っていたが、彼はその場から一歩も動かなかった。影取はもはや数メートルの距離まで近付いてきていた。

「傷を早く癒いやすためには、お前たちを食わねばならんな」

　影取は自分の胸を指差す。ぽっかりと開いた穴から、向こう側が見えそうだった。

　千紗が最後の力を振り絞り、彼らは常とこ世よの門の外へ転がり出た。グラウンドの雪の中に千紗の顔がめりこんだが、彼女はすぐに体を起こした。地下に降りる前と比べて、地上の闇やみはさらに濃こく、深くなっていた。黒い雪が地面を薄うすく覆おおっている。

「神じん野のさん！」

　明あき良らは気を失っていた。肩に触れて千ち紗さは愕がく然ぜんとする。彼女の手が冷たい血でべっとりと濡ぬれた。

　千紗は唇を嚙かんだ。気絶した人間二人を抱えて、どうやって逃げればいいのか。影かげ取とりははっきりと自分たちを殺すと言い切った。地下でのあの時のことを思い出して千紗の全身が震ふるえた──今度は躊ちゆう躇ちよなく自分の全身を引き裂くかもしれない。

　突然、彼女は腕を摑つかまれるのを感じた。千紗は悲鳴を上げながら、反射的に相手の顔を叩たたいた。

「……あの」

　彼女の腕を摑んでいるのは尾お沼ぬま文ふみ彦ひこだった。そばには丸まる谷やと岬みさきもいる。意い識しきのない明良たちを見て、岬が顔色を変えた。

「二人とも大丈夫なの？」

「息はありますけど、神野さんは怪け我がを」

「すぐに運ぼう」

　と、丸谷が言った。

「急いで下さい！　影取が来てるんです」

　丸谷たちは一いつ瞬しゆん凍り付いたが、すぐに明良と柊とう美みを抱え上げて、校門に向かって走っていった。道路をも覆っている雪の上に、山やま内うち老人が立っていた。

「影取は？」

「倒し切れませんでした。すぐそこまで……」

　その時、巨大な黒い柱の中から、人影が現れた。影取は山内の姿を見て足を止めた。

「やはりお前か」

　と、影取が言った。

「お嬢じようさん方は下がりなさい」

　山内は低い声で千紗に言った。




　校門の近くにはオヌマ書店のライトバンが止まっている。丸谷たちは気絶している二人をそこまで運んでいった。丸谷は明良を岬に預けて、最初の予定通りすぐに山内のそばへ戻った。スーツの上着の内側に吊つったホルスターから、五連発の拳けん銃じゆうを抜く。

「久しいな、山内」

　と、影取が言った。そばに丸谷が立っていることも、拳銃を手にしていることも気付いているはずだが、目もくれようとしない。人間の武器など脅きよう威いにはなりえないということらしい。

「お久しぶりです、影かげ取とり様」

　無残に焼け爛ただれた顔をゆがめて、影取は笑った。

「すっかり老いぼれたものだ」

「それに比べてあなた様はお元気そうで」

　これは皮肉だった。影取はかちっと歯を鳴らす。目がかすかに細くなった。

「お前のおかげで不覚を取るところだった。両目を抉えぐられた時に、なにも学ばなかったようだな」

　影取は校門に向かって歩いてきた。丸まる谷やは拳けん銃じゆうを構える──この「器うつわ」とは二週間前に対たい峙じしているが、「本体」の宿った今、全身から立ち上る威圧感は比べものにならない。彼は早くも背中に冷たい汗を流していた。

「拾った命は大切にすべきだ。そうは思わんのか。そこにいる山やま内うちの孫もだ」

　突然呼びかけられて、丸谷は両手を震ふるわせた。もう少しで発砲してしまうところだった。

「拾ってばかりでは飽きますからな。たまには捨てませんと」

　ちらりと丸谷は山内の顔を見た。口元にかすかに笑みさえ浮かべている。そして、その表情のままで言った。

「丸谷君、もう少し引き付けることだ」

　山内の声が緊きん張ちようしている。

「多た分ぶん、一いつ旦たん足を止めて跳ちよう躍やくする。その瞬しゆん間かんを狙ねらいたまえ」

　どうして見えないのにそんなことが分かるのか。しかし、次の瞬間本当に影取は足を止めて、かすかに膝ひざに力を溜ためた。丸谷は反射的に引き金を二度引いた。

　丸谷が狙ったのは影取の顔だった。右目のちょうど真上と左目に命中し、黒い血と霧が同時に噴ふき出すのが見えた。少なくとも視界は確実に奪うばわれたはずだった。

　しかし、お構いなしに影取は跳躍した。山内の杖つえがいきなり丸谷の踵かかとを払う。

「な……」

　彼はぐらりと後ろに体勢を崩し、丸谷と山内の間にわずかな空間が生まれた。そこへ影取が着地した──丸谷の右足がその下した敷じきになった。地面に押し付けられた彼の右足が、鈍い音とともに直角に折れた。炸さく裂れつする激げき痛つうの中で、丸谷は理解した。もし倒れかけていなかったら、影取が着地していたのは自分の頭の上だった。その場合は首の骨を折っていたかもしれない。

　影取は老人の方へ向き直った。既に弾だん痕こんは塞ふさがりかけているが、まだ両目は閉じられたままだった。影取は逃れようとする山内へと足を踏み出して、老人の右手を摑つかむ。そして、口を開けながらぐいと引き寄せた。

（食う気だ）

　ひやりとした恐怖が丸谷の全身を貫いた。山内は左手に持ち替えていた白い杖の握りをひねった。支柱の部分が落ちて、中から紫色の尖とがった錐きりのようなものが現れる。老人はその先端を影取の腕に刺し、背後に飛びのいた。

　影かげ取とりは手探りで二の腕に突き立てられた錐すい刀とうを抜くと、背中に放り投げる。

「こんなものは武器にもならん」

　しかし、老人はにやりと笑った。

「今だ！」

　と、彼は叫んだ。不意に影取の足元の地面がぱかりと割れ、その姿が消えた。




　影取の視力は回復しかかっていた。自分が落ちたのも、偽装を施されたマンホールだとすぐに察した。半円形の広い下水道に影取はひらりと着地する。山やま内うちの声でこの穴が開いたということは、下からこの罠わなを作動させた人間がいるはずだ。

　すぐ目の前に明あき良らと同年代のがっしりした体格の少年が立っている。影取の無残な外見に怯おびえた表情を浮かべて、一歩後あと退ずさる。影取はこの少年を意い識しきから追い出した。怯えた人間が自分に害を及ぼすことなど、影取は想像もしていない。それよりも山内を仕留める方が先だった。

「岡おか内うち君、閉じろ！」

　という山内の声が上から降ってきた。閉じろ、という声に一いつ瞬しゆん上を見た。黒い雪片が影取めがけて舞まい落ちてくる。地上まではせいぜい四、五メートルの距離しかない。彼の身体能力を以もつてすれば、一跳びで抜け出すことができる。あの刑事の足を踏み潰つぶした時よりも、影取は深く屈かがんだ。より高い跳ちよう躍やくに備えてのものだったが、その時初めて異変に気付いた。

　影取が着地した場所は下水道の流れの中ではなかった。丸い囲いのようなものがぼんやりと見える。さらに回復した視力で、影取は自分が丸い器うつわのようなものの中にいることを知った──その器の色は紫色だった。

　自分の落ちた罠の全容を、影取はようやく悟った。その時には岡内と呼ばれた少年が、開きっぱなしになっていた透明な上うわ蓋ぶたを押し上げているところだった。影取はなりふり構わずに跳躍をしようとしたが、既に手遅れだった。

　ドーム型の上蓋は完全に閉じられた。球形の小さな空間に、影取は閉じこめられていた。




　一体なにが起こったのか、千ち紗さには分からなかった。全員が影取の落ちた穴の周りに集まっていき、彼女もその後についていった。全身を濡ぬらしている岡内がマンホールから現れた。

「うまく行きました！」

　と、岡内は言った。

「皆、ようやってくれた……成功のようだな」

　老人は息を荒くしながら言った。岡内が抜け出した後で、千紗はマンホールの中を見下ろし──思わず目を瞠みはった。

「……うつぼ舟」

　以前、常とこ世よ虫むしが封印されていたカプセル状の容器だった。紫の骨で作られており、常世の怪物を封印する力がある。

「大変だったんだよ。ここまで持ってくるの」

　しみじみと岡おか内うちが言った。

「でも、どうしてこんな……」

　その時、千ち紗さは町全体を囲む結界が復活していることに気付いた。ここは結界の中心にも近い。このうつぼ舟にもいくらかその力は作用するはずだ。神かみ岡おか町ちようの中で、最も強固な封印の中に影かげ取とりは閉じ込められたことになる。

　千紗は老人を見た。山やま内うちの作戦は最初から二段構えだったのだ。自分たちが地下に降りて影取を倒せばよし、もし倒せなければ、自分が「うつぼ舟」の中に影取を追いこんで封印する──。

「ちょっと待って下さい。あの中に常とこ世よ花ばなの木の芽が入ってたはずですけど」

　と、千紗は言った。

「ああ、あれ」

　岬みさきがこともなげに言った。

「捨てたよ。あの穴の中に」

　彼女はすぐそばの巨大な常世の門を指差した。確かに捨て場所としてはこれ以上の場所はなかった。

「丸まる谷や君の足はどうかね」

　と、老人が言った。丸谷の足を見ていた文ふみ彦ひこが顔を上げる。

「……折れています」

「無傷というわけには行かんかったな」

　老人は苦しげに表情をゆがめた。

「丸谷君の射しや撃げきが正確で助かった。そうでなければ、影取は罠わなにかからんかっただろう」

「この程度の怪け我がは覚悟していましたよ」

　丸谷はふだんと同じように、冷静な声で言った。

「いや……怪我人は一人ではない」

　山内は今まで隠していた右手を見せる──一同は言葉を失った。右手の親指が付け根からなくなっていた。傷口から鮮せん血けつが溢あふれている。

「一いつ瞬しゆん摑つかんだ時に、食いちぎっていきおった。さすがにやりおるわ」




「……一つだけ気がかりはあるが、これでだいたい事態は片付いたと言ってもよかろう」

　山内は一同に向かって言った。親指を失った右手には、簡かん単たんな止血が施ほどこされていた。明あき良らと柊とう美みと丸谷は、既にオヌマ書店のライトバンに運びこまれている。

「あの常世の門ですね」

　と、千ち紗さは言った。しかし、老人は首を横に振った。

「それは案ずるに及ばん。音おん叉さの結界を使えば、あの常とこ世よの門を閉じることはできるからだ」

「どうやってですか？」

「あの音叉はわしが作った、と言ったのを忘れたのかね。あれはわしの道具なのだよ。もともとはわしの力を増幅させる装置なのだ」

　千紗はふと眉まゆをひそめた。そんな話は祖父から聞いたことはない。

「わしの『紫の喉のど』で結界の力を上げる。それで常世と神かみ岡おか町ちようを引き離すことができる。常とこ世よ虫むしを封じた後にもこの方法を使った。数十年の間は少なくとも効力があるはずだ。影かげ取とりがいなければ、強力な常世の怪物が地上に現れることもそうないはずだからな」

「……あの」

　と、千紗は言った。

「それならどうして今まで使わなかったんですか」

「影取が生きている状態で、神岡町を常世と引き離してもなんの意味があるのかね。彼は常世の門を自在に開けることができるのだからな」

　それでも千紗の中に引っかかるものが残った。老人が自分たちに協力しているのは間違いない。しかし、まだ言っていないことがあるような気がする。

「急いであの門を閉じねばならんな。封印のことは気がかりだが」

　千紗はマンホールの方を見る。老人の気がかりというのは封印のことのようだった。

「まだなにか足りないものがあるんですか？」

「いや。わしの知る限り、あれが最強の封印の形だ。あれ以上のものはありえん」

「じゃあ、なにが気がかりなんですか」

「実に単純な話だよ」

　その時、軽い地じ響ひびきのようなものが、地面から突き上げてきた。あのマンホールの中からだった。

「……やはりな」

　彼らはマンホールへと近付いていった。うつぼ舟は水の流れの中にぽっかりと浮かんでいる。ずん、と内側から振動が起こるたびに、うつぼ舟がぶるりと震ふるえる。上部の透明なドームに、かすかなひびが入っていた。

「やはり、これでも封じ切れんか」

　老人は青ざめた顔で呟つぶやいた。また鈍い音とともに振動が起こる。ドームの表面のひびが少しだけ伸びた。

「これが最強の封印だということは」

　聞きたくはなかったが、千紗は口を開いた。

「これが破られたら、どうしようもないってことですよね」

「『最初の紫の者』の左目はどうしたかね？」

「御み厨くりやさんを助けるために使いました」

「やはりそうだったか。『赤い本』を使った以上、そうなるとは思っていたが」

　彼はくるりと方向を変えて、のろのろと歩き始めた。

「……さて、ここを離れるかね」

　疲れきった声で山やま内うちは言った。

「あのー、その後はどうするんですか？」

　岡おか内うちが老人の背中に向かって尋ねた。

「どうしようもない」

　老人はきっぱりと言った。他ほかの者が言葉を失うほど、さばさばした物言いだった。

「わしの用意していた策はこれで尽きた。この場に残ったところでできることはなにもない。それともここに残って、影かげ取とりが出てくるのをのんびり待つかね？」
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　要よう子この家の居間に人々は集まっていた。揺らめくロウソクの炎が天てん井じように形の定かならぬ影を作っている。なんとなく水の底に沈んでいるような気分だった。

　明あき良らは黙だまって皆の話を聞いていた。二人掛けのソファに座っているが、起き上がっているだけでも億おつ劫くうだった。

　柊とう美みだけがここにいない。意い識しきを失ったまま、二階の千ち紗さの部屋に運ばれていた。

　窓の向こうから風の音が聞こえる。外では吹雪ふぶきのように黒い雪が舞まっている。要子の館やかたの周囲には、千紗の音おん叉さで結界が張られていた。影取にはなんの効果もないが、それで死者たちは入って来られないはずだった。

「いつ、うつぼ舟は破られると思う？」

　話を聞き終えた明良は山内に尋ねた。

「はっきりとは分からん……まあ、あと一時間か二時間というところだろうな」

　と、彼は言った。厚く包帯を巻いた右手を三角巾きんで吊つっている。

「そうしたらどうなると思う？」

「わしらはこの町から出られん。残った人間は皆殺しだ。いや」

　老人は苦笑いを浮かべた。

「到底それだけでは済むまい。ここにいる全員が嬲なぶり殺しにされる」

　山内の言葉はむしろ淡々としていた。影取が千紗の耳を引きちぎろうとした時のことを、明良は思い返した。

「この町からは出られないんですか」

　と、千紗は言った。

「音おん叉さをもう一度立てるためにわしらは町の境界を回っていたが、どこにも出口はなかった。それに、このまま霧きりの濃のう度どが上がっていけば、生身の人間が外を動くこともかなわなくなるだろう。もう五体満足の人間すらろくに残っていない有あり様さまだ」

　明あき良らは部屋の中を見まわす。自分を含めて、ほとんどが怪け我が人か病人だった。その時、部屋の隅にいた千ち紗さが、立ち上がってテーブルに近付いた。

「あの、これを使えませんか？」

　コートのポケットから千紗は見覚えのある白い本を出して、テーブルの上に置く。明良は自分の目を疑った。

「これが『赤い本』です」

「……お前、持ってきたのか」

　明良は「闇やみの教会」で、千紗が自分たちの後からあの小部屋を出たことを思い出した。あの時、結局元の場所には戻さなかったのだろう。

「ひょっとして必要になるかもしれないって思ったんです。今がその時じゃないんですか」

「絶対にいかん！」

　青い顔で山やま内うちは叫んだ。

「影かげ取とりが最初にこの本を開いたことが、今の状況を招いていることを思い出すがいい。影取を倒すために、今度はすべての人間の生命が必要になるかもしれんぞ」

「やってみなければ分からないじゃないですか」

「影取が『赤い本』を開かなければ、今の状況は生まれなかった。わしが得た情報でも、影取の復活までは止められなかった。君たちが『赤い本』を使ったせいで、予備の弾丸は作ることができなくなった。わしと一いつ緒しよにその本を開いた者は、結局影取の復活に加担することになった。これ以上、証拠は必要あるまい」

「でも、このままなにもしなかったら死ぬだけです」

「影取をここまで追い詰めたのだよ。これ以上は無む駄だな足搔あがきだ」

「じゃあ、どうしろっていうんですか！」

「全員、自殺することだ。少なくとも苦痛を感じずに済む」

　しんと部屋の中が静まり返った。山内の恐怖の深さを理解していたのは明良だけだったかもしれない。影取は本気で自分たちを無残に殺していくに違いない。憎しみが動機なら途中で飽きることもある。しかし、影取は淡々と最後まで実行するはずだ。人間に罰を与えるのが、強者の義務だと思っているからだ。

「……俺おれは嫌いやだ」

　と、明良は言った。

「生き残るために、ここまでやってきたんだ」

「じゃあ……」

　と、千ち紗さが言った。

「『赤い本』も使わない。開いた人間じゃないと分からないだろうけど、それは人間の使っていいもんじゃない。絶対に悪い結果が出る」

「でも」

「ちょっと待ってくれ」

　明あき良らは千紗の言葉を遮った。「紫の目」の弾丸を見た時、ちらりと頭に浮かんだことがある。まさかそれを実行しなければならないとは思わなかった。

「あの弾丸が効かなかったわけじゃない。効果が弱かったんだ。影かげ取とり本人が言ってただろ。『紫の目』の弾丸がもう一発あれば倒せたって」

「しかし、その弾丸がない」

　山やま内うちが俯うつむいたまま呟つぶやいた。明良は左目を閉じて、ゆっくりと部屋の中を見まわした。右目が自分の一部であることを、今さらのように彼は意い識しきした。そんなことは当たり前だと思っていた──この瞬しゆん間かんまでは。

「もし材料があれば、あんたは紫の目の弾丸を作れるんだな？」

　明良が尋ねると、山内は怪け訝げんそうに頷うなずいた。

「むろんだ。紫の者の『骨』や『目』は、紫の喉のどから出る一定の周波数の音を当てることで、初めて加工することができる。他ほかの方法では絶対に変化せん」

「そうか」

　明良の声が初めて震ふるえた。彼は自分に注がれている視線を感じる。口にするのは恐ろしかったが、避さけることはできなかった。喉に引っかかった言葉を、明良はようやく吐き出した。

「……じゃあ、俺おれの目で作ってくれ」

　全員が息を吞のむのが分かった。

「……本気で言っておるのかね」

　と、山内が言った。

「影取さえ死ねば、常とこ世よと神かみ岡おか町ちようを切り離すことができるんだろ。常世の怪物が地上に出てこなければ、もう俺の目も必要ない。抉えぐり取って使えばいい」

　岡おか内うちを明良は見た。ぼんやりとドアにもたれて立っていた彼は、後ろから突き飛ばされたように棒立ちになった。

「できることがあったら、やってくれるって言ったよな」

「え？」

「手伝ってくれ。お前なら力も強いし、俺が暴れても押さえつけられる」

「……明良」

　岡内は泣きそうな表情を浮かべたが、すぐにそれを引っ込めた。一瞬のうちに覚悟を決めたらしい。やっぱり友達だな、と明良は思う。

「分かった。俺おれが」

「待ちたまえ」

　山やま内うちが言いにくそうに口を開いた。

「生きた者の『目』では使い物にならん。君の『目』には血が通っておるからな。死んでから年月を経て、安定した状態にならなければ弾丸にはできんのだ」

　ぴんと張りつめた気持ちがみるみる緩ゆるんでいった。明あき良らはソファに体を埋める──一世一代の覚悟を決めたつもりだったのに。これで今度こそ希望は潰ついえた。

（今から俺が死んでも間に合わないってことか）

　明良はテーブルの上に置かれた『赤い本』を見る。これをもう一度開くしか方法はないのかもしれない。しかし、これが「希望」だとはどうしても思えなかった。今の事態をより悪い方へもたらすかもしれない。

　不意に、頭の中でなにかが閃ひらめいた。

「……他ほかの方法では絶対に変化しない」

　明良は口の中で、さっき山内から聞いた言葉をぼそりと呟つぶやいた。

「熱でも変化しないんだよな」

「ああ。そうだが、それがどうかし」

　山内ははっと口をつぐむ。みるみるうちに表情が引き締しまってきた──どうやら彼も気付いたようだった。

「それは可能かもしれんが……いいのかね？」

「やりたくないけど、他にどうしようもないだろ」

　苦い顔で明良は言った。

「なんの話してんの？」

　岬みさきが不ふ思し議ぎそうに口を挟んだ。

「この町にはまだもう一つ『紫の目』がある」

「え？」

「『紫の目』は熱しても変化しない、ってことは火葬しても残ったはずだ……お前は葬式にいたんだろ。俺と違って」

「あ……」

　岬の顔色が変わった。

「神じん野の道どう蔵ぞうの『紫の目』があるはずだ。墓の中に」




　音おん叉さの結界を出ると、風の音が激はげしくなった。黒い雪が斜めに降り注いでくる。岬と岡おか内うちと文ふみ彦ひこは雪を踏み締しめながら門の外へ出て、道路に停めてあるライトバンに近付いていった。

「チェーンついてないけど、大丈夫？」

　岬みさきが文ふみ彦ひこに大声を張り上げた。

「……ゆっくりなら」

　と、文彦は答えた。

「俺おれ、思うんだけど」

　と、岡おか内うちが言う。

「やっぱり岬が行かなくてもいいんじゃないかな」

　彼らは神じん野の道どう蔵ぞうの『紫の目』を取りにいくところだった。結局のところ、墓暴きである。孫の岬が見ている前ではやりにくかった。

「二人ともうちのおじいちゃんのお墓に行ったことないじゃん。あたしが行かないでどうすんだよ」

　岬は助手席のドアを開けて、さっさとライトバンに乗りこんだ。一いつ瞬しゆん、岡内と文彦は顔を見合わせたが、すぐにその後に続いた。

　この三人が選ばれたのは、元気なのが彼らだけだったからだ。明あき良らと千ち紗さは最後まで自分たちが行くつもりでいたようだが、裏の神かみ岡おか町ちようで銃を使った後遺症が残っていた。結局、二人を振り切って彼らは要よう子この家を出たのだった。

　彼らは常とこ世よの霧きりを寄せ付けない『紫の鈴』を身につけている。死者たちから彼らの姿は見えなくなるはずだった。

　神野道蔵の墓は明良の家の裏にある。要子の家から行くには、町の中心地を突っ切らなければならない。影かげ取とりがもし復活していれば真っ先に遭遇することになる。

「……行きます」

　文彦はゆっくりと車をスタートさせた。ライトはほんの数メートル先を照らしているだけだ。岡内は後部座席から外を眺めている。これほどの深い闇やみを見た記き憶おくはなかった。

　自分の目を抉えぐってくれ、と言った明良の言葉がまだ耳に残っている。責任感が強いのは知っていたが、あそこまで覚悟を決めているとは思わなかった。

（俺だったらどうだろう）

　彼は助手席に座っている岬を見た。彼女のためだったら、覚悟は決めているのだが。

「……その『目』ですけど」

　文彦が口を開いた。

「本当にあるんですか？」

「うーん。あたしは見てないんだよね」

　岬は少し恥ずかしそうに言った。

「あたし火葬場でわんわん泣いてたから、よく憶おぼえてなくて。お父さんたちなら憶えてるかもしれないんだけど」

　実際、その「目」があるかどうかも分かりはしない。もしあったとしても、影取の復活までに間に合うよう、持ち帰ることができるかどうか。可能性は限りなく低かった。

　文ふみ彦ひこの運転するライトバンは、町の大通りに差しかかっていた。ここに来るまで、対向車と一台もすれ違わなかったし、一人の人間も見かけなかった。渋滞が起こっていない代わりに、無数の車が路ろ肩かたに停とめられたまま、黒い雪をかぶっていた。まるで何年も前からそこに捨てられているようだった。

　岡おか内うちは自分たちがこうして車で移動していることに違和感を感じた。神かみ岡おか町ちようが既に自分たちの町ではなくなっているような気がする。この地じ震しんでどこよりも人が集まっているはずの神岡中ちゆう央おう病院や町の合同庁舎にも、一つとして明かりは見えなかった。どの窓にも人がそこにいる気け配はいは感じられない。

　明あき良らの家へ行くには、線路の向こう側へ行かなければならない。踏み切りが近付いてきた時、文彦は突然急ブレーキを踏んだ。

「どうしたんですか？」

　岡内が言うと、文彦は黙だまって前を指差した。遮断機の黄色いバーが白い光の中に浮かび上がっている。その向こうの線路の上に、大勢の人間が立っていた。それは列をなして、ゆっくりと三人の乗った車の方へ近付いてきていた。

「あれ、人間じゃないのかな」

「……違います」

　と、文彦は呟つぶやいた。

「影かげがない」

　同じ仮面をかぶっているように、皆顔に笑みを貼はり付けていた。その表情のまま、遮断機を潜くぐり抜けて、ライトバンを取り囲もうとする。その中には岬みさきの家で見た中年の女の姿もあった。岬はぶるっと体を震ふるわせた。

「……鈴をつければ見えないんじゃなかったっけ」

　岡内が首を横に振った。

「さっき明良が言ってた。鈴をつけた人間は見えないけれど、乗っている車を見ることはできるみたいだって」

「じゃあ、どうすんの？」

　この踏み切りを渡らなければ明良の家のある方へ行くことができない。

「……つかまって」

　と、文彦が言った。その意図を察して、岬は目を閉じる。文彦が唇を嚙かみ締しめてアクセルを踏むと、車が急発進した。体の芯に響ひびくような重い衝しよう撃げき音に、岡内の全身の毛が逆立った。一番前にいた者たちが、手足をばらばらな方向になびかせながら左右に跳ね飛んだ。

　本当に生身の人間を轢ひいているようだった。フロントガラスに額ひたいをぶつけた若い女が地面へと滑り落ちていき、次の瞬しゆん間かんに前ぜん輪りんがその女の体に乗り上げた。岡内の体が跳ねて、天てん井じように頭をぶつけそうになった。

　岡おか内うちは声にならない悲鳴を上げた。ライトバンは立ちふさがっている人垣をはね、踏みつぶしながら前へ進んでいった。ようやく人の壁かべが途と切ぎれたのは、踏み切りの向こう側に達してからだった。車は滑らかな道の上を走り出した。三人は思わず深い息を洩もらした。誰だれもが踏み切りを通り抜けている間、息を止めていたのだった。

　その時、岡内は文ふみ彦ひこがルームミラーを凝ぎよう視ししていることに気付いた。通り過ぎた踏み切りになにかあるようだった。

「どうかしたんですか？」

　と、岡内は尋ねた。

「……いや。見間違いでしょう」

　文彦は首を振った。
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　明あき良らはドアを開ける。ベッドの上で柊とう美みが眠っている。机の上に立てられたロウソクが、冷え切った部屋の中を照らしていた。

　千ち紗さの寝室に入るのはこれが初めてだった。続き部屋になっているらしく、奥に続くドアが見える。ベッドと机とチェストはひどく古いもので、凝こった装飾がなされている。この家にもともとあったものに違いない。壁際の大きな本棚は予想の範はん疇ちゆうだったが、窓にかけられたフリルのついた花柄のカーテンに目を瞠みはった。

（……似合わねえ）

　ひょっとすると要よう子この趣しゆ味みなのかもしれない、と思った時、サイドテーブルに置かれた大きなぬいぐるみに気付いた。サルに似た耳の大きなキャラクターで、どう考えても千紗が抱いて寝ているに違いない。

　ふだんの千紗からはとても想像できない。こういう状況でなければ、一生見ることもなかっただろう。

（後で殺されるかな）

　動かない体をわざわざ引きずって、この部屋へ来たのには理由がある。彼はドアを閉めて、眩暈めまいに耐えながら泳ぐように部屋を横切った。柊美の眠っているベッドに腰を下ろす。どうしても彼女と話さなければならなかった。

　体調は最悪だった。十分な治ち療りようを施していない背中の傷も痛むが、血を失ったせいかひどく寒気がする。少し動いただけで肺と心しん臓ぞうにも激げき痛つうが走る。歩くのもやっとの状態だった。

　しかし、それも柊美の苦痛に比べれば大したものではないはずだ。彼女の青白い横顔を見下ろした。前にもこんな風に眠っている彼女を見守ったことがある。あれは彼女が常とこ世よの霧を受け容れる少し前だ。そばにいながらなにも気付かなかった。

　人の気け配はいを感じたのか、彼女が目を開けた。

「……明あき良ら君？」

「うん」

　と、彼は言った。寒い部屋にいるせいか、早くも体が震ふるえ始めていた。柊とう美みは手を伸ばして彼の手に触れる。ベッドの中に入っていたせいか、彼女の手はさっきよりも温かかった。

「隣となりに入る？」

　囁ささやき声で彼女が言った。

「はあ？」

「寒そうだし、座ってるの、つらそうだから」

「え……」

　一いつ瞬しゆん、明良はおろおろとあたりを見まわした。もちろん彼一人しかいない。言葉以上の意味はないに決まってるし、こういう状況でなければこんなことを言うはずがない。いやでもひょっとすると。

　考えているうちに明良はくらくらと眩暈めまいを起こした。残り少ない血が頭に上ったらしい。吐き気とともにベッドに倒れこみそうになった。

「遠えん慮りよしないで」

「……」

　崖から飛び降りるような、妙に悲壮な気分で彼はベッドの中に入った。隣に寝ると、柊美はぎゅっと抱き付いて来た。明良のちょうど顎あごの下あたりに、柊美の頭が来ている。彼女の体からこもった熱気が伝わってきた。

「体が冷たい」

「外が寒いから」

　俺おれはなに言ってんだ、と明良は思った。

「しばらくこのままでいて」

「……はい」

　明良は硬い声で答えた。

　不ふ思し議ぎなことに、しばらく抱き合っていると、明良は気分が落ち着いてきた。こんな時になにをしているんだろう、という違和感が少しずつ薄うすれていった。まどろむ直前の、ゆっくりと体が溶けていくような感じに包まれていた。

「今日、何日？」

　柊美が思い出したように言った。

「十二月二十一日」

「お母さんたちは？」

「お母さんには地じ震しんの後で会った……あの時は無事だったけど、今はどうなったのか分からない」

　明あき良らは柊とう美みが眠っている間、町に起こったことを話した。地じ震しんが起こったこと、山やま内うち栄えい一いちが戻ってきたこと、常とこ世よの門が開いて町が死者の手に落ちたこと、「紫の目」で作られた弾丸を託されて、常世へ降りたこと、『赤い本』で柊美を救ったこと、そして新しい弾丸を作るために、岡おか内うちたちが神じん野の家の墓へ向かったこと。

　彼女はすべて聞き終えても黙だまっていた。眠ってしまったのか、確かめようとした瞬しゆん間かんに、彼女は口を開いた。

「ごめんね」

「……え？」

　予想もしなかった言葉だった。

「一番大変な時に、いなかったから」

「柊美さんのせいじゃないですよ」

　彼女は首を横に振った。

「そばにいるって約束してくれたのに、信じられなかった」

　と、彼女は言った。

「明良君が私のために悩んでると、その分だけ遠くに行っちゃう気がしたの。そのうち、私なんか要いらなくなっちゃうんだって」

「そんなことないですよ」

「……そうだよね。でも、怖くて言えなかった」

　明良は彼女の背中に腕を回して、強く抱き締しめた。彼女の心しん臓ぞうの音が聞こえた。

「もう言えないことないですか？」

　彼女は頷うなずいた。

「俺おれもない」

　彼は目を閉じて、大きく息を吸った。彼女に話しておきたいことがあって、ここに来たのだった。

「多た分ぶん、影かげ取とりは俺たちを殺しに来ると思う。その時までに弾が間に合ったら、俺たちはもう一度撃うたなきゃいけない」

「うん」

「今度こそ死ぬかもしれないけど、やっぱり撃とうと思う」

　祖父たちも二発は撃たなかった。一発ですらこれほどの影えい響きようを及ぼしている。二発撃てば、今度こそどうなるか分からなかった。

　柊美はためらわなかった。

「最後まで私と一緒にいてくれる？」

「います」

「じゃあ、撃うつ」

　と、彼女は言った。もう話すことがないことに気付くまで、少し時間がかかった。二人の間ではこれ以上付け加えることはなかった。しばらくの間、二人は黙だまって抱き合っていた。

　ふと、柊とう美みが顔を上げて、部屋の中を見まわした。

「……そういえば、ここは？」

「高たか木ぎの部屋」

　と、明あき良らは笑いながら答えた。

「ぬいぐるみとか飾ってあるけど」

「どこに？」

「どこって、そこに」

　彼はすぐそばのサイドテーブルを指差した。柊美はテーブルに顔を向けたが、相変わらず怪け訝げんそうな顔をしたままだった。ロウソクの光が彼女の目を照らしている。どこにも焦点が合っていなかった。

　明良は一いつ瞬しゆん、痛みを忘れた。がばと起き上がると、彼女の顔を両手で挟みこみ、すぐ近くから目を覗のぞきこんだ。

「……俺おれの顔、見えてます？」

　柊美は戸惑ったように微笑ほほえんだ。

「少しだけなら」

「教会で影かげ取とりを撃ったじゃないですか」

「ぼんやりとしか見えなかったけど、音が聞こえたから」

　明良の背筋に寒気が走る。自分たちが死を覚悟して撃ったとして、影取にそれが命中しなければなんの意味もない。一度目は不意打ちだったから命中したが、二度目も同じやり方が通用するのだろうか。

　柊美は明良の手を探り当てた。

「……私の目になって」

　その言葉に明良ははっとした。

（俺が狙ねらって、柊美さんが撃つ）

　彼は冷静さを取り戻した──最初からそういう役割だった。最後までそれは変わらない。それだけのことだ。

「分かりました」

　その時、明良は廊下へのドアが開いていることに気付いた。廊下に山やま内うちが立っていた。廊下の壁かべを伝って歩いてきたらしく、杖つえを持っていなかった。

「……取り込み中のところ済まんが、入っていいかね。話があるんだが」

　返事を待たずに、老人はよろよろと部屋の中に入ってきた。明良が場所を譲ゆずると、老人はベッドにぺたりと腰を下ろした。

「いつからそこにいたんだよ」

　と、明あき良らは言った。

「たった今だよ。ドアが開いとったんでね」

（……閉めたはずだけどな）

　しかしそれを言っていても始まらない。仕方なく明良は柊とう美みに言った。

「この人がさっき話した山やま内うち栄えい一いち」

「……こんばんは」

　柊美が挨あい拶さつすると、老人の顔にさっと赤みが差した。そして、残った左手で柊美の手をぎゅっと握った。

「お嬢じようさんが菊きく乃のの孫だね？」

「え……はい。そうですけど」

「いや、声もそっくりだ……もっと前に帰ってくるべきだったな」

　山内はしみじみと言った。

「それが話なのかよ？」

「いや、もっと大事な用件もあるがね」

　柊美の手を握りながら、真面目まじめくさった顔で老人は言った。
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　山内は後ろ手に寝室のドアを閉めて、背中を丸めて廊下を歩いていった。今、例の白い杖つえは手元にない。やがて階段に突き当たり、手すりを握り締しめながらゆっくりと足を下ろしていく。今にも止まりそうなほど慎重な動きで、老人は一番下の段まで辿たどりついた。

　それだけの動きに肩を大きく動かしている。老人はがくりと膝ひざを折るようにして、階段の一番下に腰を下ろした。一階の居間に通じるドアが開いて、千ち紗さが姿を現した。

　彼女は軽く咳せきをしながら、生気のない足取りで階段へ向かった。座りこんでいる山内の前で立ち止まる。彼は顔を伏せたままで、考え事をしているようにも、眠っているようにも見えた。

「あの……」

　おずおずと声をかけると、

「起きておるよ」

　と、老人ははっきりした声で言った。

「二階に行くつもりかね」

「はい。あの……神じん野のさんたちはどうしてますか」

　さっきも様よう子すを見に行ったのだが、その時はドアを開けただけで、声をかけずに戻ってきてしまった。

「そっとしておいてやりなさい。なんにせよ、あまり時間も残っておらんのでな」

　千ち紗さはなにも言えなくなった。岡おか内うちたちが間に合って影かげ取とりと戦うにせよ、間に合わずに影取に食われるにせよ、あとほんの数時間ですべての決着がつくはずだった。

「すまんが、わしの鞄かばんを取ってきてくれんか。玄関に置いてきてしまった」

　千紗は彼の言う通り、玄関のドアのそばにあった黒い鞄を持ってきた。老人は鞄を受け取ると、左手で不器用に金具を開ける。中から古ぼけた木の箱が出てきた。

「片手で扱うことになるとはな」

　老人は言いながら、木の蓋ふたを外した。箱の中には古ぼけた鋏はさみのような道具と、蓋のついた小さな漏斗じようごが入っていた。

「これは？」

「弾丸を作るための道具だよ。鋳い型がたとそこに流しこむための漏斗だ……これも影取から譲ゆずり受けたものだが」

　千紗はふと、開きっぱなしの鞄の中に何種類もの錠じよう剤ざいが入っていることに気付いた。

「なんですか、その薬」

　山やま内うちはぱたんと鞄を閉じた。

「いや、なに」

　と、老人は言った。

「しばらく臥ふせっておってね」

　千紗は祖父のことを思い出した。死の直前、何ヶ月か祖父も入院していた。処方される薬の種類が多いのは、症状が重い証拠だ。

「……なんの病気ですか」

「ガンだよ」

　さらりと山内は答えた。

「この前、退院したばかりだ。まあ、またどこかに転移しておるかもしれんな。すっかり瘦やせてしまってね。この町に来るために、服を全部新調しなければならなかったよ」

　山内はよく通る笑い声を上げた。

「若い時に体調を崩して以来、わしは体が丈夫ではない。特にこの十年は入院と退院の繰くり返しだった。わしの息子が若くして死んだのは、体質の遺伝かもしれん。それだけは済まんことをしたと思っておる」

　千紗は驚おどろいた。それならどうして今までそう言わなかったのだろう。

「ここに来られなかったのは、病気のせいだったんですね」

「いや」

　と、彼は首を横に振った。

「本当に死ぬのが怖かった。病やまいが重くなってから、その思いはもっと強くなった。病気のせいにして、見て見ぬふりをしてきたのだ」

　千ち紗さは山やま内うちの隣となりに腰を下ろす。目の前にいるこの小柄な老人が、なんとなく死ぬ直前の祖父と重なった。

「さっき、階段でわしとすれ違ったろう」

　思わず千紗は山内の顔を見た。確かに二階から降りてきた時、一階から来た山内とここですれ違った──声をかけなかったので、相手が自分だと分かっているとは思わなかった。

「廊下であの二人の話を立ち聞きしとったんじゃないかね」

　山内の言う通りだった。明あき良らたちの様よう子すを見に行ったのだが、ドアを開けても彼らは気付かずに話をしていた。二人はとっくに死ぬ覚悟を決めている──明良たちがひどく遠く思えた。

「ふさいどるのはそのせいかね」

　鋳い型がたを手に取って確かめながら、老人は言った。

「……はい。多た分ぶん」

　千紗は素直に答えていた。彼女は老人の手の中にある道具を見下ろしている。鋏はさみに似ている方が鋳型らしい。鋏で言えば刃に当たる部分に弾丸の型があり、柄えを開くと型の方もぱかりと二つに開く。よく見ると型には閉じた状態でも小さな穴が開いている。鋳型を閉じたままその穴から溶けた材料を流しこみ、固まったところで鋳型を開く仕組みになっているようだった。

　何度も鋳型を開閉させながら、老人は満足げに頷うなずいた。

「あの、私、この家の養女になって欲しいって言われたんです」

　唐突に千紗は言った。自分でもなにを言っているのか分からなかった。笑われるかと山内の顔を窺うかがったが、相手は黙だまって耳を傾けているだけだった。

「前、住んでいるところでは友達もいませんでした。この町に来て神じん野のさんたちと知り合って……誰だれかと仲良くすることって、今まであまりなかったんですけど……」

　千紗は途中で口をつぐむ。あの銃を撃うった後遺症なのか、自分の告白のせいなのか、胸が苦しかった。不意に千紗は顔を伏せた。

「私、死ぬのが怖い」

　彼女は震ふるえる声で言った──ずっと言わないように耐えてきた彼女の本音だった。

「みんなが死ぬのも嫌いやだけど、自分が死ぬのも怖いんです」

「……誰でも死ぬのは怖いと思うがね」

　鋳型を鞄かばんに仕し舞まいながら、静かに山内は言った。

「私、影かげ取とりに命いのち乞ごいをしました。もう一度つかまったら、同じことをするかもしれない。自分がなにを言うか分からなくて、それが怖いんです。大事な人たちを差し出して、私一人だけ助かろうとするかも」

「やめなさい！」

　突然、山内は千紗の言葉を遮った。千紗がぎょっとするほど激はげしい語調だった。彼は自分のスーツの膝ひざをぎゅっと握り締しめている。

「五十年前、わしらが影かげ取とりと戦った時、彼は容易にはつかまらなかった。そこでわしらは結界を張り、その中に影取を追いこんだ……ただの結界では効果はないが、わしの『喉のど』で結界の力を増幅させれば、足を止めることぐらいはできる」

　唐突に始まった話を、千ち紗さは黙だまって聞いていた。安易に口を挟ませないような、厳きびしい雰囲気を漂わせていた。

「結界の増幅にはいくつか欠点がある。その一つが、結界の増幅はその結界の内部で行わねばならんということだ。結界から出られなくなった影取は、わしをつかまえて人ひと質じちにした。そうして、わしの両目をゆっくりと抉えぐっていった……わしは両目が潰つぶされる音を自分の耳で聞いたよ」

　千紗はぶるっと体を震ふるわせた。影取が耳を千ち切ぎろうとした時のことを思い出す。以前にも同じようなことをしていたのだ。

「わしは影取に命いのち乞ごいをした。自分を殺すくらいなら、仲間を殺して欲しいと泣き叫んだ。お嬢じようさんが今言ったようなことを、わしは本当に言ったわけだな……道どう蔵ぞうたちの目の前で」

「……その後はどうしたんですか」

「隙すきを見て道蔵がわしを助けてくれた。そして、全員で銃を使い、影取は死んだ」

　彼は深く息をついた。

[image: ]

「命いのち乞ごいしたことで軽けい蔑べつされたなら、まだ耐えられたかもしれん。しかし、仲間たちは誰だれ一人わしを責めなかったよ。心からわしをいたわってくれた」

（ビビるのは当たり前だ。いちいち気にすんな）

　千ち紗さは明あき良らの言葉を思い出した。

「この町から逃げ出した時、わしは後悔はしていないつもりだった。わしが消えたことで大勢の人間が苦労した……しかし、彼らは相応にわしを憎み、軽蔑しただろう。それを受ける覚悟はできている。だが、卑ひ怯きような自分を晒さらし、それが許されたことは耐えがたい。それがたった一つのわしの後悔だった」

　ふと、老人は言葉を切る。外からかすかに風の鳴る音が聞こえた。

「死ぬのは怖い。しかし、後悔を抱えたまま死にたくはない。それには自分が町に戻って、影かげ取とりに立ち向かうしかないと思った……だから、最後の最後で腰を上げた。町を守る、などという大層なものではない。単なるわし自身へのけじめだ」

　千紗はこくりと頷うなずいた。

「前にも言ったが、お嬢じようさんたちにここで死ぬ義務はない。しかし、その時は逃げることを選ばなければならん。あの『赤い本』を開けば、逃げる方法を知ることもできるだろう。しかし、きっとそのために大切なものを犠ぎ牲せいにせねばならんだろうな」

「嫌です。そんなこと」

　千紗は震ふるえる声で言った。

「でも、なにかを選ばなければならん……逃げるのも人間、立ち向かうのも人間だ。わしは両方やったことがある。なにが間違っているかは分からん。しかし、どうするにしても、五十年も後悔し続けることがないようにな」

　老人はふらりと立ち上がると、背中を丸めて階段を上がっていった。ここにいる全員がなにかしら傷ついている。

（誰もが死ぬのは怖い）

　老人の言葉を千紗は心の中で繰くり返した。恐怖がなくなるとは最後まで口にしなかった。誰からも恐怖は消えないのだ。

（私だけが怖いわけじゃない）

　明良と柊とう美みも、要よう子こたちも、外に出て行っている岬みさきたちも恐怖を抱えているはずだ。

　千紗は階段に腰掛けたまま考え続けた──さっきよりも気分は落ち着いていた。
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　岡おか内うちと文ふみ彦ひこが渾こん身しんの力をこめると、ようやく墓石が傾いていった。倒れた墓石は黒い雪の中にずぶりと埋まった。その下に石造りの四角い穴が現れる。岬は墓の前に屈かがみこんで、一番真新しい骨こつ壺つぼを取り出した。

「……こんなことしていいのかな」

　岡おか内うちは言うと、文ふみ彦ひこもかすかに首をひねった。いくら町のためとはいえ、死者を冒ぼう瀆とくするような気分だった。それに二人とも生前の神じん野の道どう蔵ぞうを知らないわけではない。彼らの知る限りでは、とにかく怖い老人だった。どうしても死者の怒りを買う気がしてならない。

「おじいちゃんだって許してくれるよ。非常事態なんだから！」

　と、岬みさきは言い、少し自信なさそうにつけ加えた。

「……だといいんだけど」

　岬は白い壺つぼの蓋ふたを開けた。岡内は懐かい中ちゆう電灯で中を照らした。中に詰まっている白い骨が光の輪わの中に浮かび上がった。

「どこだろう」

「……奥のほうかも」

　三人は思わず顔を見合わせた。誰だれかが壺の中を探らなければならない。

「……やりましょうか」

　躊ちゆう躇ちよしている岬を見かねたのか、文彦が言った。

「……いい。あたしがやる。孫なんだし」

　岬は目を閉じて深呼吸した。それから、

「おじいちゃん、ごめん！」

　一言いって、岬は豪快に骨壺に手を突っこんだ。ざらざらと乾いた音が聞こえる。岬は顔をしかめながら中をかきまわした。

「……どうですか？」

　と、文彦が尋ねる。

「ちょっと待って……あ」

　岬の手がぴたりと止まった。他ほかの二人が息を詰めて見守る中、彼女はゆっくりと手を引き抜いた。その手に白い灰にまみれた丸いものが握られている。岬はコートの袖そででごしごしとその表面をこすった。

　彼らは息を吞のんだ。こすったところの灰が落ちて、光こう沢たくのある紫色の地が現れていた。

「これだね」

　岡内はほっと息をついた。これで用事は済んだ──後は要よう子この家へ帰るだけだ。

「……行きましょう」

　と、文彦が言った。




　帰りの道中は途中までは何事も起こらなかった。しかし例の踏み切りが近付くにつれて、車内に重い空気が漂い始めた。三人とも行きに起こった出来事が脳裏に焼き付いている。しかし、周辺の踏み切りは通行止めになっていたし、離れた踏み切りを使おうとすると、遠回りになりすぎる。もう一度同じところを通るしかなかった。

「……あ」

　もうすぐ踏み切りというところで、再びライトバンが停とまった。

「またいるんですか？」

　と、岡おか内うちが言った。

「……いえ。あれ」

　後部座席に座っていた岡内は身を乗り出して、前方を見る。遮断機の手前に、さっきはなかった車が何台も停められている。それらは完全に道路を塞ふさいでいた。これではこの踏み切りは通過できない。

「どうしよう」

　と、岬みさきは呟つぶやいた。不意に文ふみ彦ひこはエンジンを止めて、キーを抜いた。

「……歩いていきましょう」

　岡内は頷うなずいて、ドアを開けた。

「でも、外にあのヘンな連中が……」

「鈴をつけてるから大丈夫だよ」

　と、岡内が言った。彼らが持っている「紫の鈴」は、万が一車が使えなくなった時のために託されたものだった。

　外へ出ると、風と雪はさっきよりも強くなっていた。ざくざくと雪を踏みながら、彼らは歩いていった。視界はさらに悪くなっていたが、懐かい中ちゆう電灯は消したままにしておいた。

　三人は踏み切りに近付く。車道を塞いでいる車は、ボウリングのピンのように玉突き衝しよう突とつを起こしている。彼らは歩道に上がって、遮断機を潜くぐった。

「さっきはこんなのなかったのに」

　線路を渡りながら岬が言った。

「……我々を通らせないためでしょう」

「でも、誰だれもいないよ」

　岬の言う通りだった。車道は塞がれているが、踏み切りを埋めつくしていた死者たちはどこにもいなかった。

「そういえば行きに通った時、なにか見たんですか？」

　岡内は文彦に尋ねた。

「……え？」

「見間違いがどうとかって言ってたから」

　しばらくの間、文彦は答えなかった。三人の前に反対側の遮断機が近付いてきた。

「……知った顔を見たような」

「誰ですか？」

「……それが」

「待って下さい！」

　暗がりから急に聞き覚えのある声が聞こえた。岡おか内うちが懐かい中ちゆう電灯を点つけると、見慣れた帽子をかぶった千ち紗さが、遮断機を潜くぐったところだった。彼女はまっすぐにこちらへ近付いてくる。

「あれ。高たか木ぎ。どうしたの」

　岡内ははっとした。どことなく様よう子すがおかしい。その時、文ふみ彦ひこが岡内と岬みさきを突き飛ばして割って入り、二人に向かって怒鳴った。

「逃げろ！」

　駆け寄ってきた千紗が文彦に抱き付いた──ように見えた。文彦の体をさっと黒い影かげのようなものが覆おおった。まるで空気が抜けるように、彼の体から厚みが失われていった。やがて彼は人の形をした一枚の黒い紙のようなものに変化した。千紗が手を離すと、それはふわりと地面に着地して、黒い雪の中に溶けてしまった。

　懐中電灯の光が、文彦の立っていた地面を照らしている。後に落ちているのは、紫色の鈴だけだった。千紗はあたりを見まわす。目の前にいるはずの岡内たちが見えていないかのようだった──呆ぼう然ぜんと雪の中に座っている岡内たちの前で、千紗は帽子を外し、髪の毛をかき上げて左耳を晒さらした。

　左耳には黒い痣あざがあった。




　珍しく岡内の行動は素早かった。片手で雪の中に落ちている鈴を拾い上げ、もう片手で岬の手を摑つかんで立ち上がった。遮断機のバーを潜り、かすかに残っている車道の轍わだちを踏んで岬を引きずるように走った。

「あれ、誰だれ？」

　引っ張られながら岬が言った。

「高木さんじゃない。そっくりだけど偽にせ者ものだよ」

　その時、左右の道路からぼんやりとした人影が次々と現れた。暗がりの中をざくざくと雪を踏む足音が聞こえる。岡内はポケットの中の鈴を握り締しめた。鈴はぶるぶると震ふるえている。山やま内うちからはそれが鈴が機能している証あかしだと言われた。

（見えないはずなのに）

　しかし、足音が少しずつ自分たちの方へ迫ってくるような気がしてならない。背後を確認したい欲求に耐えられなくなって、岡内は懐中電灯を一いつ瞬しゆん点けた。

　隣となりにいた岬が悲鳴を上げた。自分たちを死者の群れが追ってきていた。その集団の先頭にはあの千紗にそっくりの怪物がいる。そのすぐ後ろに、白い仮面をつけた子供たちがつき従っている。

　岡内は懐中電灯を消して、すぐそばの脇わき道みちへ飛びこんだ。数十メートル進んで、岡内はぴたりと立ち止まった。やはり背後から足音が聞こえる。死者の集団は、岡おか内うちたちと同じように脇わき道みちに入ったのだった。

（やっぱりついて来てる）

　岡内は唾つばを飲みこんだ。彼はさらに次の狭い四つ角を曲がって、コンクリートの塀をこするように停車している、軽トラックの陰に隠れた。

「なにやってんの？」

「黙だまって！」

　岡内は目を凝こらして闇やみの向こうを注視する。やがて足音とともに死者の群れが現れた。先頭にいる「千ち紗さ」が交差点の中心に立ち、耳を出してぐるりと円を描くように歩きまわった。不意に岡内たちのいる方角で足を止めた。

「……耳で聞いてるんだ」

　千紗に似た者は岡内たちのいる方を見ている。岡内は再び岬みさきを連れて走り出した。雪に足を取られて、思ったほどの速さが出ない。岡内は走りながら考えていた──自分たちは要よう子この家の方角からはどんどん逸それていっている。うまく行けばしばらくは逃げまわれるが、そのうちに影かげ取とりが復活してしまうかもしれない。

　岡内は路地の真ん中でぴたりと足を止めた。あの「千紗」さえいなければ、鈴を持っている自分たちが察知されることはない。あの死者の群れの中を突っ切っていけるはずだ。

（そうか）

　まるで他人ひと事ごとのような冷静さで、岡内は思った。

（一人だけでも辿たどりつければいいんだ）

　彼は隣となりにいる岬を見る。彼女がついて来ることを心配したのは、間違いだったと彼は悟った──ついて来たのは自分の方だったのだ。いつもそういう役回りだった。岬が危ない時に、何度も岡内は助けてきた。結局はふだんと同じことだ。

「なにやってんの岡内。来ちゃうよ！」

　ぐいぐいと岬は彼の手を引いている。突然、彼はその手を振り払うように離した。はっとしたように岬が立ちすくんだ。

「……岬」

　と、岡内は言った。

「岬は俺おれより速く走れるだろ。得意の中距離走だし」

　力はともかく、岡内は足に自信がない。岬は陸上部の選手だった。しかも要子の家までは、彼女がふだん走っているのと同じような距離だ。なにもかもうまくできている気がして、岡内は可笑おかしくなった。

「え？」

　岡内はダッフルコートのポケットから、「紫の鈴」を二つ出した──自分のものと、さっき拾い上げた文ふみ彦ひこのものだった。彼は岬みさきの手を開いて、その二つを彼女の手に握らせた。

「ちょっと岡おか内うち……」

「あの高たか木ぎさんにそっくりな奴やつをどうにかしないと、俺おれたちは逃げられない」

　神じん野の道どう蔵ぞうの墓から持ち出した「紫の目」は岬が持っている。それを要よう子この家に届けるのが自分たちの役目だった。

「岬は先に行ってくれ」

「嫌いやだよそんなの！」

　と、岬が叫んだ。

「まあ、大丈夫だったら後から追っかけるからさ」

　心配ないと言った方がいいのは分かっていたが、岡内には噓うそがつけなかった。その代わり、岬に向かってにっこり笑いかけた。

「俺がどうにかするから」

　岬はむうっと唇を結んだ。不ふ機き嫌げんな顔つきに見えるが、泣くのをこらえている時の癖くせだった。

「第一、明あき良らにまだ告白してないじゃないか」

　と、岡内はからかうように言った。

「……なに言ってんのこんな時に」

「御み厨くりやさんは起きただろ。もう言ってもいいんじゃないか」

　その時、後ろから無数の足音が近付いてきた。

「ほら早く。急がないと」

　遅刻するよ、と付け加えそうな軽い口調で岡内は言った。岬は呆ぼう然ぜんと岡内の顔を眺めていたが、いきなり飛びかかるように抱き付いてきた。受け止めかねて彼は一歩下がる。背の高さに違いがありすぎて、岡内の胸に岬の額ひたいがぶつかった。背中に回された手がぎゅっと岡内の背中を摑つかんだ。

　それも一いつ瞬しゆんのことだった。岬は岡内から離れて駆け出した。

「絶対後で来なよ！」

　彼女の涙声が遠ざかっていく。

「……がんばるよ」

　岡内は苦笑いしながら口の中で呟つぶやいた。がんばる、という言葉を口にしたのは今日で二回目だった。ふだんあまり使わない言葉の気もするが、今日は何故なぜか口をついて出る。まだ抱き付かれた時の感触が残っていた。なんとなく口笛でも出そうな気分だった。

　彼は地じ震しんで崩れたブロック塀を越えて、見知らぬ家の庭に入った。路地のすぐそばに生はえている植木の陰に体を隠す。鈴を身につけていない者を、音で察知することはできないはずだった。

　足音は彼のすぐそばまで近付いてきた。

（今だ！）

　岡おか内うちは立ち上がると路地へ飛び出した。ちょうど目の前を「千ち紗さ」が走りぬけようとしているところだった。岡内は片腕を相手の首に巻き付けながら、もう片方の手でベルトに挟んでおいたものを抜いた──老人が使っていた、紫の骨で作られた錐すい刀とうだった。要よう子この家を出る前、護ご身しん用に借りたものだった。

　小柄な「千紗」の体にのしかかりながら、岡内は渾こん身しんの力をこめて、錐刀の先端を相手の左耳に押しこむ。その途と端たん、細長い刃がぽきりと折れて、岡内の手にはステッキの握りでできた柄つかだけが残った。勢いあまった岡内は雪の中に転がった。

　見上げると、「千紗」はまだ立っていた。左耳から紫色の刃の根元がわずかに見える。深々と刺さっている刃は、人間であれば脳に達しているはずだ。しかし、彼女は表情一つ変えていなかった。

　耳からは黒い煙けむりのようなものが噴ふき出ている。彼女はその刃を抜こうとしているが、そのたびに指を放してしまう。どうしても摑つかむことができないようだった。岡内は安あん堵どのため息を洩もらした。この敵を倒すことはできないが、もう「耳」は役に立たないはずだ。

　その時、彼は自分が死者たちに囲まれていることに気付いた。雪の中に座りこんでいる岡内を、のっぺりした白い仮面がじっと見下ろしている。

　今まで麻ま痺ひしていた恐怖が、水のように彼の全身を浸した。悲鳴を上げかけた岡内は、慌てて自分の口を塞ふさいだ。もし自分が悲鳴を上げたら、岬が戻ってきてしまうかもしれない。指と指の間から押し殺したうめき声が洩もれる。

　次の瞬しゆん間かん、無数の黒い手が岡内に摑みかかった。




　岬は泣きながら走っていた。ぐすぐすと鼻を鳴らして、頰ほおに流れた涙を手のひらでしょっちゅうこすっている。

　不意にバランスを崩して、彼女は豪快に滑りこむように転んだ。さっきから何度転んだか分からなかった。彼女はコートのポケットを確かめる。固い感触に彼女はほっとした。中のものが散らばらないように、三つの鈴と「紫の目」をまとめて彼女はハンカチに包んでいた。

　ポケットだけを確かめて、彼女はまた立ち上がって走り出した。ショートブーツの中に雪が入りこんでいて、爪つま先さきにはもう感覚がない。コートの内側は汗で濡ぬれてびっしょりになっている。

　自分たちを追っていた足音はもう聞こえない。それでも彼女は足を止めなかった。岡内たちは彼女を助けるために犠ぎ牲せいになった。それを思うとまた涙が溢あふれてくる。

　ようやく要子の家に続く坂に辿たどりついた。足を引きずるようにして岬は最後のスパートをかけた。走り慣れない雪道のせいで、息が完全に上がっている。家の塀が見えてきた時には、ほとんど歩いているのと変わらない速さになっていた。

　崩れかけた塀の向こうに、要よう子この家の明かりがかすかに見えた。一階の居間の窓が開いている。固く鎧よろい戸どを閉ざしていたはずだったのだが、なにかあったのかもしれない。岬みさきは塀の残ざん骸がいを越えて庭に入った。門に回るよりもその方が近道だった。

　庭の隅には屋根と柱だけの小さな建物がある。暖かい季節に要子が午後のお茶を楽しむためのあずまやだった。岬はその脇わきを通り過ぎようとして、ふと足を止めた。屋根の下に誰だれか立っている。

「……誰だ」

　と、その人ひと影かげが言った。岬はほっと息を洩もらした。明あき良らの声だった。

「あたし！　なんかあったの？」

　岬は庭を見まわしながら言った。特に変わったところはないようだった。居間の窓には千ち紗さの姿が見える。岬はふとコートのポケットの中に入っているものを思い出した。これのために自分たちは犠ぎ牲せいを払ってきたのだ。

「ちゃんと行って来たよ！」

　岬はポケットを探りながら言った。

「岡おか内うちたちが……」

　不意に岬の言葉が立ち消えになった。人影はあずまやから一歩足を踏み出していた。岬は彼が靴を履はいていないことに気付いた。服もさっきとは違う。足まであるゆったりとした長い上衣を身につけている。

「お前は誰だ」

　と、その相手は囁ささやくように言った。その時、懐かい中ちゆう電灯の光が居間の窓から差して、「彼」の焼け爛ただれた顔の半分を照らした。

「あ……」

　岬の全身が凍り付いた。

　そこに立っていたのは影かげ取とりだった。
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　階段の下にいた千紗が顔を上げたのは、岬が要子の家に辿たどりつく直前だった。

「来ました！」

　と、二階に向かって叫ぶ。影取の「音」が凄すさまじい速さでこの館やかたへと近付いてきていた──ついに「うつぼ舟」の封印が解けたのだった。

（岬さんたちは間に合わなかった）

　千紗は唇を嚙かんだ。

　二階のドアが開く音がして、明良がゆっくりと階段を下りてきた。続いて現れた尾お沼ぬまが、明良の肩を支える。要子と山やま内うちも階段へ集まってきた。

「どっちから来る？」

　と、明あき良らは言った。

「多た分ぶん、庭の方からです」

　町の中心地の方角だった。影かげ取とりはまっすぐにこの館やかたを目指しているようだった。千ち紗さたちは居間へ入っていった。先頭にいた千紗が、ガラス窓と鎧よろい戸どを開け放った。外はほとんど闇やみ夜よに近い。降り続いているはずの雪もはっきり見えなかった。

「そこまで来ています」

　と、千紗は言った。

（岬みさきさんたちはどうしたんだろう）

　そう思った瞬しゆん間かん、千紗は岬の声を聞いた気がした。

「今、岬の声がしなかったか」

　そう言ったのは明良だった。聞き間違えではなかったらしい。千紗はもう一度耳を澄すませる。

「……と行ってきたよ」

　闇の向こうから、岬の声が聞こえた。千紗の後ろから、明良は外に目を凝こらした。

「あずまやの方だ。なにかいる」

　要よう子こが千紗に懐かい中ちゆう電灯を渡す。千紗はあずまやに向けてスイッチを入れた──岬と影取が向かい合っていた。

「岬！」

　と、明良が叫んだ。




「岬！」

　窓の方から、正しよう真しん正しよう銘めいの明良の声が聞こえた。そのおかげで岬は我に返った。ポケットの中のハンカチの包みを握り締しめる。自分がなんのために戻って来たのかを思い出した。躊ちゆう躇ちよしている暇はない。

　岬はくるりと窓の方を向くと、力いっぱいハンカチの包みを放り投げた──少し力みすぎたような気がする。それにもし途中で包みが解ほどけたらそれで終わりだ。もっときつく結んでおけばよかったかもしれない。

　放物線を描きながら、包みは建物に近付いていく。やはり少し高く投げすぎた。このままでは壁かべにぶつかって、窓の外に落ちるかもしれない。

（お願い！）

　一瞬、岬は目を閉じる。包みはぎりぎりで窓枠にぶつかり、部屋の中に消えていった。

（よし！　あたし天才！）

　次の瞬間、岬の肩を影取が摑つかんでいた。指先が岬の肩に食いこんでいく。岬は激げき痛つうに顔をゆがめた。悲鳴すら上げることができなかった。

「……なにを投げた？」

　静かな声で影かげ取とりが言った。




　暗がりからなにかが飛んできて、明あき良らの手の中にぽとりと落ちた。

（……なんだこれ）

　汚れたハンカチの包みだった。包みを解ほどくと、四つの丸いものが中から現れた。そのうち三つは「紫の鈴」だったが、最後の一つは違うものだった。ずっしりと重く、濃こい紫色の光こう沢たくを放っている。

（あいつら、やってくれたんだ）

「うちの息子は戻ってこられなかったらしいな」

　紫の鈴を見ながら、尾お沼ぬまは呟つぶやいた。外にいるのは岬みさきだけらしい。岡おか内うちも途中で犠ぎ牲せいになったことを明良は察した。

　彼は山やま内うちの手にそれを握らせた。

「これが『紫の目』なんだよな」

　手触りを確かめてから老人は頷うなずいた。

「……今から弾丸を作る。誰だれか廊下にある道具を取ってきてくれんかね」

「俺おれが行きましょう」

　部屋を出て行く尾沼を明良は見送った。表情は変わらなかったが、どことなく肩を落としているように見えた。

「……神じん野のさん」

　と、千ち紗さが言った。

「この家は囲まれてます」




　岬はふと顔を上げた。崩れた塀を越えて、無数の人ひと影かげが要よう子この庭に入ってきた。岬たちを追っていた死者の群れだった。先頭には仮面をつけた子供たちがいる。

（岡内、やっぱり駄目だったんだ）

　彼女は影取を見上げる。この怪物が岡内たちを消してしまった。人間のことなど、気にも留めていないに違いない。

（お前の言うことなんか聞くもんか）

　死者の群れは声一つ立てずに館やかたへと進んでいったが、途中でいっせいに足を止めた。

「結界を張っているようだな」

　影取は岬の肩を摑つかんだまま、ゆっくりと館へ向かって歩いていった。影取の指は岬の肩の肉にずぶりと食いこんだ。

「正直に話せば、命だけは助けてやろう」

　岬みさきは悲鳴をかみ殺しながら、窓の向こうにいる明あき良らを見た。

「明良にお前を助けることはできない」

　岬の心を読んだかのように、影かげ取とりはあざ笑った。岬の頰ほおがかっと熱くなった。

「……黙だまれこのお化け！」

　と、岬は影取に向かって叫んだ。自分の命が助かったところで、明良が死んでしまう。影取の指の力がさらに強くなった。みりみりと肩の骨が軋きしんだ。

「お前の口を割らせる方法はいくらでもあるが」

「……言わない！」

　痛みは耐えられる限度をとうに超えていたが、それでも岬は叫んだ。

「あたしは明良が好きなんだから！」




　窓のそばにいた明良は飛び上がった。

「な、なに言ってんだあいつ」

「……気がついてなかったんですか？」

　と、千ち紗さが呆あきれた声で言った。岬を引きずった影取が闇やみの中から姿を現して、結界のすぐ外まで来ていた。影取の指が肩に食いこんで、岬が高い声で悲鳴を上げている。

（岬が殺される）

　影取はためらわない。子供が大した理由もなく足元の虫を踏みつぶすように、この影取もあっさりと人間を殺すだろう。

　明良は影取を見、影取は明良を見た。影取の傷ついた顔が、窓からの光に照らされている。

（こいつは俺おれだ）

　明良は窓枠を握り締しめた。同じものから生まれ、同じ本を開き、同じように傷ついている──しかし、負っている役割はなにからなにまで違う。

（俺の影なんだ）

　ふと、影取の考えていることがおぼろげながら分かる気がした。なにからなにまで自分と逆なのだから。

（どうして復活したんだろう）

　何のために肉体の「器うつわ」を得たのか。なにかはっきりした理由があるはずだ。

「……そうか」

「え？」

　と、千紗が聞き返した。もし明良が影取だったらなにを望むのか、最初からそれを考えれば分かったはずだった。明良は千紗のコートのポケットに手を突っこんだ。

「何するんですか！」

　明良は『赤い本』を抜いて、影取の方へかざした。

「これ以上岬みさきに怪け我がさせたら、『赤い本』を燃やすぞ！」

　音おん叉さの手前まで来ていた影かげ取とりは、ふと足を止めた。

「真っ先にここへ来たのは、『赤い本』を取り返すためだろ！」

　と、明あき良らは叫んだ。

「もう一回、お前は『赤い本』を開くつもりなんだ！　今のお前の肉体は人間のものだ。それをわざわざ手に入れたのは、『赤い本』をもう一度見るつもりだからなんだ！」

　両者の間に沈ちん黙もくが流れた。影取は答えなかった──黙もく認にんの証あかしに思えた。

（ホントにそうだったのか）

　明良の背後で、老人が「紫の喉のど」を使い始めた。耳に聞こえる周波数すれすれの、甲かん高だかい奇妙な声を発している。ちらりと振り返ると、山やま内うちは蓋ふたのついた漏斗じようごを裏返して、口の方から自分の声を吹きこんでいた。まるで笛を吹いているように見えた。




「……山内が『喉』を使っている」

　と、影取が呟つぶやいた。岬にもかろうじて聞き取れるほどの小さな声だった。

「今さらなにをするつもりだ」

「『赤い本』と岬を交換だ！」

　窓の向こうから明良が叫んだ。岬は影取の唇が、ほくそえむようにゆがんだのを見た。

「まず、本を窓辺に置け。そうすればこれ以上この娘に傷はつけない」

　明良は目を細めながら少し視線を逸そらした。ためらっているのが岬には分かる。影取はなにか企たくらんでいるはずだった。しかし、それが明良にははっきりと分からないのだ。岬にもそれは伝わったが、明良の分からないものが岬に分かろうはずがない。分からないものは伝えようがなかった。

　明良は窓から少し突き出た下枠にことりと『赤い本』を置く。なにかそれがひどく不吉なことのような気がする。肩を摑つかんでいた影取の力が緩ゆるんだ。

　その時、彼女はふと気付いた。

（あたしがいなければ、取り引きなんかしなくていいんだ）

　ややこしいことを考えるのは苦手だったが、それは間違っていないはずだった。

「……ありがとう岡おか内うち」

　と、岬は胸を張った。

「ちゃんと告白したからね！」

　それから影取を見上げた。どうせ自分を解放するつもりなどないだろう。

「もうお前なんか怖くないんだ！」

　岬はちらりと左右を見る。手の届くところに白い仮面を身につけた子供が立っていた。

「どうせ明良にやられて死んじゃうんだから！」

「バカ！　黙だまってろ！」

　と、明あき良らが叫んだが、もう岬みさきは聞いていなかった。彼女は自由に使える方の手を伸ばして、仮面の子供の黒い手を握り締しめていた。冷たい痺しびれが全身を駆け抜ける。

　岬の体はあっという間に黒い影かげと化していった。




「……岬」

　明良は呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。岬の姿はもうどこにもなかった。わずかに影かげ取とりが動いたことに、最初彼は気付かなかった。

「神じん野のさん、結界が！」

「え？」

　影取は館やかたの周囲に立てられた音おん叉さの一つを足で踏み倒していた──結界はもはや機能していないことになる。

　突然、鳥の羽ばたきが上空から近付いてきた。黒い翼つばさが彼の目の前をかすめ、彼は一いつ瞬しゆん目を閉じた。再び目を開いた時には、窓枠に置いてあった『赤い本』が消えていた。

「詰めが甘かったな、明良」

　とさかを生はやした黒い鳥が影取の肩に留まった。あの常とこ世よ長なが鳴なき鳥どりだった。『赤い本』は既に影取の手に移っていた。

「そしてお前たちは、道どう蔵ぞうの目で弾丸を作っている最中というわけだ」

（バレた）

　明良の背筋が凍った。影取はすっと背後に下がって、再び闇やみの中へ消えていった。

「だとしたら、私の手で決着をつけるのは下策だな」

　その途と端たん、無数の足音が館へ向かって近付いてきた。

「全員消えるがいい」

　死者の群れが、明良たちのいる窓の前に殺到した。
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　機敏に反応したのは尾お沼ぬまだった。窓のそばに呆然と立っていた明良たちを押しのけると、ばたりと鎧よろい戸どを閉めて掛け金を下ろした。

「上へ行くぞ！」

　無数の手が外からがりがりと羽板を引っかいている。

「他ほかの窓は閉まってますな？」

　と、要よう子こに尋ねる。

「見てきます」

　彼女は立ち上がってキッチンへ向かった。重傷を負っている明良と老人を両腕に抱えるようにして、尾お沼ぬまたちは居間を出た。玄関の扉が激はげしく揺れている。明かり取りの窓ガラスが割られて、木製の格子の間から黒い手が次々と差しこまれてきた。

「二階で鍵かぎのかかる部屋は？」

　尾沼は千ち紗さに向かって叫んだ。

「私とおばさまの寝室が」

　尾沼は頷うなずいて二階へ上がっていき、手前のドアを開けた。そこが千紗の寝室だった。異変を感じたらしい柊とう美みもベッドの上で起き上がっている。尾沼は明あき良らたちを部屋の中に押しこんで、ぐるりと部屋を見まわす。廊下とのドアとは別に、壁かべ側にもう一つドアがある。

「あのドアは？」

「あっちがおばさまの寝室なんです。二間続きになってます」

　不意にそのドアが開いて、丸まる谷やが倒れこむように入ってきた。折れた足は副そえ木ぎで固定されている。

「なにがあったんですか？」

　と、丸谷が言った。

「動かなくていい。すぐに鍵を……」

　尾沼は言いかけて、部屋の中に要よう子こがいないことに気付いた。その時、下でみりみりとなにかが軋きしむ音が聞こえた。

「……おばさま」

　覚おぼ束つかない足取りで出て行こうとする千紗を尾沼が止めた。

「俺おれが行く。鍵を閉めておいてくれ」

「おっさん！　俺たちも」

　明良が言いかけると、

「お前たちには他ほかにすることがあるだろうが！」

　と、尾沼は一いつ喝かつした。

「少しは俺に仕事を残しといてくれんとな」

　尾沼はぼやきながら誰だれもいない廊下へ出た。ドアの向こうでかちりと錠じようの下りる音を聞いてから、巨体を揺らしながら階段を下りていった。年を取ったせいか、急に激はげしく動くと息が切れる。

　まだ一階には死者の群れはかろうじて侵入していない。しかし、もう時間は残っていないようだった。玄関のドアの蝶ちよう番つがいが半ば外れかかっている。

「来くる栖すさん！」

　と、尾沼は呼びかけながら廊下を歩いていった。確か要子はキッチンへ行ったはずだ。

「ちょっと手伝ってくださる？」

　キッチンの中から、ふだんと変わりないのんびりした声が聞こえた。尾沼がキッチンに入ると、要よう子こは裏口のドアに背中を預けて、閉めようとしているところだった。ドアの隙すき間まから何本もの黒い手が差しこまれている。尾お沼ぬまは素早く動いた──床の上に転がっている調理道具の中から、大きな洋包丁を摑つかみ、木の枝を払うように差しこまれた手に切り付けていった。

　ばたんと裏口のドアが閉まる。要子は手を伸ばして錠じようを下ろした。そして、ずるずるとその場に座りこんでしまった。力が抜けてしまったらしい。

「急いで二階へ」

　と、言いかけた時、玄関の方から重い衝しよう撃げき音が聞こえた。蝶ちよう番つがいから外れたドアが倒れたのだろう。尾沼は舌打ちをしながら廊下に通じるドアの鍵かぎをかける。尾沼はもう一つ居間に通じるドアの方を見た。

「そこは鍵がないんです」

　と、要子が言った。尾沼の顔に一いつ瞬しゆん絶望の色が浮かんだが、すぐに壁かべ際ぎわの食器棚に飛び付くと、渾こん身しんの力をこめて移動させてドアを塞ふさいだ。

　これでとりあえず部屋は閉ざされた。大勢の足音が廊下を駆けまわっている。尾沼は肩で息をしながら、テーブルの前の椅い子すにどっかりと腰を下ろした。

「……汗をかきましたな」

　そう言いながら尾沼はにやりと笑った。もう二階へは行けない。鍵のかからないドアがある以上、このキッチンに侵入されるのも時間の問題だった。

　要子もテーブルに近付いて、尾沼のそばの椅子に腰を下ろした。地じ震しんでキッチンの中はめちゃくちゃになっている。テーブルの上には壊こわれた食器が散乱していた。

「後はあの子たちに任せるしかありませんわね」

　要子は静かな声で言った。

「心苦しいがそうするしかないでしょうな」

　足音が隣となりの居間から聞こえる。死者の群れが侵入したのだ。

「外にいるあの怪物が倒されれば、なにもかも元に戻るんでしょうがね」

　明あき良らたちにそれが可能なのかどうか、尾沼には分からない。しかし、もしそれが不可能だったとしても仕方のないことだと思う。

　ドアの前に置いてある食器棚が、鈍い音とともに震ふるえた。

（そろそろだな）

　尾沼はそう思ったが、振り返りもしなかった。要子はふと、テーブルの上に、キルトのティーコゼーが乗っていることに気付いた。地震が来る直前、尾沼とお茶を飲んでいた時、ティーポットの上にかぶせておいたものだった。なんとなくコゼーを持ち上げると、その下の白いティーポットは奇跡的に無事だった。

　彼女は取っ手を持って中身を確かめる。

「……まだ残ってるわ」

「一杯いただけますか」

「冷えてますけど、よろしいかしら」

「もちろんですよ」

　要よう子こは無事なティーカップに紅茶を注ぎ、尾お沼ぬまの前にカップを置いた。その背後で食器棚がぐらぐら揺れている。もう一押しで倒れるだろう、と尾沼は思いながら一口飲んだ。

「うまいですな」

「よかったわ」

　二人は顔を見合わせて笑った。その途と端たん、ゆっくりと食器棚が倒れてきた。




　明あき良らは寝室にいる人々を見まわした。一階は死者たちの足音で満たされている。残っているのは柊とう美みと明良と千ち紗さを除けば、怪け我がをした山やま内うちと丸まる谷やだけだった。

「……おばさまたちは」

　と、千紗が言った。

「多た分ぶん、もう合流できないな」

　合流できない、というのは控えめな言い方だった。おそらく一階で死者たちに襲おそわれたのだろう。千紗は膝ひざを抱えて顔を伏せた。

　明良はベッドの上にぐったりと腰を下ろしている。体に力が入らなかった。

「弾はできておるよ」

　山内はそう言って、鋳い型がたをぱかりと開いた。中から円えん錐すい形の弾丸が現れる。しかし、明良は手を伸ばさなかった。

「弾なんかあったってもうしょうがない」

　と、彼はうめくように言った。

「俺おれたちは囲まれてる。どうやって外に出るんだ？」

　誰だれからも答えはない。沈ちん黙もくが流れる中、階段を駆け上がってくる足音が聞こえた。ついに死者たちは二階にまで達したのだった。

「もし外に出られたとしても、あの影かげ取とりが弾に当たってくれるとは思えない。俺たちの狙ねらいはバレてるんだ。第一、外はこの暗さで、それに」

　明良は唇を嚙かんだ──柊美はほとんど目が見えなくなっている。

「みんなこのために犠ぎ牲せいになったのに」

　千紗がぽつりと呟つぶやいた。

「分かってるよ！」

　と、明良は叫んだ。岡おか内うちや文ふみ彦ひこは戻ってこなかった。岬は自分たちの目の前で消えた。尾沼や要子や、この町の知っている人間も知らない人間もすべて影に変えられてしまった──完全に神かみ岡おか町ちようは影取の手に落ちたのだ。

「じゃあ、なんかいい方法でもあんのか！　『赤い本』も取られちまった。一体どうしろってんだよ！」

　起き上がっていた柊とう美みが、ベッドの上の明あき良らの手をぎゅっと握った。初めて自分の両手が小刻みに震ふるえていることに気付いた。

　惨みじめな気分だった。自分のできることはすべてやったつもりでいた。それでも状況は変わりそうもない。

（俺おれは神じん野の道どう蔵ぞうじゃないんだ）

　祖父だったらとっくに影かげ取とりを倒しているだろう。こんなに犠ぎ牲せいを払うようなこともなかったかもしれない。

「でも、どうしたらいいか分からない。これが俺の限界なんだ」

　その時、廊下へ続くドアが鈍い音とともに震えた。死者たちはこの部屋にも侵入しようとしている。最後の時が近付いていた。

「……安心したよ」

　その時、山やま内うちが笑顔を浮かべた。

「やっぱり君は道蔵の孫だな。言い方までそっくりだ」

「え？」

「『どうしたらいいか分からない』というのは、道蔵の口くち癖ぐせだったからな。本当に目の前に道蔵がいるようだよ」

　山内は嬉うれしそうに言った。

「……俺のじいさんが」

　明良には信じられなかった。

「道蔵が悩んだりしないと思っていたのかね。あいつはいつも血反吐へどを吐く思いで戦っていた。仲間だったわしらはあいつの弱い部分をよく知っておる。何度ももう駄目だという時があった。そのたびに道蔵は言っておったよ。『どうしたらいいか分からない』とな。それでもあいつは悩むことをやめなかった。そして、そのたびに生き残る方法をどうにか見つけ出してきた」

　山内は手探りで明良に近寄ると、その手にたった今できたばかりの弾丸を置いた。

「わしらも道蔵がいつも勝てると思っていたわけではない。道蔵の選択が一番信じられると思っていただけだ。結果は関係なかったのだよ」

　目の前の老人の顔を明良は見つめた──その時、明良は初めて老人のかけているサングラスが、祖父の持ち物だということに気付いた。神野道蔵があの遺い影えいの中でかけていたものだった。祖父と向かい合っているような、不ふ思し議ぎな気分だった。

「君の周りに集まった人も、そう思っているはずだ」

「そうだな」

　と、丸まる谷やも呟つぶやいた。

「この中に誰だれも君を責める人間はいない。それははっきりしている」

　明あき良らはもう一度部屋の中を見まわした。どうしたらいいか分からない、と心の中で呟つぶやいた。しかしさっきよりも気分は落ち着いていた。どうしたらいいか分からないところから、祖父たちは生き残ってきた。だとしたら、今もまだ望みがあるということだ。

　ふと、彼は影かげ取とりのことを思った。自分たちを始末したと安心していることだろう。今いま頃ごろ『赤い本』をもう一度開いているかもしれない。その姿も見えるような気がした。

（……あ）

　明良はふらりと立ち上がった。片手に柊とう美みの手を握り、片手に紫の弾丸を握り締しめていた。おそろしく可能性は低いが、もしかしたらできるかもしれない。

（奴やつのそばに行くんだ。そうすればどうにかなる）

「……行こう」

　と、明良は言った──これが最後の決戦になるはずだ。
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　影取はあずまやの中に立っていた。要よう子この館やかたからはまだ激はげしい破は壊かい音が聞こえるが、彼にとってはもうどうでもよいことだった。館の人間たちは外に出ることはできない。『赤い本』が手元に戻った今、死者たちに始末させればいい話である。

　あずまやの古ぼけたテーブルには『赤い本』が置かれている。以前にこの本を開いてから、百年が経過している。この本の不完全な予知が原因で、自分が常とこ世よの怪物と化したことを影取は知っている。しかし、それを後悔していなかった。五十年前に常世の怪物と化した瞬しゆん間かん、影取はほとんどの人間に対する興きよう味みを失った。あの脆ぜい弱じやくで短命な生き物たちの営みは、すべて自分に捧ささげられたものだと感じた。

　唯一の不満は、『赤い本』の見せた未来の予知が百年で途と切ぎれたことだった。当時の彼にはそれが限度だったに違いない。不完全ながら影取は既知の百年を生きてきた。しかし、これから先についてはなにも知らない。

　今の影取は常世の怪物と紫の者の両方の力を有している。それに加えてさらにこの先の運命を知ることができれば、さらなる高みへとのぼることができるはずだ。影取は黒く焦こげた手を本の表紙にかざした。五十年前に殺されて以来、待ち望んだ瞬間だった。

「……これから先の、私の未来を」

　ふと、影取は口をつぐんだ。引きずるような足音がゆっくりと近付いてくる。

「その質問に『赤い本』は答えない！」

　暗がりの中から声が聞こえる──彼と同じ声だった。影取はあずまやを出て、黒い雪の中へ降りた。現れたのは明良と柊美と千ち紗さだった。

「お前に未来なんか必要ないからな。お前はここで死ぬんだ」

「『紫の鈴』を使ったのか」

　と、影かげ取とりは呟つぶやいた。鈴を身につければ死者たちからは見えなくなる。三人だけで脱出を図ったに違いない。明あき良らたちは他ほかの人間を見捨てて外に出てきたということになる。自分と対たい峙じした以上、その目的は道どう蔵ぞうの「紫の目」で作られた弾丸を放つことのはずだ。

　柊とう美みは明良と千ち紗さに支えられるようにしてかろうじて立っている。しかし、その目はどの方向をも見ていなかった。視力すら失われつつあることを影取は察した──柊美にはほとんど力は残っていない。

　明良たちの背後の館やかたを、影取はちらりと見る。まだ館は静かになっていない。明良たちの他にも、残っている人間がいるということだった。影取はほとんどの人間への興きよう味みを失っている。しかし、自分に対峙する意志を持った子孫だけは別だ。この世界で唯一自分を脅おびやかし、それゆえに最も近い存在だった。

　影取の四肢に緊きん張ちようが走る。神じん野の明良が意味もなく館に仲間を残すようなことはするはずがない。必ずなにか理由があるはずだった。




「わしは欠点だらけの人間だ」

　と、山やま内うちが言った。寝室の中にいるのは丸まる谷やと彼だけだった。二間続きの寝室は、片方が既に破られている。死者の群れはすぐ隣となりの部屋まで迫っていた。

「軽けい蔑べつされるのは構わん。しかし、誰だれかにはわしを憶おぼえておいてほしい」

　部屋の中は完全な暗くら闇やみで、丸谷には老人の顔が見えなかった。隣の部屋から退却する時に明かりを忘れていた。

「矛む盾じゆんしておるかね？」

「分かりません」

　と、丸谷は答えた。

「実はわしにもよく分からんのだ」

　低い笑い声が闇に満ちた。丸谷にはそれが泣き声のようにも聞こえた。部屋の外からは足音とドアを破ろうとする音が響ひびいてくる。

「結界の増幅にも大きな欠点がある」

　不意に老人が言った。

「その一つは結界の中で行わなければならんこと。そしてもう一つは、増幅するための『力』を必要とすること。要は『紫の喉のど』の持ち主の生命を吸い取るのだ」

　丸谷は驚おどろいて体を起こした。

「銃と同じ仕組みを持っておるわけだな。『常とこ世よ虫むし』の事件の後、丸谷の家でわしが療りよう養ようすることになったのは、結界の増幅を行ったためだ。それでもわしの肉体は完全には回復しなかった。だから、わしは死ぬのが恐ろしくなった。次に『喉』を使えば死ぬのは分かっておったからな」

「どうして今までそれを言わなかったんですか」

「今、打ち明けた方が効果的だと思ってね」

　冗じよう談だんめかして老人は言ったが、丸まる谷やは信じなかった。結界の増幅が死を招くことを知れば、明あき良らたちは動揺するに違いない。余計な負担をかけまいとしたのだ。

「わしは生きのびてきたつもりだった。しかし、それも結局は死に場所を探すことと同じなのかもしれん。ただ、どうせ死ぬなら恥を灌そそいで死にたい」

　山やま内うちは言葉を切った。

「分かるかね？」

「……よく分かりません」

「だろうな。しかし、丸谷君」

　老人の声は笑いを含んでいる。これから死のうとしている人間とは思えなかった。

「はい」

「これで一生、君はわしを忘れんだろうな」




　明良はじりじりしながら待っていた。山内にはこちらの状態を確認することはできない。だいたいの時間を示し合わせてやるしかなかった。柊とう美みの体から力が抜けていく。一いつ瞬しゆん、支えている明良ごとぐらりと傾きそうになった。

「……大丈夫」

　と、彼女は明良を見ながら囁ささやいた。長引けば長引くほど不利になる。右手から滑り落ちそうになる銃を明良が支えた。

「その状態で撃うてるのか？」

　ゆっくりと雪の上を移動しながら影かげ取とりが言う。その手にはまだ『赤い本』を持ったままだった。一定以上の距離には近付こうとしない。銃を警けい戒かいしているに違いなかった。

　三人の中では一番体の自由が利く千ち紗さが、明良と柊美をかばうように前へ出た。柊美が素早く動けないことを、影取は見抜いているかもしれないと明良は思った。一刻も早く結界の増幅を起こさなければならなかった。

　影取がぴたりと足を止めた。

「やはり、目はほとんど見えていないな」

　不意にまっすぐ明良たちの方へ近付いてきた。思わず明良と柊美が一歩下がった瞬間、なにかがふわりと明良たちの背中を押した。

　一瞬の間を置いて、初めてそれが人間の声だと気付いた。あまりにも大きすぎる声だった。明良は要よう子この館やかたを振り返る。建物全体が震ふるえているように見えた。その声色には微妙な変化がある。意味は分からないが、なにかの言葉のようだった。言葉には抑揚があり、テンポがあり、リズムがあった。

　それは歌だった。

　暗くら闇やみを震ふるわせながらその歌声は町の中へ散っていく。それは町の四方に位置する音おん叉さを震わせた。一つの音叉は別の音叉を震わせ、そこから発する音がまた別の音叉を震わせる。すべての音叉が震え始めた時、ばらばらの音が漆しつ黒こくを満たした。

　それらは一つの曲のそれぞれのパートを受け持っているようだった。やがてすべての音が交じり合い、最初聞こえていた音階や抑揚が溶け、一つの和音を形作った時──空の暗闇に一条の亀き裂れつが走った。

「……あ」

　明あき良らは呟つぶやいた。夕暮れの赤い光が、その亀裂から血のように降り注いだ。

　影かげ取とりは凍り付いたように立ちすくんでいた。やがて、その音に負けたようにゆっくりと膝ひざを折る。結界の大きさこそ違うが、五十年前と同じ方法で動きを止められていた。

　明良は柊とう美みの右手を銃ごと握り締しめた。柊美ははっと顔を上げた。

「どこにいるの？」

　柊美が明良の耳に向かって囁ささやいた。明良は銃口を影取へと向けながら、千ち紗さの方へ目を向ける。彼女も明良たちのそばへ近付こうとしていた。

　しかしその時、巨大な和音の向こうからかすかに影取の声が聞こえた。千紗はぎくりと立ち止まった。明良が彼女に向かって叫んだが、町を埋めつくした音に紛れて聞こえないようだった。千紗は影取を見ていた。

　影取はゆっくりと立ち上がろうとしているところだった。

　突然、影取は叫んだ。今度こそその言葉は明良の耳にもはっきりと聞き取れた。

「この影取を見くびるな！」

　次の瞬しゆん間かん、影取は跳ちよう躍やくした。
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　一跳びで影取は千紗の目の前に着地した。『赤い本』を持っていない方の手で、千紗の体を抱き締しめるようにしてしっかりと摑つかんだ。そして、彼女を引きずりながら明良たちから距離を置いていった。

　明良たちは銃口を下ろした。

「銃を捨てろ！」

　と、影取は叫んだ。あの耳障りな音はゆっくりと消えつつある──山やま内うちが力尽きつつあるのだ。

「この娘を殺されたくなければな」

　影取は五十年前のことを憶おぼえていた。『紫の目』の弾丸から自らの身を守るために、山内の体を盾たてとした。あの時は道どう蔵ぞうが山やま内うちを救い出したが、今の明あき良らにはこの人ひと質じちを助けるだけの余裕はないはずだ。

　明良と柊とう美みは一いつ瞬しゆん顔を見合わせて、足元の黒い雪に銃を放り投げた。このまま音が消えるのを待てば、完全に体の自由を取り戻すことができる。影かげ取とりは千ち紗さの体を見下ろす。まだ彼の胸には闇やみの教会で撃うたれた時の穴が開いていた。この娘を食い、次に明良たちを一人ずつ食っていくつもりだった。

　その時に彼らが上げるべき悲鳴も、影取はありありと思い浮かべることができた。ひとまず、傷の回復のためにこの娘の右耳から食うべきかもしれない。影取は山内の指を食いちぎった時と同じように、千紗の耳のそばで大きく口を開いた。

「やめろ！」

　と、明良の叫ぶ声が聞こえる。それも影取の予測の範はん囲いだった。

「一歩でも動けばこの娘を殺す」

　明良は凍り付いたように動かなくなった。人質を犠ぎ牲せいにできないのは、経けい験けん上知りつくした子孫たちの限界だった。

　影取は剝むき出しの耳に牙きばを突き立てようとして──ふと動きを止めた。千紗の体はまったく震ふるえていなかった。

「命いのち乞ごいをしないのか」
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　と、千ち紗さに向かって言った。彼女は胸の前で両手を固く握り締しめ、俯うつむいているだけだった。

「……『赤い本』をあなたは持っている」

　と、千紗は呟つぶやいた。

「私たちのうち、誰だれかを人質に取ると思っていました」

　千紗は顔を上げた。あの教会で命乞いをした時とはまるで違う目つきだった。

「五十年前も同じことをしたんでしょう。だから私たち、全員がこれを持っていたんです」

　影かげ取とりの顔のすぐ前で千紗は手を開いた。そこには紫の弾丸が握り締められていた。「紫の目」から作られたものではない。ただの「紫の骨」の弾丸だった。

「あなたの体は人間の肉体が『器うつわ』になっています。その『器』に常とこ世よの霧きりで作られた本体が潜もぐりこんでいる」

　彼はなにか珍しい生き物でも見るような目で、千紗を見下ろしていた。神じん野の明あき良らならともかく、この娘が自分の脅きよう威いになるなどと、影取は考えてもいなかった。

「全部条件が揃そろっています。だから効くはずです」

　千紗はまっすぐに影取の目を見た。

「……人間の体から常世の霧を追い出す呪じゆ文もんが」

　突然、影取の胸に開いている穴に「紫の弾丸」がずぶりと差しこまれた。千紗の口元がかすかに動き、ごく小さな声が洩もれ始めた。

「いにてすりべんと、きりやぼんど、あにやうす、きやうす、びりようどす、よりよどす……」

　その呪じゆ文もんの意味を察した影取が、千紗の舌を抉えぐり取ろうとした瞬しゆん間かん、影取が手にしていた『赤い本』の目が開いた。それに呼こ応おうするように、胸の中に放りこまれた弾丸が音もなく炸さく裂れつする。それは影取の体を紫色の光で包む。影取の全身から、粘り気のある黒い物質がどろりと流れ出し、足元で影のように広がり始めた。

　影取の手から『赤い本』が滑り落ちる。彼の全身がびしりと硬直したが、しかしそれも一瞬のことだった。その「器うつわ」から放出されかけた黒い塊は、もう一度吸いこまれるように体の中へ戻り始めた。「紫の目」を使ってかけられた呪法ならともかく、ただの「骨」で影取の「器」から本体を切り離すことは不可能だった。

　しかし、その時影取は気付いた──柊とう美みが雪の中に膝ひざを突き、拾い上げた銃を構えていた。




　千紗は二人のそばへ走っていった。明良は柊美の背中を支えるように立っている。

　一日のうちに二度も「紫の目」の弾丸を撃うてば、誰だれかが命を落とすかもしれない。しかし、もう千紗は覚悟を決めていた。

「今度は私が一番外側に入りますから」

　しかし、明良は千紗の手を握ろうとしなかった。

「なにしてるんです……」

　千ち紗さの言葉は最後まで続かなかった。明あき良らの拳こぶしが彼女の鳩尾みぞおちに深く食いこんでいた。千紗はがっくりと雪の中にうずくまるように倒れた。

「悪いな、高たか木ぎ」

　明良の声が頭上から降ってきた。

「お前が残らないと、結界を監かん視しする奴やつがいなくなるからさ」

　千紗はその言葉の意味に気付いて愕がく然ぜんとした。彼女を除いた二人で銃を使うつもりなのだ。三人で撃うってさえ、あれだけのダメージがあったというのに、さらに一人減ってしまえば──。

　彼女は起き上がろうとしたが、体が動かなかった。

「私たち、あのおじいさんと話し合って決めてたの」

　柊とう美みの声も聞こえる。岬みさきたちが戻ってくるのを待っていた時、山やま内うちと明良たちは千紗の部屋でなにか話をしていた。千紗の目から涙が流れた──知らなかったのは自分だけなんて。

（ずるい）

　しかし、その言葉を口にすることはできなかった。結界を満たす音も、二人の姿も、頰ほおに触れる雪の冷たさも、なにもかもがゆっくり遠ざかっていった。




　柊美は雪の中に座りこんで、かろうじて銃を両手に握り締しめている。彼女の見開いた目は、どこにも焦点が合っていなかった。破れた空から差しこんでいる光はかろうじて見えているが、その下にあるものは形を失って、泡のように溶けてしまっていた。

　明良が後ろに腰を下ろして、背中から抱くように腕を回してきた。彼女は明良に自分の体を預ける。彼の動どう悸きは彼女と同じように激はげしかった。

　二人はなにも言葉を交わさなかった。この一いち撃げきで自分たちがどうなるのかは分からなかったが、もうそのことは頭に浮かばなかった。

　明良が腕を回して、彼女の両手を包みこむように添えた。ふと、柊美は「黒いバス」を倒した夜のことを思い出す。あの時も、こんな風に二人で銃を使った。あれからまだ一年も経たっていないというのに、信じられないほど色々なことがあった。

　ゆっくりと銃口が持ち上がる。四月のあの夜と同じように、柊美は明良の最後の一言を待っていた。

　柊美が明良の右手であり、明良が柊美の目だった。彼らは二人で一人だった。

「……撃って」

　と、明良が言った。

　柊美は引き金を引く。

　そして、なにもかもが紫色の光で包まれた。




　紫の銃が光を放った瞬しゆん間かん、黒い物質は影かげ取とりの体の中へ戻り終えていた。影取の肉体に力が漲みなぎる。

（跳）

　断片的な思考と同時に影かげ取とりは上空へ舞まい上がった。視界のすぐ下を通り過ぎていく光を目にして、彼は雄叫おたけびを上げる──間に合ったのだ。影取は風圧で後方に吹き飛ばされながら、上空で一回転すると落下していった。

　影取は着地に失敗した。頭から雪の中に突っこんでいた。あの光が体のどこかをかすめたらしい。横倒しになった視界の半分が雪に埋もれているが、明あき良らたちと柊とう美みがもたれ合うように倒れているのが見える──直系の子孫を食えば、負傷などすぐに回復できる。

　体を動かそうとした瞬しゆん間かん、二人から少し離れた場所に倒れていた千ち紗さが起き上がる。彼女はゆっくりと立ち上がり、影取の方へ近付いてきた。どうやら彼が死んだものと思っているらしい。

　影取は息を潜ひそめて彼女を待ち構えた──餌えさの方から自分へ近付いてくるとは。千紗が影取のすぐそばで足を止める。彼女は影取を見てもいなかった。町の中心の方角に目を向けている。ジーンズをはいた彼女の両足が目の前にあった。

　腕を伸ばせば捕まえられる距離だ。影取は右腕を動かそうとする。しかし、腕は自由にならなかった。腕どころか、体のどこの部分もぴくりとも動かない。

「無む駄だです」
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　と、千ち紗さが前を向いたまま言った。その時、ようやく影かげ取とりは気付いた──彼は跳ちよう躍やくしたのではない。紫の光の衝しよう撃げきで吹き飛ばされただけだ。体が動くはずもない。体などどこにもなかったのだから。

「あなたは死にました」

　千紗の声が頭上から降ってきた。首だけになった影取は、横目で彼女を見上げた。




　町の中心から立ち上っていたあの「闇やみの御み柱はしら」は姿を消していた。町を閉ざしていた黒い結界は溶けるように四散していく。町中に響ひびき渡っていたあの声もやんでいた。

　影取の首は斜めから差しこむ夕日に赤く染まっていた。黒い霧きりを放出しながら、ゆっくりと崩れ始めていた。今度こそこの怪物の最後だった。

「どうしてあなたは怪物になったんですか」

　と、千紗は言った。

「銃を使っても、影を受け容いれないこともできたのに」

　答えが返ってくるとは期待していなかったが、影取は口を開いた。

「……それは人間の選択だ」

　重たげなしゃがれた声が口から流れた。

「私もお前も人ではない。じゅすへるの末まつ裔えいだ」

「じゅすへる？」

　思わず千紗は聞き返した。じゅすへるは確か隠れキリシタンの言う堕だ天使の名前だ。今のキリスト教ではルシフェル、と呼ばれている。

「それが私たちの父祖、偉大なるかの『最初の紫の者』の御み名なだ。中ちゆう天てんにて十じゆつ相そうの位を与えられし、闇やみの天てん狗ぐを束ねる王だ。私はかのお方に後継者たる使命を与えられている。常とこ世よの者となれば、混血の私でも死を乗り越えることもできる。じゅすへるにより近付くのだ」

　と、影取は遠い目で言う。千紗は言葉を失った。彼女自身もまたそのじゅすへるの血を引く子孫だった。

「『赤い本』が選んだのはお前だな」

「……私を選んだ？」

「地上に持ち帰ったのはお前だろう。これよりはお前が『赤い本』の正統な守しゆ護ご者だ。これよりはわが種族の長おさとして、『赤い本』を守るがいい」

　千紗は雪の上に転がっている『赤い本』を見下ろした。さっき開いた赤い目は、まだそのまま閉じられていなかった。まるで値踏みするように彼女を見上げていた。

（死者の国で、悪あく魔まが守ってきた本）

　確かに人間の叡えい智ちを超えた存在かもしれない。しかし、今までこの本がもたらしたのは災さい厄やくだけだった。関かかわった者すべてが不幸になった──この影取を含めて。

（それが目的だったのかも）

　千ち紗さは『赤い本』の前に膝ひざを突いて座った。そして、ポケットの中の紫の音おん叉さを固く握り締しめる──館やかたから脱出した時に、拾っておいたものだった。

「……この世界から消えるだけの話だぞ。存在をなくすことはできん」

　彼女の考えを先まわりして、影かげ取とりは呟つぶやいた。囁ささやくような力のない声だった。

「お前が望めばこの世界の支配者にも」

　それが影取の最後の言葉だった。後には一山の黒い灰が残っただけだった。それも風とともに、雪の中にゆっくりと散っていく。

「……結構です」

　千紗は音叉を取り出すと、尖とがった方を赤い目の中心に突き立てた。その瞬しゆん間かん、ぶるりと『赤い本』は震ふるえ、表紙が透き通っていった。輪りん郭かくもぼやけ、千紗の目の前で溶けるように消えていった。後には紫の音叉が地面に刺さっているだけだった──まるでそこにはなにもなかったかのように。

　千紗はゆっくりと立ち上がった。あずまやの向こうに、神かみ岡おか町ちようを見渡すことができた。白い雪に覆おおわれた町が夕日を浴びて輝かがやいていた。今頃ごろ、影に変えられた人々も元に戻っているだろう。それでも神岡町がなにもかも元通りになるわけではない。雪の下には崩れた建物の残ざん骸がいや焼け跡があるはずだった。それに、たくさんの人間が犠ぎ牲せいになった。

　突然、彼女は踵きびすを返して、明あき良らと柊とう美みの方へ走っていった。二人は死んでしまったと思いこんでいた。しかしまだそれを確認したわけではない。雪の上に折り重なるように倒れている明良たちの傍かたわらに千紗は座りこんだ。

　明良と柊美の体はぞっとするほど冷たかった。千紗は柊美の体を上向きにして、血の気のない手を摑つかんだ。そして、親指をまっすぐに辿たどって手首の脈を探る。

（脈はない。でも）

　千紗は彼女の左胸に頭を押し付ける。

「高たか木ぎ」

　いつの間にか、肩を押さえながら岬みさきが立っていた。

「……死んじゃったの？」

　と、涙声で言った。

「黙だまって！」

　千紗は鋭するどく言った。彼女は目を閉じて耳に全神経を集中させる。そして、息を詰めて心しん臓ぞうの音を待ち続けた。
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　髪の長い少女と手を繫つないで、彼は人ひと気けのない町を散歩している。いつからそれが日につ課かになったのかはよく憶おぼえていない。この町では思い出せることの方が少なかった。

　目が覚めると彼は高台にある家を出て、気の向いた方角へ足を向ける。すると彼女が前から角を曲がってやって来るのだ。彼にはなんとなく彼女の居場所が分かる。彼女の方でもそれは同じようだった。

　差し伸べてくる彼女の手を握り締しめて、彼らは歩き出す。二人はほとんど話をすることはない。なにか伝えたいことがあると、繫いだ手に少し力をこめる。それだけで大たい抵ていのことは伝わった。

　どこまで歩いても、他ほかの人間に出会うことはあまりなかった。整然と立ち並んだ家々も、道路の標ひよう識しきや信号も、すべてのものがまるで塗りつぶしたように白く染まっている。二人は無人の白い町の中にいた。

　時々、彼は違和感を覚える──この町はこんな風ではなかったような気がする。確か一度、無残に壊こわれてしまったような。それにもっと大勢の人間がいたはずだった。彼らはどこへ行ってしまったのだろう？

　繫いだ手にぎゅっと力がこもる。彼女は不安げに彼の顔を覗のぞきこんでいる。彼に比べると、彼女が疑問を抱くことは少ないようだった。




　商店街のアーケードの入り口で、二人は白い杖つえを突いた老人と出会う。彼も同じように町を散歩している。杖を握った右手には親指がなかった。この町の数少ない住人だが、目が見えないらしい。顔も上げずに通りすぎていった。

「今の人、誰だれなんだろう」

　老人が遠ざかってから彼は言う。その日初めて口にした言葉だった。

「誰って？」

　微笑ほほえみながら彼女が言う。

「今の人の名前」

「名前って？」

　彼女は首を傾かしげて聞き返す。名前は、と言おうとして、彼は口をつぐんだ──うまく説明することができなかった。

　難しい表情をしていると、また彼女が手に力をこめる。彼を呼び戻すサインのように。彼もしっかりとその手を握り返した。




　二人が疲れた頃ころに日が暮れる。長い影かげがどこまでも道路に伸びる。家に帰らなければならない、と彼は思う──すると彼女も立ち止まる。

「そろそろ帰らないと」

　と、彼女が言う。

「おばあちゃんが待ってるから」

　彼女は祖母と二人で暮らしている。待ち合わせの場所は決めていないが、別れる場所はいつも同じ、二人の家のちょうど中間地点だった。彼らはそこで別れて、何度も振り向いて手を振りながら家へ帰っていく。彼女とは離れがたかったが、またいくらでも会うことはできる。

　彼の家は坂を上がり切った高台にある。帰り道を急ぎながら、彼はずっと考えている。さっきすれ違ったあの老人には名前があった気がする。ここは名前の要いらない町だ。しかし、ここへ来る前は違っていたはずだった。

　彼は小さな平屋の前に立ち止まる。門柱にはなにも書かれていない表札がかけられている。

「……俺おれの名前」

　と、彼は呟つぶやいた。自分が誰だれなのか思い出せない。しかし、それは大した問題ではない気がする。彼女に呼びかけてもらえばいいことだ、と思いかけて、今度こそ彼は愕がく然ぜんとする。

　彼女の名前が思い出せなかった。

　彼女のことはよく知っている。茶色がかった髪も、右手にある痣あざも、落ち着いた声も、すぐに思い浮かべることができるのに、呼びかける名前が分からない。

　彼はのろのろと玄関の引き戸を開けて足を踏み入れる。胸の中で不安が広がっていく。自分は誰なのか。ここはどこなのか。何故なぜここにいるのか。

　廊下が軋きしむ音が聞こえる。家の奥から和服を来た老人が現れる。半白の髪を地肌が見えるほど短く刈かりこんでいた──彼の祖父だった。

「ただいま」

　と、彼は言った。ああ、というように祖父は頷うなずいた。祖父はひどく無口で無愛想だが、まるで生まれた時から一いつ緒しよに住んでいるようにしっくり行っていた。この町へ来たことに彼は満足している。しかし──。

　ここに来る前、自分はどこにいたのだろう。

　祖父が眉まゆをひそめる。孫の様よう子すを不ふ審しんに思ったらしい。

「どうかしたのか？」

　と、祖父は言った。彼は祖父の顔を見上げる。祖父なら彼の疑問に答えてくれそうな気がする。しかしそれを口にするのが怖かった。しかし、聞かないままずっと過ごしていることももはやできない。

「……もう行くんだな」

　口を開いたのは祖父の方だった。

「え？」

　彼の心しん臓ぞうの鼓こ動どうが激はげしくなっていた。

「そろそろだろうと思っていた。お前たちには帰る場所がある」

　穏おだやかな声で祖父は言った。その言葉が彼には理解できない。いや、理解はできても、それを言葉にすることができない。

「達者で暮らせよ」

　この家で彼と暮らすようになってから、初めて祖父は微笑ほほえんだ。

「……明あき良ら」
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「……起きたの？」

　岬みさきがおそるおそる声をかけてきた。制服姿の彼女がベッドのそばに座っている。どうやら病院にいるらしい。前にもこんなことがあった──「黒いバス」の事件の後だ。あの時もおかしな夢を見ていたが、今度は祖父と一いつ緒しよに暮らす夢だった。

　彼は苦笑いを浮かべた。神じん野の道どう蔵ぞうとは会ったこともないのに、どうして祖父だと確信していたのだろう。変な夢を見ていた、と岬に言おうとしたが、声がまったく出なかった。口の中がからからに渇いている。

　彼は病室の中を見まわす。カーテンは閉まったままで、明かりも消えている。明良は体を動かそうとしたが、まるで力が入らなかった。

　岬は膝ひざの上にミネラルウォーターのペットボトルを乗せている。明良は口を開けながら彼女の膝に視線を注いだ。

「あ、ひょっとして水欲しい？」

　明良は頷うなずいた。岬は彼の頭を抱えて、口元にペットボトルをあてがった。俯うつむいたひょうしに、岬の髪の毛が柔らかく頰ほおをくすぐった。

「お前、そんなに髪長かったっけ」

　一口水を飲んでから、回らない舌で明良は言った。岬の髪は肩の少し上ぐらいまで伸びていた。彼女は答えるかわりに、少し顔を背そむけた。

「……カーテン、開けよっか」

「うん」

　岬は窓に近付いていって、ゆっくりとカーテンを開けていった。真っ白い光が明良の目に突き刺さる。彼はぎゅっと目を閉じて光の奔ほん流りゆうに耐えた。

（俺おれ、何日ぐらい眠ってたんだろ）

　ずいぶん長い時間が経たっているような気がする。彼は少しずつ目を開けていった。部屋の中は光で満ちている。目が慣れるのを待って、彼は窓の外に視線を移した。

「えっ」

　明良は思わず声を上げた。病室の外の道路には街がい路ろ樹じゆが植えられている。病院には何度も来ているはずだったが、それが桜だったことを明良は改めて思い出した。

　桜の花は満開だった。枝を覆おおい隠している薄うす桃色の花弁は、風に乗ってさらさらと流れていた。

「……今、何月なんだ」

「四月」

　と、岬みさきは言った。明あき良らは啞あ然ぜんとした──三ヶ月以上も眠っていたことになる。突然、彼女の顔がぐしゃぐしゃに崩れた。

「……もう、目が覚めないかと思ってたよ」

　それから、岬は声を上げて泣き始めた。
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「やっぱり、この町に墓を建てることにしたよ」

　丸まる谷やは店の外を眺めながら言う。

「私以外に墓参りをする人間もいないだろうし、ここで亡くなった人だからね」

　真新しいカウンターの奥で文ふみ彦ひこは頷うなずいた。

　オヌマ書店は再オープンしたばかりだった。床からはまだ真新しいワックスの匂においがする。照明が明るくなり、内装も綺き麗れいになったが、昔からの常連客たちは落ち着かない、と言っている。正直なところ、文彦自身もそう思わないではなかった。

　棚はだいぶ埋まっているが、まだ空いている場所が目につく。以前のように店を運営できるようになるまで、まだしばらくかかるだろう。

　丸谷は常連客用の椅い子すに座って、山やま内うち栄えい一いちの話をしている。あの日、結界を閉じると同時に、彼の心しん臓ぞうも止まっていた。死んだ後になってから、丸谷は自分の祖父のことをよく話すようになった。山内はバッグの中に遺言状と預金通帳を忍ばせていた。口座に入っていたのは身の回りのものを売り払った後に残った金で、遺言状にはそれで葬式代をまかなうように、という指示が書かれていたという。

　山内は死ぬための準備をなにもかも終えてから、この町に来たのだ。

「この商店街も寂しくなったものだね」

　文彦は仕事を中断して顔を上げる。商店街を歩いている買い物客は以前よりもぐっと少なくなった。オヌマ書店のように再建された店もあるが、まだその目め処どの立たない店も多い。

　この町の人口そのものもぐっと減っている。特にここ数年で新しく増えた住民は続々と引っ越していった。去年に起こった数々の事件を考えれば、それも当たり前のことだった。政府は専門の調査委員会を作って、この町に起こった事件の原因を「調査」し続けている。しかし、もう文彦たちには関係のないことだった。事件はもう解決しているし、調べたところで彼らの求める合理的な結論など出るはずもない。

　この町に昔から住んでいる住民たちは、なんとなくそのことを理解している。経済的な理由がない限り、彼らのほとんどはこの町に残ったはずだ。昔のように静かな町に戻っただけだった。

「神じん野の君が目を覚ましたって話は聞いたかい」

　文ふみ彦ひこは頷うなずいた。

「……昨日、見み舞まいに」

「私も明日あたり行くつもりなんだ」

　この町から失われたものは多い。ついに戻ってこなかったものも沢たく山さんある。明あき良らが戻ってきたのは喜ばしいことだった。

「今日、お父さんは？」

「……来くる栖すさんの家に」

　最近、以前よりも足しげく行き来するようになった。本当に再婚しかねないと最近思う。それはそれで結構なことだった。

「先を越されないうちに、君も早く結婚した方がいいんじゃないか」

「……」

　かすかに文彦は顔をしかめる。彼は店の時計を見上げた──そろそろ新につ田た晴はる海みがこの店に来る時間だ。以前は西せい陵りよう高校の司書だったが、今は神かみ岡おか北きた高校に異動している。前よりも仕事が忙しくなった、と話していた。今日もひとしきりその愚ぐ痴ちをこぼしにここへ来るはずだった。

「えっ？」

　不意に丸まる谷やが声を上げる。真新しいスチールの椅い子すを蹴けるように立ち上がって、店の外を凝ぎよう視しした。

「……なにか」

　丸谷は肩をすくめながら再び椅子に腰を下ろした。

「外をあの人が歩いていたような気がしてね」

　あの人、というのは山やま内うち栄えい一いちのことだった。思わず文彦も外を見る──昼下がりの買い物客が行き来しているだけだった。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしく聞こえるだろうけど、時々あの人を夢に見るんだよ。ステッキを突いて、人ひと気けのない町を楽しそうに散歩しているんだ」

　文彦は静かに首を横に振った。馬鹿馬鹿しくはない、という意味だった。

　神かみ岡おか町ちようには時々奇妙なことが起こるのだ。
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「毎日行ってるんですって？」

　車椅子を押しながら千ち紗さは言った。

「……岡おか内うちが言ったんだろ」

　顔をしかめながら明良は言った。ひとまず車椅子には乗れるようになったが、まだ自分で動かすことはできない。何ヶ月も意い識しきを失っていたので、全身の筋肉はすっかり衰えている。昨日と一昨日おとといはたまたま見み舞まいに来ていた岡おか内うちに、車椅い子すを押してもらったのだ。

「喜んでましたけど。元気になってきたって」

「車椅子に乗れるようになっただけだよ」

　明あき良らは背を屈かがめて咳せきをした。まだいつ退院できるかも分からない。学校も一月から三月までまるまる休んだせいで、留年という形になった──学校に復帰できたとしても、もう一度二年生ということになる。町を救ったことを考えれば、些さ細さいなことには違いないが。

「そういえば言ってませんでしたけど、神じん野のさんと同じクラスですよ、私」

「ホントかよ」

「……なんで嫌そうな顔するんですか」

　千ち紗さは四月から神かみ岡おか北きた高校に通っている。町から人口が減り、それにつれて生徒数も減ったせいで、西せい陵りよう高校と神岡北高校は合併されてしまっていた。設備の古い西陵は建物の損傷が激はげしく、結局北高の校舎を使うことになった。

「高たか木ぎ」

「来くる栖すです」

「やっぱりなんか変な感じだな」

　明良が眠っている間に、千紗の苗みよう字じは変わっていた。正式に来栖要よう子この養女になったのだった。

「悪かったな。あの時、俺おれたちだけで撃うって」

「仕方がなかったと思います……でも」

　千紗は言葉を切る。車椅子は廊下の突き当たりの病室の前で止まる。彼女はドアを開けて、車椅子を中へ運び入れた。

　部屋の中は薄うす暗ぐらかった。明良の病室とは違って、カーテンが閉められたままになっている。サイドテーブルに整然と置かれている花もどこかよそよそしく、誰だれも使っていない部屋のようだった。この部屋の患者が目を覚まさない限り、おそらく変わることはないだろう。

　ベッドのすぐそばで車椅子が止まる。柊とう美みは静かに眠り続けていた。明良が目覚めた後も、なんの変化もなかった。

「……御み厨くりやさん、目を覚ましますよね」

「当たり前だろ」

　そう言った明良にも、いつ目覚めるのかは分からなかった。薄暗い病室の中に沈ちん黙もくが降りる。外ではまだ桜が咲いているはずだった。

「……少し経たったら、迎えに来ますね」

「悪いな」

　千紗は足音を忍ばせて病室を出ていき、ドアを閉めた。部屋の中には明良と柊美だけになった。耳を澄すますと、彼女の静かな呼吸音が聞こえる。彼はシーツの上に投げ出された彼女の右手を取る。石のように冷たい手だった。

「柊とう美みさん」

　と、彼は呼びかける──それが彼女の名前だと分かるように。あの夢の中で一緒に過ごしたのは、本当に彼女だった気がする。だとすれば名前の要いらないあの町に、柊美はまだ残っているのかもしれない。

「柊美さん」

　彼女の名前を呼びながら、明あき良らは握った手に優やさしく力をこめる。彼女を呼び戻すサインのように。彼は何度もそれを繰くり返した。

　ちょうど、彼女と出会ってから一年が過ぎていた。信じられないぐらい色々なことが起こったが、一年は長い時間ではないと思う。

「……この先、ずっと一緒にいるんだから」

　と、明良は呟つぶやいた。彼女が目覚めるまで、ずっと待ち続けるつもりだった。

　ふと、彼女の指がかすかに動いた──まるで誰だれかの手を握り返すように。





〈了〉　　　　















　　　あとがき







　一巻のあとがきにこのシリーズを書き始める上で、触しよく発はつされたエピソードをちらっと書きましたけど、「こういう感じの話にしよう」と決めた後で、最初に書き始めたのが町の地図でした。




　三方を山に囲まれ、もう一方に海がある町。線路を境目として、山の手の方に古い家々が、海に近い方に新しい家々が建っている。駅前にはちょっと古びた商店街のアーケードがあり、そこが町の中心地になっている。




　ボールペンで大ざっぱな地図を書いた後で、どういう人物がどこに住んでいるかを書きこんでいきました。町全体を見渡せる高台の小さな家に主人公が一人で住んでいる。少し平地よりの住宅地にヒロインの家がある。学校は彼らの家からだいぶ離れている。自転車やバイクでの通学は禁止されているので、バスで通わなければならない……

　この町では時々、考えられないような事件が起こる。




　そんな感じで一巻を書き始めました。こうして結末まで書き上がった今、その地図を見返すと……猛もう烈れつにヘタですが、それはさておき、ついに出なかった人物や場所がありますし、逆に最初はその予定はなかったけれど出すことになった人物・場所もあります。




　僕の書いた神かみ岡おか町ちようはどこにも存在しない町です。一巻が出てから岐ぎ阜ふの方に同名の町があることを知って慌あわてましたが、偶然名前がかぶってしまっただけで、これというモデルはありません。そういうつもりで書いていました。

　ただ、僕の通っていた高校がある鎌かま倉くらに似ているかもしれません。すごく馴な染じみのある土地ですし、日常の風景を書こうとするとどうしても自分の記き憶おくの中から拾ってくることになりますので。




　第一作を書いてからもう三年近く経たっています。

　あの頃ころ、仕事が終わって家に帰ってから、慢性的に本の積み上がった神か奈な川がわの実家で、自分でも仕上がるかどうか首をかしげながら少しずつ書いていたものでした。

　今は慢性的に本の積み上がった都内のアパートで、締しめ切りに間に合うかどうか首をかしげながら少しずつ書いて……あ、いや。

「書く」という行為の先に、こうして手に取って下さっている皆さんがいらっしゃることが、以前とは決定的に違うところです。

　色々ありましたが、ついに最終巻を迎えることが出来ました。今までこのシリーズを支えてくださった読者の皆さんに心からのお礼を申し上げます。




　このシリーズには色々な神話や伝承が登場します。

　特にいわゆる隠れキリシタン（この呼び名にも議論があるのですが）をめぐる伝承については、それなりに資料をあさりました。後半頻ひん繁ぱんに登場した『天てん地ち始はじまり之の事こと』は実在するものですが、キリシタン書の中ではあまり重要視されていません。内容が群を抜いて特異なものなので、研究や信仰とは別のところで注目されることが多いようですが。「十と塚つか」の信仰も僕の創作で、実際に隠れキリシタンの人々がああいう世界観を持っているわけではないです。まさかと思いますが念のため。




　最後になりましたが、素す敵てきなイラストを描いて下さってるＧＡＳＨＩＮさん、ありがとうございます。本文書いてる僕が言うのもなんですけど、完成したイラストを見るのをいつも楽しみにしていました。そして、たった今も「あとがきの原稿まだか」と催さい促そくの電話をかけてこられた担当の鳥とり居いさん、ありがとうございます……の前に、迷めい惑わくかけっぱなしですいません。あともうちょっとです、という言い訳は今年からは（なるべく）しないようにします。

　そして、このシリーズに携わって下さった全すべてのスタッフの方々にお礼を申し上げます。




　次回作の準備ももう進めております。

　えー、無口な女の子が主人公の物語になる……予定です。
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三み上かみ 延えん

１９７１年生まれ。神奈川県出身。人生ふりかえるとロクなことをしてない気がする。小説を書くのは例外的にマトモなことで、それだけは胸を張って人に言える。他になんかないのか、と言われたら、やっぱり胸を張って「ない」と答える。開き直ってるだけ、とも言う。
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イラスト／GASHINがしん

神奈川在住の九州男児。かわいいものがダイスキで白いポリゴンネコをこよなく愛している。
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